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論文要旨
 
 本論文では泰山諸神の信仰の変遷について文献資料により過去の信仰の状況を、
現地調査により現在の信仰の様子
を検討した。考察の対象としたのは泰山諸神の中でも民衆に特に知られている東嶽大帝と
東嶽大帝の第三子の炳霊公、
さらに碧霞元君である。
 
第一章では、東嶽大帝・炳霊公・碧霞元君の
三名の泰山神について文献資料や現地調査により、神格や人々の認識
などを検討
した。
泰山は古来より人の死後の魂魄が集う場所とされた。それは、五行思想では、東方は万物の発生を
司り、太陽とともにすべてのものは東方から生起することに由来する。そのため泰山に集まった死者の魂は新たな生命を授けられて、生まれ変わると考えられた。漢代以降、仏教や道教の影響を受け、 東嶽大帝は地獄の神ともされた。このように人々の意識の中には、死後の魂は泰山に集まり、そこで東嶽大帝の裁きを受けるという恐ろしいイメージが形成されていく。
その後、晋から唐代になると、
東嶽大帝は天帝の孫とされる。歴代の皇帝は東嶽大帝に追号する
ことで自らの権威を示した。こうして東嶽大帝は冥界の神と天孫という二つ 神格が併存するようになる。しか 、冥界神 天孫では神
としての格があまりにも違いすぎるため同一神でありながら、
別の神のように認識されてしまう。
このような
状況の中で明の太祖は度重なる追号を禁止する。これにより東嶽大帝は、これ以上の修飾をされることな
く泰山 神として扱われるようになり 人々の意識の中にも泰山 であり、冥界の判官として再び広く認識されていく。
 
この冥界の神としての東嶽大帝の神格を引き継いだのが炳霊公であった。炳霊公は初期の頃、泰山三郎と呼ばれ、
唐代に威雄将軍、宋代に炳霊公の封号が授けられる。泰山三郎 神格 人々に幸福や福禄をもたらす として故事などに描かれ
る。威雄将軍や炳霊公は冥界の判官として小説などに描かれる。その職能は東嶽大帝と同様に泰山地獄で
死者の生前の善悪を鑑みて審判を下し新たな生を授ける役割である。炳霊公は宋代から明代前期にかけて広く信仰され『封神演義』や『水滸伝』などの小説にも描かれる。特に『封神演義』では黄天化として物語の中で主要な登場人物の一人として登場することからも民衆に知れ渡った神であったことが知られる。東嶽大帝や炳霊公信
仰は、
明代以
降衰退していき、次第に泰山信仰の中心は冥界の神としての東嶽大帝や炳霊公から碧霞元君へと移り変わる。
 
 
明代以降、碧霞元君は泰山諸神の中で最も民衆の信仰を集めるようになる。東嶽大帝の娘と言われる碧霞元君の
起
源は明確にされていないが、
遅くとも明代中期には民衆の支持を得ていた。碧霞元君は東嶽大帝と全く逆の神格を持
ち、育成神・授児神・福寿神としての神格を有した。 『醒世因縁伝』に描かれる泰山進
香の様子
からもわかるように、
人々は夜明け前に泰山山頂の碧霞宮に
赴き、夜明けの開門とともに元君神に自らの祈りを伝えるのであった。信仰範
囲は泰山など山東一帯にとどまらず北京など華北一帯、さらには旧満州地域でも盛ん 信仰された。
 
このように
第一章では、三神の起源や神格を改めて検討することで、
泰山は冥界がある場所という冥界信仰から育
成の神として認識されるようになる。
東嶽大帝・炳霊公から碧霞元君へ 信仰が変遷していく過程 東嶽三神それ
ぞ
れの神としての特徴を確認し、民衆はいかにこれらの神を認識してい かを考察した。
 
 
第二章では清代後
期から民国期にかけての北京の碧霞元君信仰について考察した。 北京の碧霞元君信仰
（娘娘信仰）
は、明代中期頃にはすで皇室や貴族の婦女を中心としておこなわれていた。その後、民衆にも信仰が広まると、妙峰山や丫髻山、五頂など著名な碧霞元君廟がみら ようになり、碧霞元君は
北京一帯で最も信仰される神の一つとな
る。妙峰山娘娘廟会では、香会
という信仰者の集団が大きな役割を果たす。香会は様々な方法により娘娘神に敬虔を
示すことで、自らの信仰心をも表
した。一九二五年に顧頡剛等の北京大学の研究者は妙峰山廟会でみられる香会を
調
査した。
調査結果は顧頡剛の著書『妙峰山』
として発表され、
現
在でも当時の様子を知ることができる貴重な資料と
して、その価値を失わない。さらに現在
の碧霞元君研究の大部分も『妙峰山』を基におこな
われている
。顧頡剛の調
査は当時の文化を知ることのできる貴重な資料であるとともに、近年復興された妙峰山廟会との比較を可能にする。また城内の主要な碧霞元君廟である五頂は、民衆の生活により即した場所として
多くの香客が訪れた。それは信仰の
場所として
だけでなく、春游や生活用品をそろえる貴重な場所でもあった。このようにして碧霞元君廟会は、信仰だ
けでなく、生活面でも人々の生活に深く根ざし切り離せない場所 なっていった。
第二章では、北京での碧霞元君信
仰について、開廟時期にみられる香会を手掛かりに、当時の人々の神仙に対する信仰の様子を考察した。また、廟会には地域の文化が色濃く映し出さ 場合もある。よって娘娘廟会から見えてくる当時の北京の風俗や人々の生活
に
ついて検討した。
 
 
第三章では旧満州地域の碧霞元君廟会について考察した。旧満州での碧霞元君信仰は、
満鉄の地域開発政策の一環
として利用されたという側面を有す。そのため鉄道沿線に った迷鎮山や鳳凰山、北山などの碧霞元君廟は廟会期間になると数万人から数十万人ともいわれるほど多くの参詣客が訪れ 。中でも迷鎮山は満州地域最大規模の 会として広く知られた。迷鎮山は廟会だけでなく、経済や地理、宗教など様々な面から 研究された。こうした調査は満鉄調査部などが担当した。満鉄の調査は 満州の植民地政策 中で不可欠なものであった。調査 の地理や気候、風俗や宗教さらには農業などあらゆる方面で実施された。碧霞元君に関す 調査は奥村義信が『満州娘娘考』としてまとめた。本論では『満州娘娘考』を手掛かりに当時の迷鎮山碧霞元君廟会 ついて考察した。
 
 
満州での廟会は、満鉄による振興政策が行われたため、ある種、独自の様相をもっていた。
よって迷鎮山廟会の歴
史をたどるとともに、当時の日本人からみ 中国の廟会について考察した。
 
 
最後に、この三地域の
廟会について筆者がおこなった現地調査で現状を確認した。諸文献で述べられる往時の様子
と現在の様子を比べるこ で、人々の中にある碧霞元君に対する意識や、廟会開催にあたり発生する政府と 問題などが見えてくる。これらの問題に対して、廟会復興後、す に一定の時間を有している 所と、 会が再開されたば
かりの場所では当然、対応方法がことなる。さら
には地域ごとの特徴もみられる。このような視点から現在の中国人
の信仰に対
する意識を考察した。
当然、往年の廟会を完全な形で復活させることは不可能であるが、多くの廟会は可
能な限り当時の廟会の復興を試みている。復興には地元政府や宗教政策との関係が必要であるため、やむを得ず観光的要素が多分に含まれる場合もある。さらに多くの客を集めるために現代的要素を取り入れるなどの試みもみられる。このように廟会復興から二十年以上経過しているとはいえ、いまだに復興途中であると言える。これから先、社会の発展や各地域、さら は諸外国との交
流がますます増加するなかで廟会がどのような発展を見せるのか引き続き注視
していきたい。
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前言
 
本論
文
では、泰山諸神の信仰の状況を文献資料と現地調査により分析した。考察の対象は
、泰山諸神の中でも明代以降に民
衆の圧倒的支持を受ける碧霞元君
（娘娘
神
）を中心としている。考察地域は、中国大陸
で
特に娘娘信仰が盛ん
であった
華北地
域と東北地域
を
対象と
している
。華北は泰山の
所在地で
ある山東省泰安
一帯
と北京、東北は旧満州時代の奉天
南部
に位置する
大石橋市である。これら三地域は各地
の
碧霞元君信仰の中でも
ひときわ
盛ん
な
信仰
活動が
見られた
地域である。
 
泰山諸神に関する研究は、
従来、
東嶽大帝
を対象とした
研究
が
中心
であり、
多く
の論考が見られる。
さらに皇帝が天と地を
祀る儀式である封禅に関する研究も枚挙にいとまがない。それは、歴代皇帝たちは泰山で天を祀る「封」の儀式をおこな
った。
よって
封禅
について
研究することは泰山を研究する事にも
つながる
ので
ある。
さらに
フランス人東洋学者のエドゥアール・
シャヴァンヌや澤田瑞穂は民間信仰の視点から泰山の調査を
実施している
。この二つの調査
により
、
現在でも往年の泰山の様
子を知ることがで
きる貴重な資料が残され、
泰山研究には欠かせない。
 
東嶽大帝以外の泰山
諸
神についての研究はさほど多くみられない。東嶽大帝の第三子といわれる炳霊公に関する専論は、管
見の限り見当たらない。
また、東嶽大帝 娘とされる碧霞元君について、一九二五年に顧頡剛が
北京西郊
に位置する
妙峰山で
行った碧霞元君廟会調査が初の本格的研究となる。しかし、顧頡剛の調査や同時期の羅香林らの研究以外、碧霞元君に関する研究はほぼおこなわれてい かった。近年にな
ると
、二〇〇六年に呉效群
氏が出版した『妙峰山
 
北京民間社会的歴史変遷』
を契機として再び碧霞元君信仰が
注目を集めるようになる
。呉效群氏は、顧頡剛の調査を基に、復興後の妙峰山廟会調査をお
こない、廟会復興過程や地 政府、宗教と 関係、さらには香会の現状などと併せ論じた。
 
現在の行政区分でいえば
泰山は山東省泰安市に位置
する。ここが
碧霞元君信仰の起源となった場所である。北京
の信仰は、
明代に碧霞元君信仰が
伝播
して以降
、清代後期から民国期に
かけて
信仰活動の最盛期をむかえ、民衆はこぞって娘娘神を参拝
2 
するようになる
。一方、東北地域（旧満
洲
地域）は、
数度
の
山東から東北地域への大規模な移民
とともに
泰山信仰が
本格的に
伝播
。その後、日中戦争時期になると、日本側、特に南満
洲
鉄道株式会社（満鉄）の地域振興
政策の一環として、意図的
に在来宗教の信仰や神の生誕日を祝う祭りである「
廟会
」
が利用された。中でも大石橋碧霞元君廟会（娘娘廟会）がその筆頭
に挙げられる。
 
よって本論では泰山諸神の起源や神格を再度整理することで、各神が民衆の間でいかに
受容されたかを
再検討
する
。また、
顧頡剛やシャヴァンヌ、澤田瑞穂らの調査
を通じ
当
時の泰山諸神の信仰の様子を考察し、現在復興されている碧霞元君廟会と
の比較検討をおこなう。
 
本論
は三部
からなる
。第一章では泰山諸神の信仰の変遷を再検討
する。東嶽大帝・炳霊公・碧霞元君の三神は、時代ごとに
民衆の信仰を集めた泰山の神である。
宋代以前は炳霊公信仰が中心であり、
宋代から明代
になると
泰山信仰は東嶽大帝から碧
霞元君へと
移り変わる
。東嶽大帝は冥界の神として人々の生死を司
り、
碧霞元君は福寿や授児、生育の神として人々の生を
担った。
民衆
は
泰山諸神
を
いかに認識
していたの
であろうか。東嶽大帝については、シャヴァンヌや
澤田瑞穂など一九〇〇年
代前葉に実施された現地
調査資料を参考に、諸神の起源や神格、さらに当時の泰山の様子などを
考察
する
。
また、
東嶽大帝の
第三子とされる炳霊公に関する研究は、
従来ほぼ
手付かずの状態である
。よって本論
文
では小説に描かれる炳霊公像を手掛か
りに、その来歴や地獄の判官としての神格などを検討す ことで東嶽大帝と炳霊公についての関係性を検討
する
。
第
一章の
後
半部分
は碧霞元君について検討
する
。明代以降、民衆の泰山神に対する信仰は、冥界神としての東嶽大帝から
生育
神としての
碧霞元君へと移り変わる。碧霞元君の来歴については諸説あ
るが、
一般的には、大中祥符元年（一〇〇八）に宋の真宗皇帝が
泰山山頂の玉女池に祀られ 玉女像に碧霞元君の封号を与えた
ことが始まりと
される。しかし、史実には真宗の泰山巡幸
の記
述
は見られるが、碧霞元君の封号を授けたという
事実
はみられない。羅香林は
論著
「碧霞元君」において碧霞元君の来歴を
（一）東嶽大帝の娘（泰山玉女）、（二）黄帝が泰山に遣わした七仙女の一人、（三）華山玉女、（四）民間の娘が昇仙した
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ものの四種類に分類して論証
する
。本論
文
でも羅香林の論文を
手掛かりに、碧霞元君の起源について検討を試みる。また明代
の小説『醒世因縁伝』第六十八、六十九回に、人々が泰山に向かうために集団（香）
を組織し、碧霞元君の参拝に向かう
様子
が描かれる。これ
を通じて
、当時の
一般民衆
の泰山進香の様子を考察する。
 
第二章では、清代から民国時期にかけて北京で
行われた
碧霞元君信仰について考察する。旧北京の城内には
大小無数の
娘娘
廟があ
り
、廟会も盛んに行われ
ていた
。数ある碧霞元君廟の中でも、
北京
西郊に
位置する
妙峰山や東郊の丫髻山、北京旧城を
囲むように位置した五か所 碧霞元君廟（五頂）が特に有
名であった。本章では妙峰山や丫髻山、さらに五頂を中心として北
京の廟や 会の歴史、廟会時に重要な役割をはたす信仰者集団としての「香会（花会）」の状況を顧頡剛の調査資料をもとに検討する。顧頡剛 調査は三日間 わたり妙峰山廟会
に
参加
する
香会
を対象とした
。顧頡剛の調査では、香会を
「
文会
」
と
「
武会
」
とに分け、それぞれの活動内容から、碧霞元君に信仰
心
を示す
進香活動の
考察
をおこなった
。また、妙峰山や丫髻山
は近隣地域からも多くの香客を集め、華北地域最大規模の の一つに数えられる。妙峰山や丫髻山といった郊外の大型廟会に対して、五頂は民衆の生活により身近な廟会であった。これら廟会では、開廟期間になると多くの市が立ち、人々はここで生活 必要な物資をそろえた。時代が経つにつ 、場所によっては の主神を祀るという廟会本来の意義が失われ 市 開くことの方が重視されるようになっていく。本
章
では、このような廟会と人々の関わりを考察したい。
 
さらに
本
章の
後半部分
で、現在の北京でおこなわれる廟会について筆
者の調査をもとに
検討する
。中国では、内戦や日中戦
争、中華人民共和国成立、さらには文化大革命の影響により、ほぼ全ての廟会が活動停止または廃止に追い込まれる。これ以降、廟会活動は見られなくなるが、一九八〇年代に入ると徐々に 復興の声が上
りはじめる
。北京では一九八四年に龍潭
公園で開催された廟会が復興後最初の廟会
となる
。これを契機として北京の各地で廟会が再興されていく。本論では、往時の
雰囲気を色濃く残す東嶽廟と中頂廟、 らに妙峰山や丫髻山を例 して 現在 廟会について検討 る。
 
 
第三章では、遼寧省大石橋市で行
われる大石橋迷鎮山娘娘廟会
について
検討する。大石橋娘娘廟会は、旧満
洲
時代には満
洲
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一帯で最大の規模
の
廟会であった。その規模は泰山や北京の碧霞元君廟会に引けを取らないとまで言われた。それには満鉄に
よる地域復興政策に利用されたという側面もある。旧満
洲
一帯で開催された主
たる
廟会は、満鉄の主導により廟会の宣伝など
が
大々的に
おこなわれた。そのため現在でも満鉄関連資料から迷鎮山廟会について多くの記述を見つけることができる。さら
に満鉄以外にも、日本人による様々な調査資料が残されている。その代表的な物として奥村義信『満
洲
娘娘
考』が挙げられる。
本章では、『満
洲
娘娘考』や満鉄資料から、旧満
洲
一帯でおこなわれた娘娘廟会、特に迷鎮山廟会の様子を考察することで、
当時の日本人 いか 中国の文化や祭りを理解したかを中心に検討したい。
 
 
また、
文革以降、迷鎮山廟会も停止状態であったが、一九九一年に地元の金橋区政府の主導により廟会が復興される。ここ
では、復興後の廟会の様子と、往時の廟会 様子を比較しながら、東北一帯の碧霞元君信仰について考察をおこなう。
 
以上のように第一章では泰山諸神の起源や神格、第二章では北京における碧霞元君信仰と各廟会の状況
、第三章では旧満
洲
における碧霞元君信仰について考察
すること
で、なぜ碧霞元君がこれほど広く人々に信仰され
受容されたのか
検討
する
。冥界
神としての東嶽大帝は、人々 死後の安寧を
願う
ために祈りを捧げられたが、育成神としての碧霞元君は、現世利益的要素を
多分に有 、人々の身近な願いを叶える女神であった。そのため
初期の信仰
は帝室や貴族の婦女を中心に信仰され、次第に民
衆の間にも伝わり、瞬く間に各地で信仰されるようになる こ ような状況の中で、碧霞元君は民衆の生活に根付き、これほど盛んに廟会が開催され であった。
 
さらに泰山、北京、大石橋の三地域の碧霞元君廟会を検討することにより 各地域の廟会の特徴や信仰の変遷の考察をおこ
ない、その上、現在復興された廟会を調査することで往時と現在の廟会の比較、現今行われる廟会の特徴や復興の過程などを調査することを目的とする。
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 第一章
 
泰山信仰の変遷
‐
東岳大帝から碧霞元君へ
‐
 
 一、
泰山諸神
 
 
中国を
代表する山の一つ
に数えられる
泰山は、
山東省の泰安市に位置する。泰山は古来より政治的、宗教的に非常に重要な
役割を果たした場所である。例えば秦の始皇帝が天を祀る儀式の「封禅」を初めて執り行ったのも泰山である。また道教の聖地の一つとして華北地域 は主要な場所としても知られる。
 
 
この泰山の主神が東嶽大帝である。東嶽大帝は天帝の孫であり、さらには冥界の神でもある。
天孫として歴代皇帝より封号
をさずけられ、冥界の神として民衆から
畏敬されてきた
。だが、明代以降、泰山信仰
の中心
は、東嶽大帝からその娘とされる
碧霞元君へと
変遷していく
。碧霞元君は福寿、治病、授児
の神として人々の「生」を司った。碧霞元君信仰は明代から清代に
かけて盛ん
となり
、清末頃に
最盛期を迎える
。
 
 
このように泰山は、政治的にも宗教的（信仰）にも中国の
民衆
とは切り離せない関係にある。本章では泰山諸神
のうち特に
信仰活動が
活発におこなわれて
いた東嶽大帝、東嶽大帝の第三子の炳霊公、碧霞元君の三神を取り上げ、その来歴や神格、民
間での認識を検討したい。
 
 
（一）
泰山と
東岳大帝
 
 
泰山は中国山東省
泰安市に位置する
海抜
一五四五メートルの山で、
中国の五大名山である五嶽の一つに数えられる。
時代に
6 
より変動があるものの、一般的に五嶽は山東省の泰山（東嶽）、陝西省の華山（西嶽）、湖南省の衡山（南嶽）、山西省の恒山（北嶽）、河南省の嵩山（中嶽）を指す。
秦の始皇帝が
紀元前
二一九年に泰山で
初めて
天と地を祀る儀式である「封禅」を
おこなった。これ以降、漢 武帝に代表されるように
歴代の皇帝
も泰山で封禅
の儀式をおこない
、政治的、宗教的にも非常に
重要な
山
となる
。
 
  
 
東方泰山。詩云「泰山巌巌、魯邦所瞻。」泰山、山之尊者。一曰岱宗。岱者、始也。宗者、長也。万物之始、陰陽交代、雲触石而出、膚寸而合、不崇朝而徧雨天下、其惟泰山乎。
故為五嶽之長。
１
 
 
五嶽の
中でも
泰山は最も尊いとされた。
それは五行思想と関係している。
五行思想では、東方は万物の発生を司
り
、太陽と
ともにすべての
ものは
東方から生起する。そのため
五
嶽
の中で
東
方
に位置する
泰山はあらゆる生命の
おこる
場所と
された
。
 
 
泰山之称雄於江北、亦無仏処称尊耳。
斉魯之地昿野千里、岡陵丘阜詫以為奇、而岱宗巍然、障大海而控中原、其気象雄偉
莫之与京、固宜為群岳之宗也。又岱為東方主発生之地 故祈嗣者必祷於是 而其後乃傅会為碧霞元君之神、以誑愚俗。故古之祠泰山者為嶽也、而今 祠泰山者為元君也。嶽不能自有其尊、 令它姓女主偃然拠其上、而奔走四方 人 其倒置亦甚矣。
２
 
                                        
       
 
１ 応劭『 風俗通義』 巻十「 山沢、 五嶽」 。
 
２
 謝肇淛『五雑俎』巻四。
 
7 
さらに
後漢に
なると
泰山信仰は
冥界信仰や地獄観念とも結び付けられ
、あらゆる生物
の魂は泰山に
行き
着く
と
いわれる
よう
にな
る。そのため泰山は人間の一生を司る場所であり
、
人々の
生と死を主宰するのが泰山の神である
泰山府君（
東嶽大帝
）
で
あると考え
られ
た。
後漢の応
劭
の『風俗通義』に次のような記述がある。
 
 
俗説、岱宗上有金篋玉策、能知人年寿修短。武帝探策得十八、因到読曰八十、其後果用耆長。
３
 
 泰山には人々の寿命の長短が記 れた金篋玉策
（金銅製の函と細長い玉版に数字が刻まれたもの。御神籤
のようなもの
）
が
あ
り、
漢の武帝
が
それ
を求め得
たところ
、その
数字
は十八とかかれていた。そこで武帝は十八を逆さにして八十と
読み替えた
ところ
長寿を得た。
こうした
伝承
などからも、漢代には
泰山
が人の寿命を司る場所として
認識
されていたことを窺い知ること
ができ
、
当時の泰山信仰の一端
が
見
られる
。このように泰山は古く
から冥界信仰の対象と
して
民衆の信仰を
集めてきた。
 
冥界神としての
泰山府君
（東嶽大帝）
信仰の形成は、
当時の
仏教の影響を
強く
受けている。仏教や民間信仰
に
しばしば
見ら
れる地獄を管轄する十人の冥界の王である十王信仰において、
第七殿を司る
王が
東嶽大帝
（泰山王）
である
。
十王のうち
最も
知ら ている
ものは第五殿を主管する
閻羅王であろう。泰山王や閻羅王は冥界において死者の生前の罪業を審判し、悪業が強
ければ地獄で罰を加える裁判官としての性格が強調された。また、冥界の救済者である地蔵菩薩に対する信仰と結びついて、唐代には各 に十王信仰は広まっていったようである。
４
例えば唐代の仏教経典
集
である『法苑
珠
林』巻
十
に
冥界の判官として
                                        
       
 
３
 前掲
『風俗通羲』巻二「封泰山禅梁父」。
 
４ 田中文雄「地獄と閻羅王」（『月刊しにか』一九九七年）三〇―三三頁。
田中純男編『死後の世界
 
インド・中国・日本の冥界信
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の
東嶽大帝
が
描かれる。
 
一方、
道教の東嶽大帝も人の生死を掌る神とされる。
主に
人の
寿命を管理する神
、地獄の判官
としての側面が重視され
、
泰
山地獄という死後世界が考え出された。六朝時代からは鄷都、或いは羅鄷という地獄も考え出された。この語
源
の由来
は明ら
かではないが、晋・葛洪
の
『抱朴子』対俗編にみえ、梁・陶弘景の『真誥』巻十五闡幽微に六宮の所在地や宮殿、官制が述べ
られる。冥界の王都は、仏教の泥犁に相当するとして、鄷都地獄が考え出された。唐末・杜光庭の『道教霊験記』巻一四には、『真誥』の六宮説や、太山の五府地獄などを取り入れながら二十四獄を述べて る 更に、道教では五行の方向に配した九方の地獄を説いた この九幽地獄は、仏教のように垂直方向に重層す
るのではなく、水平方向にある。その他にも、次々と多く
の地獄が考え出された。道教の を
整理すれば、仏教系・泰山系・鄷都系の三系統からなり、それらが混合して説かれてい
る。
５
 
泰山府君
が
人の生命を主宰する
役割
は
仏教と道教に共通して見られる。仏教では輪廻転生を重視するため、泰山王は人の生
前の善悪により死者を地獄に
やる
か転生をするか
審判する。
道教は生前の善悪により来世を判断
するため
、転生の考え方はな
い
が、
両者とも
泰山府君
は人々の生死を司るという点では共通している。
 
 
こうして冥界神として信仰が広まると、人々は自らの死後の安寧を願うために泰山府君にますます多くの
信仰を捧げるよう
になる
。そうした中で泰山府君と天帝が結び付けられていく。
晋の張華の『博物志』に「
泰山一曰天孫、言為天帝孫也。主召
人魂魄。東方万物始成、知人生命之長短
」
６
とあ
る
。これは
泰山府君
に関する新旧
諸説が入り混じっ
ている
。これ以前
の
泰山は
                                        
                                        
                                        
                                        
                                      
 
仰』（東洋書林、二〇〇〇年）所収、田中文雄「泰山と冥界」一四七‐ 七三を参照。
 
５ 前掲
 
田中文雄「地獄と閻羅王」。
 
６ 張華『博物志』巻一「地」。
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生命
が
起生
する
山
とされた
。
『博物志』が書かれた
晋
代
以降になると
、
天の
主宰者である天帝が
自身の
代理として天孫を
地上
に降臨させ
泰山
を管理させている。
つまり
泰山の主宰神である東
嶽
大帝は天
帝
の孫であり、
非常に
神格の
高い
神
であ
る
。また
「主召
人魂魄
」
との記述からも、泰山に
「
死
」や「
死後の魂魄
の行きつく先」という
世界観が
付加
され
てい
たことが伺われる。
唐代
までの説話などに見
え
る泰山府君は冥界の長官のような役割で
あり、
『博物志』に述べられるような天孫という神格はみ
られない。人々の
死後
の霊魂が泰山に集うという説を
最初に
記したのは『博物志』であると
いわれる
。晋代以降
、
泰山府君は
天帝の後裔
としての
記述が多くなる。明末の顧炎武は『日知録』において「仙論は周末に起こり、鬼論は漢末に起こる」と述
べる。
７
さら
に
『捜神記』には
盤古から東嶽大帝まで続くとされる系統
が
詳細
に記されており、晋代 東嶽大帝に対する認識を
窺うことができる。
 
  
 
泰山者乃群山之祖、五嶽之宗、天帝之孫、神霊之府也。在兗州奉符県今泰安州是也。以梁父山為儲副東方朔。『神異経』曰、昔盤古氏五世 苗裔
曰赫天氏。赫天氏曰胥勃氏。胥勃氏曰玄英氏。玄英氏曰金輪王。金輪王弟曰少海氏。少海氏妻曰
弥輪仙女也。弥輪仙女夜夢呑二日覚而有娘生二子。長曰金蝉氏、次曰金虹氏。金虹氏者即東嶽帝君也。
８
 
  
これ以降も泰山府君
に対する
観念は冥界の長官のままで大きな変化は見 れない。しかし、泰山府君
のもう一つの側面、
嶽
神（
山の神
）
としての東嶽大帝は、封禅
など国家祭典や朝廷の政治的意図によりたびたび追号
され
神格が高められていく。
 
                                        
       
 
７ 顧炎武『日知録』巻三十「泰山治鬼」。
また清代の学者、趙翼も『陔餘叢考』巻三五「泰山治鬼」において詳しい考察をおこなっ
ている。
 
８ 干宝『捜神記』「東嶽」。
 
10 
封泰山神為天斉王、礼秩加三公一等。仍令所管崇飾祠廟、環山十里、禁其樵採。給近山二十戸復、以奉祠神。
９
 
 
唐
の玄宗皇帝
の
開元十三年（七二五）に天斉王に封じられ、
身分も三公の一番上に配列される。
これにより
泰山
天斉王と呼
ばれる。
その後、
北宋
の真宗皇帝の時に追封
される
。
 
 
真宗封禅畢、加号泰山為仁聖天斉王、遣職方郎中沈維宗致告。又封威雄将軍為炳霊公、
･･････、各遣官致告。詔泰山四面
七
里禁樵採、給近山二十戸以奉神祠、社首、徂徠山並禁樵採。
１０
 
 
真宗皇帝の
大中祥符元年（一〇〇八）
におこなわれた封禅の儀式に際して、泰山は仁聖天斉王に封じられる。この時、東嶽
大帝の第三子にも炳霊公の封号が
与えられる
。
真宗はさらに仁聖「帝」
と
追贈する
。
 
 
五月乙未、
加上東嶽為天斉大生仁聖帝、南嶽司天大化昭聖帝、西嶽金天大利順聖帝、北嶽安天大貞玄聖帝、中嶽中天大寧
崇聖帝。
１１
 
                                        
       
 
９ 『旧唐書』巻二十三「志第三、礼儀三」。
 
１０
 『宋史』巻一百二「志第五十五、礼五」。
 
１１
 『宋史』巻一百二「志第五十 、礼五」。
 
11 
元
の世祖も東嶽大帝に
さら
なる
追号
をおこなう
。
 
 
其封号、至元二十八年春二月、加上東嶽為天斉大生仁聖帝、南嶽司天大化昭聖帝、西嶽金天大利順聖帝、北嶽安天大貞玄聖帝、中嶽中天大寧崇聖帝。
１２
 
 
こう
ような
度重なる追号
により泰山府君は
天斉大生仁聖帝
とされ一般には東嶽大帝
と呼ばれるようにな
る。
歴代王朝から
立て続けに加封されることで、東嶽大帝の権威は、国家による支援を背景に絶大なもの
と
なる。冥界の一判官で
ある
泰山府君
と天孫
としての
東嶽大帝
は、
次第に
同一神でありながら身分差が生じ、
二
つの神格の
整合性がとれなくなる。
そのため東嶽大帝の
神格
は二
分化
され
、
泰山府君はあくまで冥界神であり、東嶽大帝は絶対的
権威を有する
天孫と
なっていく。
 
 
しかし、明の
太祖は
洪武三年（一三七〇）に、歴代の王朝が神々の恩恵
にあずかろうと称号を乱発したことに対して歯止めをかけたのである。人間にとって名誉とされる称号も、神々への崇敬の念を表すのには何の意味もない。神々に最高の敬意を払うに ても、それを人間の言葉でもってするのは愚かなことである。そのように太祖は宣言したのであった。それ
ゆ
                                        
       
 
１２
 『元史』巻七十六「嶽鎮海瀆」。
 
 
東嶽大帝（岱廟天貺殿） 
12 
え泰山については、たんに東嶽泰山とのみ呼
び
、それ以上の修飾は控えることとした。
１３
 
 
以上のように泰山
の神
は
、
天孫として絶対的最高権威を付与された東嶽大帝と、冥界の判官である泰山府君の二つの性格を
持つようにな
る。
一方で嶽神としては、歴代朝廷により権威の象徴としてたびたび加号され民衆からも尊崇の対象となり、ま
た一
方では、冥界の宰神として人々に畏怖され
多くの説話にその場景
が描か
れるなど
、二つの神格が併存し
つつ
信仰されてい
く。
 
 
（二）
泰山と蒿里山
 
冥界神としての泰山府君信仰
や泰山
山下
にあるとされる
地獄
は、伝承や故事により伝えられる
想像上の場所
だけ
でなく、
現
実にある具体的
な場所として人々に意識されていた。
泰山に金篋玉策があるという俗説は
次第に変化
していき
、
人間の寿命や
身分は生まれる前から
決められており
、それが記された帳簿が泰山地獄に保管されている
。
この帳簿
は
「
録命簿
」
と
呼ばれ
、
録はその人が生涯で到達できる最終的な官職・地位・俸禄、命は寿命をいう。
この録命簿
を管理
している
のが
地獄の判官であ
る
泰山府君である
。
泰山府君
のい
る泰山地獄は、
泰山
山麓に入口
があるとされ、
死者の魂は
そ
こで泰山府君による審判を仰ぐ
のであった。
 
 有死而後有生、故泰山之有蒿里山也、鄷都城也、十王殿也、皆為受生而設也。
１４
 
                                        
       
 
１３
 シャヴァンヌ著、菊池章太訳『泰山
―
中国人の信仰』（勉誠出版、二〇〇一年）一二頁。
 
１４
 前掲
『博物志』巻一「地」。
 
13 
泰山山下
の
冥界
の入口
と
は、泰山の麓に
位置する
蒿里山
であると
考えられ
た。
中国の
南には四川省の鄷都地獄があり、北に
は泰
安の蒿里山がある。
蒿里山には閻羅殿や七十五司の画などがあったと
いわ
る。
蒿里山について
、一九〇七年に泰山調査を
実施した
フランス人東洋学者の
エドゥアール・
シャヴァンヌ
は次のように記す。
 
 
蒿里は死霊の国のあるところとして民間で信仰されている。もとは高里と書いた。前漢の太初元年（前一〇四）十二月に武帝が高里で禅 まつりを行なったと『漢書』に記す。ところで、漢の 祖の五年（前二〇二）に作られ、葬送の列で歌う習いとなった挽歌 一 は「蒿里」の語で始まる。蒿里と高里は間 なく混同された。地下の神々が支配する暗い闇の世界が高里の丘の下にあると考えられるようになって、名前まで蒿 に変わった。死者の魂が蒿里に住まうという民間信仰は、今なお根強いものが 。「蒿里山」と記された門をくぐって城壁の中に入ればた
ちまちそれを実感するだろう。
１５
 
 
泰山で歴代皇帝たちがおこなった封禅は、山頂で天を祀る「封」、蒿里山
（または社首）
で地を祀る「禅」
がおこなわれた
。
蒿里山は泰安城市の西南に位置する小さな丘で、ここ
が
泰山
の地下
にある冥界へ
の入口と
言われ
る
。
 
 
社首と高里
‐
泰安車站から泰山の偉容を仰ぐその山麓に社首と高里との二山があった。山といっても小丘で、古くは唐の
高宗や玄宗が降禅をした山であり、西が高里山、または亭禅山ともいう。高 の名から漢代の挽歌（葬送曲） 歌 れて
                                        
       
 
１５
 前掲
 
シャヴァンヌ著、菊池章太訳『泰山―中国人の信仰』六二頁。
 
14 
死者の住む里といわれた蒿里と混同された。これまた漢武帝降
禅の地であった。
１６
 
 
蒿里は元来、高里であったが、次第に
蒿里と
混同され蒿里山という表記が定着していった。山中にはいくつかの殿宇があり、
十王の塑像や東岳七十五司の
絵
が
並べられ
、まさに地獄の入り口に相応し
い
不気味な雰囲気を漂わせる場所であった。
 
 
蒿里山神祠
‐
社首と高里とのあいだに高里山神祠があり、そこには森羅殿および閻王廟があった。冥府の七十五司および
三曹対案（合同審判）の塑像があって、創建年代は不明だが元明時代に重修さ たというから古い。しかし、この地獄説の元凶のような閻魔さまの殿堂は塑像が無事に遺るはずはなく、民国十七年（一九二八）には廟も塑像もことごとく破壊されたという。
１７
 
 
蒿里山は民国時期
になると
神祇存廃標準などの
「迷信打倒」という政府の政策の下、
殿宇は
全て破壊され
た。
１８
現存する
殿
                                        
       
 
１６
 澤田瑞穂、窪徳忠『中国の泰山』（講談社『世界の聖域』別冊一、一九八二年）七二頁。
 
１７
前掲
 
澤田瑞穂、窪徳忠
『中国の泰山』七二頁。
 
１８
蒿里山を破壊した人物については諸説ある。馬場春吉は
論著
「泰山神に就きて」の中で、「民国十七年（
昭和三年
）泰安に山東省
政府を設け、馮玉祥部下の孫良誠が、その主席となつた時に最も劇しく、岱廟の東岳大帝像は廟外に搬出され、由緒ある竣極殿は民衆大会堂に改造さるる等、全く長髪賊の為す所と同様であつた。（中略）。この祠今は僅かにこの文によつて彷彿を知るのみ、民国十七年（昭和三年）党軍進出 打倒迷信の下に一切破壊し尽され、破磚壊瓦相狼藉し、惨憺たる状態にある」と述べる。澤田瑞穂は
15 
宇
はなく、その状況を確認することはできないが、『新刻泰山小史』に次のよ
うに
記される
。
 
 
在州南二里許、一名亭禅、一名蒿里、与社首相聯、語謂人死、魂必帰於蒿里。山上建森羅大殿。三
司
対案、七十五司、各
塑神像、俗云地獄。迄今人有死者、輒焚紙祀奠於此。
 
【欄外注】森羅殿在山下、与社首之間。光緒十六年、毛蜀雲令泰、重修之。
１９
 
 
さらに常盤大定は次のように
述べる
。
 
 
中心を為すは森羅殿にして、中に安ぜらるるは督理幽冥森羅大帝赦罪天尊といふ名である。その形相全く閻魔大王である所から見れば、蓋し大王から糺罪の意味を除いて、却ってこれを赦罪の意味に変じたものである。
･･････その左右に侍せ
る四相（四
司
であらう）といふがあり、左右後三面の壁に地獄の変相といふべき画がある。
･･････森羅殿を取りまく回廊
に七十五司がある。北京の東岳廟 は七十二司があったが これは彼と異なりて七十五司である。
･･････森羅殿の左方の
                                        
                                        
                                        
                                        
                                      
 
『中国の泰山』に馬場論文を引用し、この時に蒿里山が破壊されたとする。
一方、
趙新儒（一八七六
‐
一九五二）は自身が編纂した
『新刻泰山小史』（一九三二
年出版）の注部分
において
「蒿里山応為高里山。
謂其高里許也。
･･････。二十年後、駐軍馬鴻逵部拆毀
神祠。
」と述べ
、
馬鴻逵により破壊されたとする。一般には、蒿里山破壊に際して、その場に居合わせたとされる趙新儒の記述が通
用している。
 
１９
 趙新儒『新刻泰山小史』「蒿里山」。
 
16 
最高処には、祠堂がなくて社首壇の標を立て、その全面の両碑は祠中の最古碑で、元豊三年の「新建長脚竿記」と王欽若奉撰の「大宋禅社首壇之頌」とである。そこの石階を下れば、右方に頗る立派な八角の大経幢がある。
･･････祠中に地蔵
殿といふがあり、相公殿といふがあり、而して れ等
の諸殿の全面から門に至るまでの間に、万古流芳や報本追遠の石碑
が、林立ともいふべき程に多い。府の北門外に鄷都廟といふがあった中に十王があったと記されるから、仏教徒の連絡を見んとて尋ねたけれど、今 慈善院と り果てて、廟の形跡だも無い。蓋し蒿里祠中に遷されたも であ う。蒿里祠中に鄷都殿 いふがあつた。鄷都と蒿里 は共に冥府であるから、これ 併合するは寧ろ自然である。
２０
 
 
これによると蒿里山は森羅殿を中心に殿宇が
並び
、
さらに
森羅殿をとりまくように七十五司が並ぶ。
また山中
各処に
は
石碑
が林立する。鄷都廟内に十王があったとされるが、廟は慈善院に改められ、十王も見られない。このように蒿里山は小さな丘に多くの廟が建てられ、丘全体が冥界のような
不気味な雰囲気を感じ
させる場所であった。
 
蒿里山などで祀られる十王は、平安末期になると
十王信仰として日本にも伝来している。十王とはその名の通り十人の冥府
の王であり、死者を裁く裁判官のような役割を
持つ
。日本で最も知られ
るのは
閻魔王であろう。人
の
死
後、
十七日に秦広王、
二七日に初江王 三七日に宋帝王、四七日に五官王、五七日に閻羅王、六七日に変成王、七七日に大
山王
（泰山王）
、百日に
平等王、一年目
に都市王、三年
目
に五道輪廻王の審判と地獄の苦をそれぞれ順番に受け経過しなければならない。ここで閻魔
王は五番目 大山王は七番目 裁判官とさ ている。また中国南方では冥界を鄷都とも呼び、鄷都の入口は四川省にあるとされる。蒿里山と鄷都のいずれも現世と冥界をつなぐ入り口であるとされる。十王信仰 一般 『十 経』と呼ばれる経典
が
あ
                                        
       
 
２０
 常盤大定『支那仏教史蹟踏査記』「蒿里山祠」（龍吟社、一九三八年））二八七
‐
二八九。
 
17 
り、『預修十王生七経』や『地蔵十王経』などがある。『地蔵十王経』は日本でつくられたとされる
 。
２１
 
 
十王の中でも閻魔王は特に恐れられていた。
明代の小説
『醒
世姻縁伝』に
母の死後の様子を占う場面が描かれる。
狄希陳
は
泰山での参拝を終え帰りの道すがら蒿里山でも進香をおこな
う。
た
めしに母の死後の様子を御籤で占うと、閻魔王の所にいる
との結果に
泣き叫ぶ
のであった
。
 
 
却説那狄希陳母親老狄婆子在世之間、有不打公罵婆、有不怨天恨地、又不虐婢凌奴、又不抛米撒面、又不調長唆短、又不偷
東摸西、表里如一、心口一般、這様人死去、也是天地間婦人中的正気。若没甚么閻王、他那正気不散、必定往那正大光
明的所在托生。若是果有甚么閻王、那閻王見了這般好人、一定是起敬致恭、差金童玉女導引他過金橋、転世去了、豈有死去三四年還 那蒿里山的理。但為人子的、寧可信其 、豈可信其無。也在仏求了一籤、注的分明 却在那五閻王的司里。這五閻王在那是个閻王之中 有名的歴害主兒
 。
２２
 
 
蒿里山に
集まる
死後の魂
は
、三、四年も長い間そこに留まることはなく閻魔王により転生させられる。しかも「五閻王は十
王の中でも厳しいことで知られている閻魔王
」
で
あり、一般
で
も恐れられていたことがうかがえる。閻魔王は現世での善悪や
死後の遺族の法要の度合いによって、死者の来世
の処遇
を決める
。
冥界の法律に従
い
情などに左右され
ず
厳正に裁
くため
、
人々に
恐れられていたのであろう。
 
                                        
       
 
２１
 澤田瑞穂『修訂地獄編』（平川出版社
、一九九一年
）
十六
―
三十頁。
 
２２
 西周生輯著『醒世姻縁伝』第六九回
（本論では中華書局、二〇〇五年版を使用）
。
 
18 
 
泰山一帯には蒿里山以外にも地獄に関係する
名
所が多々見られた。一つは岱廟の地獄壁画である。周知のとおり岱廟は東嶽
大帝の宮殿であ
り
、地獄が描かれるのは似つかわしくない
場所である
。この壁画は何時
の時代に
描かれ
、何時
消去さ
れたか不
明である。壁画が抹消されたのはおそらく民国時期であろう。もう一つは泰山の登山口にあたる岱宗坊付近にあった鄷都廟である。廟には鄷都大帝が祀ら 。廟の隣には閻羅王を祀る閻王廟 あった。
現在は、鄷都廟も閻羅廟も
存在しない
。
 
 
（三）
泰山
と
岱廟
 
 
泰山の南麓、泰安市の
西
北に位置する
岱廟は
、泰山を祀る場所であり、東嶽大帝の居所とされる
場所
で
も
ある。泰山の別名
を岱山と
いい
、この名が付けられた。
東岳廟、岱宗祠、泰廟などと呼ばれることもある。
歴史的にみると、歴代皇帝が泰山巡
幸をした折に立ち寄る行宮としても
使用さ
れた。そのため廟内には封禅を記念して彫られた多くの碑文を目にすることができ
る。現在は泰安
市
博物館としても利用されている。
 
 
岱廟の創建は漢代まで遡るとされる。
『風俗通義』に「
岱宗廟在榑県西北三十里、山虞長守之
」
２３
と述べられ
、
『漢書』に
は次のように記される。
 
 
泰山群、戸十七万二千八十六、口七十二万六千六百四。
県二十四、奉高、
榑
有泰山廟。岱山在西北、求山上、兗州山。
２４
 
                                         
       
 
２３
 前掲
 
『風俗通義』
巻十
「山沢、五嶽」。
 
２４
 『漢書』巻二十八上「地理志」。
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さらに
『泰山志』には以下のように記述される。
 
 
東嶽廟
：
在州城西北隅。『風俗通』曰
「
岱宗
廟在
榑
県西北三十里、山虞長守之」。按『志』「唐廟在嶽之南麓、岱岳、昇
元二観前、当為漢址。宋改今地」。其後廃興修葺、詳具宋祥符、宣和、金大定、元泰定、至元及国朝諸記石。
２５
 
  
岱廟は
建立
後も
、たびたび増改築がおこなわれる。
唐の開元十三年（七二五）に増修、宋の大中祥府二年（一〇〇九）に再
び大規模な廟宇拡張
が
実施される
。
金代に
は
一部の殿宇が破壊されるが、元代に再び改修
される
。明の嘉靖二十六年（一五四
七）に廟内の殿宇は火災で焼失
するも
、清代に
再び
修繕される。
殿宇の配置は次のとおりである。
 
 
堞城高二丈、周三里。
城門有八、南辟者五、而中曰岱岳、北曰魯瞻、東曰青陽、西曰素景、門各有楼。
角楼亦四、東南曰
巽楼、東北曰艮楼、西北曰乾楼
、西南曰坤楼。
由岱岳而上、重門為配天、次為仁安、再上為仁安殿。露台高下聯属者二。
殿前両廡之中為鐘鼓 楼之後各為齋斎房。殿後為寝宮、宮左右為配寝。其規模宏侈、儼
如王者居。配天門左為三霊祠、
右為太尉祠、祠前東廡別殿曰炳霊、西曰延禧。
２６
 
  
岱廟で一番中心となる
天貺殿
に
は
東
嶽
大帝
が
祀
られ
る。北宋の真宗皇帝が
大中祥符
元年（一〇〇八）に
泰山で封禅をおこ
                                        
       
 
２５
 汪子卿撰、
周郢校証『泰山志校証』巻二「霊宇」（黄山書社、二〇〇六年）。
 
２６
 前掲『泰山志校証』巻二「霊宇」。
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なった時に建てられる
。
このほか廟の東南部には炳霊公を祀る炳霊殿があったが現在では焼失して、漢の武帝が植樹したとさ
れる柏が残るのみである。ここでは
シャヴァンヌの記述をもとに、
筆者
の
調査
から現状を補足しつつ岱廟と泰山の
碧霞元君祠
を
中心に述べる。
 
 
 
 
東嶽廟すなわち泰山上廟に対し、岱廟は泰山下廟を構成する。
泰安城の南門からまっすぐ石畳の道を北に向かうと岱
廟
に至る。廟の
南側には双龍池とよばれる長方形のため池があり、池の北西の隅に龍の形をした吐水口がある。双龍池のす
ぐ北 は「遙参亭」と書かれた牌楼が
あり牌楼を抜けると遙か参亭がある。遙参亭はもともと岱廟参拝の人々が通りぬけ
る東屋であったが、明の弘治十七年（一五〇七）に亭内に碧霞元君を祀るために壁が築かれた。亭内に祀られる碧霞元君の左隣には
女性像が二体ある。遙参亭を抜けると康熙年間に建立された石づくりの牌楼の東嶽坊である。東嶽坊のすぐ後
ろが岱廟の城壁となる。城壁 正面には門が三つある。中央は正陽門、西側は見大門、東側は仰高門とよばれる。正陽門を抜けると岱廟の前庭とな
（中略）
前庭に建物が三棟ある。三棟の後ろに塀があり前庭と中庭を区切る。門が三つあ
る。中央は仁安門である。中庭は前庭より大きく、塀に沿って小祠がいくつもあった。わずかに残る壁画から推測すれば、それは地獄の七十五司 った 違いない
。中央に四角い露台があり、巧みな彫りの柵の中に奇岩がいくつか置いてある。
露台を突切って、石段を登 と本殿の基壇の張り出し 出る。さらに石段をつたって本殿の基壇に上ると、東嶽大帝をまつる峻極殿（筆者注：天貺殿） 荘重な二重屋根を正面に臨む。（中略）正面の柱間が九つある壮大な建物である。二層の屋
根には黄色い瓦が葺いてある。正面には扉が五つあり、朱塗りの窓格子が嵌っている。堂内には玉座に坐る東嶽大帝
の像がある。ゆったりした黄色の衣 まとい、権威のしるしである圭を手 執る。
後ろの扉から峻極殿をでて、李が植
わった小さな庭を通ると寝宮にたどり着く。東嶽大帝夫人を祀る建物である
（中略）
東にある庭のうち一番手前の庭か
ら始めたい。そこには朽ちかけた柏が何本かある。漢代の老木と言われており 詩人たちが競って讃を贈った。手前の庭
21 
の北にある小さな建物は炳霊宮である。炳霊公の像があり、泰安府内の十八の城隍神がこれを囲
んでいる。
２７
 
 
岱廟の中心となる天貺殿には東嶽大帝が祀られる。東嶽大帝の風貌は天孫にふさわ
しく堂々として威厳がある。殿内の壁には東嶽大帝の泰山巡幸の様子を描いた「泰山神啓蹕回鑾図」がある。天貺殿裏の寝宮は東嶽大帝夫人 東嶽淑明后が祀られる。意外なことに廟内には碧霞元君を祀 殿宇は存在せ
ず、門前の遙参亭に祀られるのみで
ある。また廟内各処 石碑があり、
大部分は殿宇の重修
記念
碑である。岱廟の北門
を抜け
て北に
まっす
ぐ
参道を進むと
岱宗坊が目に入る。岱宗坊から
泰山登山道の始ま
りの「一天門」
までは徒歩二十分くらいで
ある
。
一般に泰山の登山道の始まりは岱宗
坊といわれる。往時、泰山進香者
の多く
は、夜明け前に岱廟で参拝を終えてから岱宗
坊を抜け泰山へ向かい、夜明けととも 登頂した 現在では山の西側にロープウェイがあり、頂上まで簡単に行くことができる。
 
 
泰山の登山道
の途中に
は
多くの廟宇が見られる。東
嶽諸神を祀る廟はもちろんのこ
と、斗母宮や三官廟など様々ある。これ
ら殿宇の多くに碧霞元君が祀られている。碧
霞元君の
名称を
「泰山奶奶」や「泰山聖母」とする廟もある。
筆者が確認しただけでも道中、七か所に碧霞祠（碧霞元君祠、
泰山奶奶祠とも）が見られた。
例えば
山下
の東嶽廟や斗母宮、南天門などにでは碧霞元君祠が建てられている。
碧霞元君の陪
                                        
       
 
２７
 前掲
 
シャヴァンヌ著、 菊池章太訳『 泰山
 
中国人の信仰』 七三―八九頁を参照。 また岱廟の詳細な配殿について 陳従周『 岱廟』 （ 山東科学
技術出版社、 一九九二年） などを参照。
 
 
天貺殿と泰山（岱廟正陽門から） 
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神
は、
人々の目の病を治す
眼光娘娘と
天
上にいる子どもの魂を
人の体内
の
子供
に
授ける
送子娘娘である。送子娘娘の前には参
拝者が授児を祈願するための人形「拴娃娃」
２８
が所狭しと置かれている。
永尾龍造によると往時の北京白雲観の元君殿でも拴
娃娃が
みられた
。しかし
筆者が調査した限りでは
、北京や東北
の娘々神には
拴娃娃の風習は見られなかった。
 
 
泰山の碧霞元君
祠
で最も有名な
場所は、山頂の碧霞祠であろう。
山頂には玉皇頂や孔子廟などもあるが、やはり碧霞祠の名
声には及ばない。
 
 
この玉女池はのちに埋められて土地を拓き、其の上に殿宇を建てた。そして玄君立像のある正殿神座の直下が、もとの泉源の上にあたるため、夏季などはよく殿中に水が溢れることもあったという。現在も
 
殿庭の西に玉女池があり、東には
聖水井というのが遺跡として設け いるが、それらは後人の造りもので、宋代の玉女池ではないという。殿宇は宋代には昭真祠、金代では昭真観 明代に増築されて碧霞霊佑（または霊応）宮と称し
た。明清を通じてしばしば重修された
が、今でも山頂では最も壮麗な殿宇である。宋代の玉の像という は失われ伝わって ない。今の元君像は金銅色だが、銅か泥塑か 、材質 とはよく分からない。
２９
 
                                         
       
 
２８
 拴娃娃の風習は、 送子娘娘像の前に飾られている小さな泥で作られた人形を誰にも見られないように家まで持ち帰り、 わが子と同じように食事や衣服を与えるなど大切に育てる。 実際に子供が生まれたなら、 新しい人形を送子娘娘像に奉納して願ほどきをする。
拴娃娃の風習に
ついては天津や北京、 山東さら 東北などで願掛けの方法は若干ことなる。 詳しくは奥村義信『 満州娘娘考』 （ 康徳七年（ 一九四〇） 、 満州事情案内所） 一九六‐ 二〇三頁や永尾龍造『 満州・ 支那の習俗』 （ 一九三五年、 満鉄社員会） 一四二頁などを参照。
 
２９
 前掲
 
澤田瑞穂『 修訂地獄篇』 二六六‐ 二六七頁。
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この碧霞祠が
碧霞元君信仰の総本山とでも言うべき場所である。
殿内には碧霞元君、眼
光娘娘、送子娘娘の三体が祀られる。
筆者が訪れた二〇一二年の十一月は、三体の娘娘像
は
塗装
作業
の最中
で
あったため
全身
黄色
の
ペンキ
が
塗られていた。
碧霞祠に到着したのは
夕方の四時過ぎであったが、それでも多くの参拝客が元君神に祈りを捧げていた。
 
  二、
炳霊公信仰
 
炳霊公は東
嶽
大帝の第三子と
され
る神であ
り、
炳霊公
の封号
は宋の真宗
皇帝から贈られた
。
一般に現在の中国民間信仰
において
炳霊公が祀られる機会はほとんどな
い。
また、
現在の
泰山の
岱廟に炳霊
公を祀る
殿
宇
は現存せず、その跡地には漢柏亭が建てられている
など、
３０
現在では見かける事が
少なくなっている
。しかし
、炳霊公は
明代を中心
に
盛んに信仰されて
おり、
多くの説話や小説に名前
を見ることをできることがその
証左となるであろう
。
中でも
明代の小説『封神演義』では
、
炳霊公は黄天化として登場してい
る。黄天化は
物語の
主要登場人物の一人であり、多く活躍の場面がみられる。これも『封神演義』が書かれた明代に炳霊公信
仰が隆盛していた事の一端
を表すもの
であろう。
 
炳霊公は東
嶽
大帝の第三子である
ため、
東
嶽
大帝と同様に人の生死を司る神と
考えられているが
、時代によっては幸運をも
たらす
神とされるなど
、様々な性格
がみられる
。また
真宗から
炳霊公の号が与えられる以前にも
様々な
封号が
あ
る。
本節では
、
                                        
       
 
３０
 汪子卿撰
、
周郢校証『泰山志校証』（黄山書社
、
二〇〇六年）三三二
‐
三三三頁。
 
 
泰山山頂の碧霞祠 
24 
この呼称の変遷やその性格を検討し
ながら
、『封神演義』を中心とした小説や説話の中に見られる炳霊公の特徴を併せて考え
てみたい。
 
 
（一）
泰山三郎と炳霊公
 
炳霊公について
の記述がみられる
初期の
資料
では、その名称を
「泰山府君の子」や「泰山三郎」と
して
いる
。泰山三郎が登
場する早期の資料では六朝期の『魏書』「段承根伝」がある。
 
 
段承根、武威姑
蔵
人、自云
漢
太尉穎九世孫也。父暉、字長祚、身長八尺余、師事欧陽湯、湯甚器愛之。有一童子、与暉同
志。後二年 童子辞帰、従暉請馬。暉戯作木馬与之。童子甚悦、謝暉曰、吾太山府君子、奉敕游学、今将欲帰。煩子厚贈、無以報徳。子後位至常伯、封侯。非報也、且以為好。
言終、乗太馬騰空而去。
３１
 
 
ここでの
泰山三郎は段承根
の父の
段
暉
と共に欧陽湯の下
に
学んでいた。泰山三郎が欧陽湯の
もと
から去る
際
、
暉
に馬を請う
と、
暉
は木馬を作り与えた。
三郎は、
こ
れ
を非常に喜び、後に段
暉
を出世させ
ることで
恩に報いる。ここで
自らを
「太山府君
子」
と称す。またその容姿は「有一童子」と描かれ
る
。
自身が受けた恩に報いるために、相手を出世させるなど相手に幸福を
もたらす神とされている。
 
また『古今類事』「盧瑩無官」での呼称は「泰山三郎」となる。この頃には泰山三郎という名前が広く浸透していたのであ
                                        
       
 
３１
 魏収撰『魏書』巻五十二列伝第四十「段承根」（中華書局
、
一九七四年）
一
一五八頁。
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ろう。
 
 
盧瑩、兗州使院吏也。開宝九年、自城独帰行村路中、忽見旌旗甲馬。問之云泰山三郎出猟。瑩嘗聞泰山三郎見者就求官祿、多得如願。乃伏草中徐見錦袍少年。従者甚盛。瑩趨出拜告少年。曰、爾無官分与銭五百千。便過如飛。瑩後帰家因浚渠果獲銭。如所許之数。
以此知一官皆有分定、不
可妄得也。
３２
 
 
ここ
に描かれる
泰山三郎
は、その姿
を
目にした
者は官禄を得られるとの
伝承がある。そのため、
以前
こ
の噂を耳にした盧瑩
は、道すがら泰山三郎を見つけ官禄を得られるよう願い出る。その後、望み通りに金銭を得ることができた。だが、泰山三郎は官禄を誰にでもみだりに与えるわけではなく、その人物の身分に見合った分の禄や地位を与え
だけ
である。
 
ここでの泰山三郎の姿は、幸運をもたらす神の風貌に相応しく、金の服を身にまとい、引き連れている従者の数も多く華や
かである。さらに、泰山三郎の容姿は「錦袍少年」との記述から分かるように年
若い
神である。
 
これら二つの故事に
描かれる泰山三郎の姿は、いずれも「童子」や「少年」など
幼い姿である。これには東
嶽
大帝の三子と
いう伝承が関係していたのかもしれない。
また
、その
神格は
、
自身が受けた恩に報いるため相手を高位まで昇らせる
といった
福録を授ける神とされる
。
さらに
相手の資質に見合った官禄を与えるなど、出世に関わる幸運をもたら
す神とされていた事が
わかる。
 
                                        
       
 
３２
 秘書集成編纂委員会編『秘書集成』第八巻（団結出版社
、
一九九四年、『分門古今類事
』
巻四異兆門下「盧瑩無官」）一八二
‐
一
八三頁。
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だが『太平広記』「趙州参軍之妻」では幸福をもたらす神とは
逆の
性格が描かれる。
 
 
趙州盧参軍新婚之任、其妻甚美。数年罷官還都。五月五日、妻欲之市求続命物、上於舅姑。車已臨門、忽暴心痛、食頃而卒。盧生号哭畢、往見正諫大夫明崇儼、扣門甚急。宗儼驚曰、此端午日、款関而厲 是必有急 遂趨而出。盧氏再拜 具告。明云、此泰山三郎所為。遂書三符以授盧。還家可速焼第一符 如人行十里不活、更焼其次、若又不活、更焼第三符。横死必当復生 不来、真死矣。盧還如言、累焼三符、其妻遂活、頃之能言。初云、被車載至泰山頂、別有宮室、見一年少、云是三郎。令侍婢十余人擁入別室、侍粧梳。三郎在堂前 与他少年双陸、候粧梳畢、方
擬宴会。婢等令速粧、己縁眷恋故
人、尚且悲涙 有頃、聞人款門云 是上利功曹、適奉都使処分、令問三郎、何以取盧家婦。宜即遣還。三郎怒云、自取他人之妻 預都使何事 呵功曹令去。相与 復、其辞甚悪。須臾又聞款門云、是直 使者、都使令取盧家婦人。
対局勧之、
不聴。対局曰、非独累君、当禍及我。
又不聴。尋有疾風、吹黒雲従崖頂来、二使唱言、太乙直符、今且至矣。三郎有懼色。
風忽巻宅、高百余丈放之、人物糜碎 唯盧氏獲存。三使送還 至堂上、見身臥床上 意甚凄恨、被推入形、遂活出
３３
 
 
こ
こ
でも「見一年少、云是三郎」と
の
記載から
年若
い神であることは知られるが、
話の内容から察するに、少年や童子であ
るとは考えにくく、青年
の神で
あろう。この話の中で、
三郎は
盧氏の妻を気に入り
自身
の
いる冥界に連れてくるために、盧氏
の妻の命を奪ってしまう。
 
時代が下る
につれ
、泰山三郎は人
を殺すなど生命を司る神として描かれるようになる。では、なぜ
生死に関わるとされるよ
                                        
       
 
３３
 李昉等編『太平広記』第六巻
「趙州参軍之妻」
。
 
27 
うになり、幸運をもたらす
こ
と
と
反対の神と
して描かれるようになったの
であ
ろうか。
これには泰山三郎の父の東
嶽
大帝が関
係している
。東
嶽
大帝は冥界の神であり、人々の生死を司る。また
先に述べたように
、人々の死生観の中に、死後、人々の魂
は泰山に帰り、そこで再び新 な生を授かるのを待つとされるなど、泰山は人々の死生観において非常に重要な場所であった。そのため、泰山の神である三郎にも必然的に生死を司る
神格
が
備わっていったの
であろう。
 
泰山三郎のそのような性格が『太平広記』「葛氏婦」に見られる。
 
 
兗之東鈔里泗水上有亭、亭下有天斉王祠、中有三郎君神祠者、巫云、天斉王之愛子、相伝岱宗之下、樵童牧堅、或有逢羽猟者、騎従華麗、儼若侯王 即此神也。魯人畏敬、過於天斉。朱梁時、葛周鎮兗部署。拳家婦女、游於泗亭、遂至神祠
。
周有子十二郎者、其姑美容止、拝於三郎君前、熟視而退。俄而病、心痛、踣地悶紹久 。挙族大悸、即涛神。有頃乃廖。自是神情失常 夢寐恍惚 常与神遇。其家懼、送婦往東京以避之。未幾、其神亦至、謂婦曰、吾尋汝久矣 今復相遇。其後信宿輒来。毎神将至、婦則先欠伸呵嚔 謂侍者曰、彼已至矣。即起入帷中 侍者属耳伺之、則聞私窃語笑 逡巡方去。率以為常。其夫畏神、竟不敢与婦同宿。久之婦卒。
３４
 
 
冒頭に描かれる天斉王祠とは、東
嶽
天斉王、つまり東
嶽
大帝を祀る東
嶽
廟である。ここに三郎も祀られていた。
ここでも三
郎
は
「年少」と
描かれるが
話の内容から考えて、当然、青年の神であろう。この中で、三郎は廟を訪れた十二郎の嫁を気に入
り、その女性の夢の中まで現れるなど執拗に追い続け、ついに 死に至らしめる。「趙州参軍之妻」と「葛氏婦」の二つに共                                        
       
 
３４
 前掲『太平広記』第七巻
「葛氏婦」
。
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炳霊公（『三教源流捜神大全』） 
通していることは、気に入った女性を見つけると自分のものにするため、その者につきまとい、夢の中にまで現れるなど執拗に追い続け、ついには三郎の傍に連れてくるために命を奪
ってしまう
。三郎のこのような性質は、
東
嶽
大帝と同じく
人々の生死を司る神とされるが
、人の生死などの運命を
決定するのではなく、三郎の目にかかった女性を傍
に連れてくるために、
突発的に殺してしまうことが多いようである。
 
その後、泰山三郎は皇帝から封号を与えられ、次第に神格が高められて
いく
。それに伴い
追号もおこなわれ
「威雄将軍」
、「炳霊公」と
変わって
い
く
。
 
そうした変遷が
『文献通考』
に次のように
記述される
。
 
 
後唐長興三年、詔以泰山三郎為威雄将軍。大中祥符元年十月封禅畢、親幸加封、令兗州増葺祠宇。経度制置使王欽若自言嘗夢睹神、又於廟北燸建亭、名曰霊感。
３５
 
 
泰山三郎は、後唐長興三年（九三二）に
威雄将軍の封号が与えられる。
また『五代会要』にも泰山三郎を威雄将軍に封じる
記述がみられる。
 
                                        
       
 
３５
 馬端臨撰『文献通考』巻九十
「
郊社二十三
」
（台湾商務印書館
、一九八七年）八二三頁。
 
29 
四年七月、封泰山三郎為威雄代将軍。時上不豫、劉遂清引泰山僧進風薬、用之小康。其僧請封泰山三郎、遂従之。
時以為
妖惑之甚。
３６
 
 
さらに
資料
によっては
威雄将軍
以外に
「雄威」や「威権」
と記される場合もある
。
 
 
呉曽『能改斎漫録』云、京東相伝、東岳天斉仁聖帝有五子。惟第三子後唐封威権大将軍、本朝封炳霊侯。哲宗元符二年六月、始詔四子、長為祐霊侯 次為恵霊侯 第四子為静鑑大師、第五子為宣霊侯。
 
按今世俗止知有炳霊侯、余子無聞焉。第四子不封侯、殆帰於釈氏者乎。
 
按『文献通考』後唐長興三年、詔以泰山三郎為威雄将軍。
此云威権、疑誤。
３７
 
 
兪樾は
『茶香室続鈔』
において
「此云威権、疑誤」
と指摘する。また「三郎廟残碑」では「雄威」と記される。
 
 
 
按文献通考、後唐長興三年、詔以泰山三郎為雄威将軍。宋大中祥符元年加封炳霊公、是碑 三郎等字、或即其廟碑与。
姑
                                        
       
 
３６
 『五代会要』巻十一「封岳瀆」。
 
３７
 兪樾撰『茶香室続鈔』巻十九
（
春在堂全書
）
。
 
30 
附于此。
３８
 
 
このように泰山三郎の封号は「威雄」、「威権」、「雄威」など様々あるようだが、兪樾が指摘するように「威雄」とする
のが正しいと思われる。
 
 
これら威雄将軍の封号について述べられる中で、
威雄将軍以外の東
岳
五子についても記されている。
 
 
詔封東岳天斉仁聖帝長子為祐霊侯、第二子為恵霊侯、第四子為静鑑太師、第五子為宣霊侯。以本路言、父老相伝岳帝有五子、惟第三子、後唐封威雄大将軍、皇朝封炳霊公、其余諸子并無名爵、故有是詔。
３９
 
 
東
岳
五子の長子は祐霊侯、第二子は恵霊侯、第四子は静鑑太師、第五子は宣霊侯
である
。名称からも分かるように、第四子
だけは仏教の名前が付けられており封号は与えられていない。さらに四子についての記載が見られる資料は少な
い。
東
岳
五子
の中で威雄将軍 みが広く信仰され、その他
の
四子は次第に見られなくなる。しかし、例えば北京の東
嶽
廟では、五子の名称
がつけられた殿宇が
残されていることからも
、そ 存在が完全に忘れられてしまったわけではないことがわかる。
４０
 
その後、
                                        
       
 
３８
 金棨『泰山志』（湯貴仁、劉慧主編『泰山文献集成』第七巻
、
泰山出版社
、
二〇〇五年
、
三九一頁）。
 
３９
 李涛撰『続資治通鑑長編』第三十四冊
 
哲宗元符二年（中華書局一九八〇年）一二二一五頁。
 
４０
 小柳司気太編 白雲観志』（国書刊行会、一九三四年）
の
東
嶽
廟平面図には「東岳侯祐霊侯之殿」「居仁義
鋻尊師宣霊侯之殿」の
殿宇があり、本図が作成された一九三一年には
東
岳
五子のうち、祐霊侯と宣霊侯が祀られていたことが確認できる。（本論では、
31 
威雄将軍は、
北宋
になると
炳霊公の
封号
が与えられる。
 
 
至聖炳霊王者、即東岳天斉仁聖帝第三子也。
唐太宗加威雄将軍、至宋太宗封上吴炳霊公。
大中祥符元年二月十五日封至聖
炳霊王。
４１
 
 
『文献通考』などでは、大中祥符元年に炳霊「公」に封じられたとあるが、『
捜神記』
では炳霊「
王
」の封号があたえられ
る。
『捜神記大全』では、大中祥符元年に「炳霊王」に封じられるとある。だが『文献通考』などでは大中祥符年間に与えら
れた号は「炳霊公」である。
 
 
真宗封禅畢、加号泰山為仁聖天斉王 遣職方郎中沈維宗致告。又封威雄将軍為炳霊公、通泉廟為霊泒侯、亭山神廟為広禅侯、嶧山神廟為霊厳侯、各遣官致告。
４２
 
 
このように炳霊王や炳霊公などの表記は様々みられるが、王と表記している資料は『捜神記』など一部の資料に限られる
。
しかし、「公」より位が上の「王」に封じられている
ことからも、王室からの追号がおこなわれ、人々に広く知れ渡っていた
                                        
                                        
                                        
                                        
                                      
 
一九八六年に再版された『白雲観志』を参照）。
 
４１
 『捜神記』
巻二
。
 
４２
 『 宋史』 巻一百二「 志第五十五」 礼五（ 中華書局、 二四八六頁） 。
 
32 
ことがわかる
。
 
 
（
二
）
通俗文学にみられる炳霊公
 
 
炳霊公は
東
嶽
大帝の第三子として、人々の信仰を広く集めるようになると、泰山の神や、人々の生死を司る神として多くの
説話に
も
登場
するようになる
。『水滸伝』第七十四回では、燕青と李逵が東
嶽
大帝の誕生日に行われる奉納相撲に参加するた
めに岱廟を訪れる。二人が岱廟を歩いている様子を描く
場面
で炳霊公についての記述も見られる。
 
 
次日、燕青和李逵吃了早些飯、分寸道、哥哥、你自拴了房門高睡。燕青卻隨了衆人、来到岱岳廟里看時、果然是天下第
一。但見、廟居泰岱、山鎮乾坤。為山岳之至尊、乃万神之領袖。山頭伏檻、直望見弱水蓬莱、絶頂攀松、尽都是密雲薄霧。楼台森聳、疑是金烏展翅飛来、殿閣棱層、恍覚玉兔騰身走到。雕梁画棟、碧瓦朱檐。鳳扉亮槅映黄紗、亀背綉簾垂錦帯。遙観聖象、九旒冕舜目堯眉、近睹神顔、
衮
龍袍湯肩禹背。九天司命、芙蓉冠掩映絳綃衣、炳霊聖公、赭黄袍偏称藍田帯。
左侍下玉簪珠履、右侍下紫綬金章。闔殿威厳、護駕三千金甲将、両廊猛勇、勤王十万鉄衣兵 五岳楼相接東宮 仁安殿緊連北闕、蒿裏山下 判官分七十二司 白騾廟中 土神按二十四気。管
火池鉄面太尉、月月通霊、掌生死五道将軍、年年顕
聖。禦香不断、天神飛馬報丹書 祭祀依時、老幼望風皆獲福。嘉寧殿祥雲杳靄、正陽門瑞気盤旋。万民朝拝碧霞君、四遠帰依仁聖帝。
４３
 
                                         
       
 
４３
 施耐庵著『水滸伝』舒伴斎校注（長江文芸出版社
、
二〇〇〇年）五八〇
‐
五八七頁。
 
33 
こ
こでの
炳霊公は「炳霊聖公、赭黄袍偏称藍田帯」とあるように、赤い長衣に藍田の玉の帯を
身に付けている。
他の小説な
どに登場している炳霊公の容姿も同様に赤い服に玉の帯と書かれていることが多い。
また『水滸伝』が書かれた明代中期頃の
人々の炳霊公に対す イメージは泰山三郎とは異なり、すでに立派な神として広く認知されていたとわかる。それは、ここに描かれる服装や、「護駕三千金甲将」「勤王十万鉄衣兵」などが身辺に控えていたことからもうかがい知ることができる。
 
『古今類事』に登場する炳霊公は、威雄将軍の時期の
様子が
記載
されている
。
 
 
長興三年始、贈東岳三郎為威雄将軍。至建隆三年有段弼者、年八十善製笛。一夕有人云、威雄将軍追汝
、遂入府見。一黄
衣少年謂曰、知善製笛、可為作三五管。弼即時作 五管献之。少 指最後者曰、此尤為妙。弼乞留少年曰、爾算未尽不可。弼曰、某在人間苦饑寒、不願活也。少年曰、但去将日給銭三百。後五 即召弼覚。後日果売笛得銭如所許之数。雖大陰雨亦自有人来買後五年乃死。
４４
 
  
ここで
は
威雄将軍
として描かれており、
笛作りの名人の段弼に笛の作成を依頼するために登場している。
威雄将軍が笛を作
らせるために、笛作りの職人を冥界に召すという話は、
馮夢龍の『古今小説』にもみられる。
 
 
五代の唐の時に王一太と王二太という兄弟がいた。ある時、竜頭の形をした珍しい
素材
を手に入れたので、岱廟の殿下
にある火の池に奉納した。
 
                                        
       
 
４４
前掲『秘書集成』第八巻（『分門古今類事』卷四異兆門中「段弼得錢」）一八一
‐
一八二頁。
 
34 
奉納された
竜頭は、
東
嶽
大帝
から
炳霊公に与え
られた
。
これを受け取った
炳霊公は
、部下
である
康、張
の二人に
笛職人
の閻招亮を連れてくるよう命じた。康と張は岱廟まで閻招亮を連れて
くると、
炳霊公に面会させた
。そして閻に
小部屋を
与え
、そこで
笛を作
るよう命じた
。そのとき康、張が閻招亮に「ここは霊界なので、部屋から離れないように。部屋から
出て、道に迷ったら帰 な なる」と注意した。笛
の
完成
後、
しばらく
して
も誰も来る様子がな
かった
ため
、閻招亮は部
屋の外に出
、
しばらく歩くと罪人の審判が行われるところに出くわした。聖旨が読み上げられ、罪人は、
体の中を
銅の胆
と鉄の心臓 入れ替えられ、四鎮令公に
任ぜられ
俗界へ戻され
た
。その様子を覗いていると、鬼吏に見つかり慌てて部屋
まで戻った。
 
その後、完成した笛を炳霊公に見せたところ
いたく気に入ったようであり、
炳霊公は、「お前の福を増し、寿命を延ば
してやろう」と
閻に伝えた
。閻招亮はそれを固辞し、代わりに娼妓をしている妹の閻越英がその稼業から足を洗い、よい
男と添い遂げられ
るように
、
とお願いした。炳霊公はそのような心の持ち主はすばらしいとして、その願いを聞き入れた。
その後、康、張の二人
が閻を
家
に
送り返
す
途中、山の中腹で
閻は
断崖絶壁の底へ突き落とされる。目が覚めると家のベッ
ドの上であった。
４５
 
  
王一太と王二太の二人の兄弟が岱廟
に竜頭の形をした珍しい笛の素材を奉納する。冥界で
は
、奉納された竜頭を受け取った
炳霊公
が
、それで
笛を作らせるために康、張の二人を遣わし
、現世から
閻招亮を
召す
。二人が閻招亮に
冥界まで来て笛を作成
するよう
依頼する台詞は次のようである。
 
                                        
       
 
４５
馮夢龍編『古今小説』（人民文学出版社
、
一九七九年）許政揚校注「史弘肇龍虎君臣会」二一二
‐
二三八頁。
ここでは大意を
訳す。
 
35 
一個官員、有両管龍笛蘄材、欲請待詔便去開則個。這官員急性、開畢重重酬謝、便等同去。閻招亮即時收拾了作仗厮趕二人来。
４６
 
 
康、張の言葉に
「這官員急性」とあ
り、閻招亮に召請に応じる
ようにうながす
。これは閻を
少しでも
早く炳霊公の下へ連れ
て行くため
の
言葉であろうが、他の小説などに
見られる
炳霊公の
言動なども「急性」と描かれることが多いことから、
「せっ
かち」な性格であったのかもしれない。康、張により閻招亮が連れてこられた先は泰山であった。そこ
で炳霊公に面会した後、
笛を作る部屋を与えられる。この時、康、張は
閻に注意
する中で
次のように述べる
。
 
 
閻招亮理会不下、康、張二聖相引去、参拝了炳霊公。将至一閣子内 已安蘄材在卓上、教閻招亮就此開笛。分付道、此乃陰間、汝不可遠去、倘行遠失路、難以回帰。
分付畢、二聖自去。
４７
 
 
康、張の言葉に
、ここは「陰間」つまり冥界で
ある
から、遠く
に行き
迷
うことになれば
、
帰ってこられなくなると注意をう
ける
。泰山は、死者の魂の集まる場所とされ
、
ここに人々の生死を司る東
嶽
大帝や炳霊公がいることは当然であろう。さらに
冥界の中をさまよえば、炳霊公など冥界の判官が
死者の審判を
おこなう
場面に出くわしても
何ら
不思議
は
ない。この審判では
生前の行いを明らかにし、来世での新たな運命を与え送り出
している
。また、この時
、
裁かれていた
者
が後に
閻招亮の妹、
閻
                                        
       
 
４６
前掲『古今小説』二一六頁。
 
４７
前掲『古今小説』二一六頁。
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越英が結婚する
相手
である。
 
このように冥界での
審判は東
嶽
大帝に限らず、炳霊公が
つとめる
場景
が描かれることも多々ある。
その
場面は、
東
嶽
大帝
と
同様
、死者の生前の行為
の善悪や運命などを
計り
、その後の処遇を決定する。昆曲の「一種情」第九幕「冥勘（または炳霊
公）」
４８
にも炳霊公が冥界の判官として登場し、死者と供に生きている者の運命がうまく行くよう力添えをする。
 
 
揚州前防禦吏の何厚には興娘と慶娘という二人の娘がいた。何厚の家の隣には宦族の崔君が住んでおり、両家
の
親交
は
深
かった。崔君には崔興という息子がおり、興娘と幼馴染みで
あ
る。二人は
幼い頃
に婚約
の契りを結び、金鳳釵をその証と
した。崔興の
父が仕事で遠く
の地に
赴任すること
と
な
ったため
、
崔興は
それに随った。その後、十五年間音信がなかった。
興娘は十九歳になっていた。しばらくして、興 は病気で危篤になり
「
崔興が戻って来たなら、慶娘と婚礼を行ってほし
い
」
と遺言を残す。
興娘の死後
に崔興が帰ってくる。崔興は両親が亡くなっていたので、何厚の家に世話になる。ある夜、
慶娘と称す者が釵を持ち崔興を尋ねてくる。崔 はそれとなく面会することを断ったが、何度も訪ねてくるので、断り切れずに
会うと、
ついには度々会うようになった。後に家の者に見つかり、二人は逃げるように
家を離れる。一年後、崔興
は何厚に許しを請い戻ってくる。その一年
間
、
一緒に暮らしていたのは興娘の魂魄が乗り移った慶娘であった。よって何
厚の許しにより慶娘と崔興 結婚し、興娘の宿願は果たされるのであった。
 
  
この
物語において
炳霊公は死亡した
興娘を裁く役人として登場する。興娘
の
判決のため
に
問答
をする
中で崔興との婚約の話
                                        
       
 
４８
洪惟助主編『崑曲辞典』（台湾国立伝統芸術中心
、
二〇〇二年）七四頁。
ここでは大意を訳す。
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を聞く。そこで鬼判に命じ「姻縁簿」を取り出し、興娘の事を調べる。姻縁簿の記載では崔興の相手は興娘ではなく、妹の慶娘となっている。そのため興娘は、崔興と慶娘を婚約させるため、一年の期限で魂を慶娘に乗り移らせたのである。
 
 
ここでの炳霊公は死者
の
審問を
おこない
、生前の行いを調べ、
来世
の運命を
決定する
。
しかし
、
死者の訴えにより
、その者
の運命を調べ、本来あるべき
状況
にするために力を貸すのである。どちらかというと運命に積極的に関与しているよ
うに思わ
れる。
 
 
さらに
『醒世恒言』巻三十一「鄭節使立功神臂弓」
に登場する
炳霊公
は、そこでの描かれ方が
他の小説とは少し違なってい
る。以下は話の導入部分のようなものであり、張俊卿の紹介をしている部分である。この後も導入部が続き
、
俊卿達が東
嶽
へ
到着してからの様子が描かれている。
 
 
さて東
嶽
に到着すると各々休息をとった。三月二十八日の東
嶽
の祭日になると十人の員外は東
嶽
廟で参拝をした。張員外
は炳霊殿に家宝の玉結連縧環を供え参拝した。参拝が終ると十人は東
嶽
を歩いた。張員外は疲れたので、他の員外を先に
行かせ休息をとっていた。すると斧や鑿の音が聞こえて
くる
。音のする方へ近づいてみると作業場があ
り、
中をのぞくと
七、八尺
も
ある大男達が仕事をしていた。そこから飛んで
くる
木屑を見ると家の蔵 あった香羅木であり、父の花押も認
められた。怪しく思い一人に訊ねると寺の中に通された。寺の中に入 僧侶が
現れたので、
近づいて見ると、あの和尚
であった。その和尚としばらく話しをしていると、突然、雷鳴のような大声で「炳霊公参りました」と聞こえた。和尚に屏風の後ろに隠れるように言われ、そ
様子を覗くと、十数人の黄巾力士と共に一人の神が部屋に入ってきた。
４９
 
                                        
       
 
４９
 馮夢龍編著『醒世恒言』（顧肇倉校注『醒世恒言』下冊
、
人民文学出版社
、
一九六二年）六五六
-六七三頁。ここでは大意を訳す。
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岱廟の炳霊公殿跡 
張俊卿ら十人の員外は泰山に到着すると各々休息をとった。東岳の祭日になると東
嶽
廟の参詣に全員そろって出かける。
そ
して
張員外
は炳霊殿での参拝のために家宝の「玉結連條環」を奉納する。
 
 
至日、十箇員外都上廟来焼香、各自答還心愿。員外便把玉結連條環、捨入炳霊
 
公殿内。還愿都了、別無甚事、便在
廊下看社火酌献。
５０
 
 
 
東
嶽
殿内を参拝する際、炳霊殿を詣でる事は一般的であったようである。また「玉
結連條環」は張員外の母から渡された家宝であ
り
、そのような大切な物を
奉納して
参
拝することからも、当時、炳霊公は厚く信仰されていたことの現れであろう。
 
 
その後、寺の中
で
和尚と話しをしている
時、
突然大声が響き炳霊公が和尚を訪ね
て
部屋に来るが、その時の様子が以下のようにある。
 
 
和尚同至方丈、敍礼分賓主坐定、点茶吃罷、不曾
說
得一句話。只見黄巾力士走至面
 
前、暴雷也似声個喏、告我師、炳霊公相見。嚇得員外神魂盪漾、口中不語、心下思
 
量、炳霊公是東岳神道、如何来這里相見。那和尚便請員外、屏風後少待、貧僧断了
                                        
       
 
５０
 前掲『醒世恒言』六五八頁。
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此事、却与員外少敍。員外領法旨、潜身去屏風後立地看時、見十数個黄巾力士、隨着一個神道入来、但見、
眉単細眼、貌
美神清。身披紅錦袞龍袍、腰撃藍田白玉帯。裏簇金帽子、着側面糸鞋。
員外仔細看時、与岳廟塑的一般。
５１
 
 
このように十数人の黄巾力士を引き連れ炳霊公が入室してくる。
この黄巾力士は、
先述した『水滸伝』にも描かれる「護駕三千金甲将」「勤王十万鉄衣兵」のような護衛の神将であろう。
その容姿は
『水滸伝』など、
他の説話と同様に
眉目秀麗で
、赤い
上衣と腰に
藍田
玉
帯
を付けている。また「
与
岳廟塑的一般」と
あることからも、
当時
の東
嶽
廟
に祀られる
炳霊
公は、このような姿
をしていたとも知ることができる
。
さら
に、
「只見黄巾力士走至面前、暴雷也似声個喏」とあるように、
雷のような大声を発
する大男を
十数人
も従えるなど、その身分は高位であったことが伺われる。
 
ここで
登場した
炳霊公は
、
和尚の
元に
助力を頼みに来たのであ
った
。
 
 
炳霊公道、此人直不肯認做諸侯、只要做三年天子。和尚道、直恁難勘、教押過来 只見幾個力士、押着一大漢、約長八尺、露出満身花繍。至方丈、和尚便道、教你做諸侯、有何不可。却要図王争帝。好打。道不了、黄巾力士撲翻長漢在地 打得幾杖子。那漢嘆一声道、休休。不肯還我三年天子、胡乱認做諸侯
罢
。黄巾力士即時把過文字安在面前、教他押了花字、便
                                        
       
 
５１
 前掲『醒世恒言』六五九頁。
  
炳霊公像（北京東嶽廟） 
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放他去。
炳霊公抬身道、甚労吾師心力。相辞
别
去
。
５２
 
 
炳霊公が連れてきた
男は
、
諸侯
として生まれかわる
事を了承せず、
いっそのこと三年天子にして欲しいと
好き
勝手
を
言いま
わる
。そのため、
炳霊公は困り果て
和尚に助けを求めに来た。和尚の助力により諸侯になることを認めさせ、礼を言い炳霊公
は部屋を
去る
。
 
ここに登場する炳霊公は、位を授けるなど人の運命を決める事はこれまで通りである。だが
男に
諸侯になる事を
説得できず
、
僧侶に助力を頼みに来るなど、頼りない部分も見られる。
 
以上
、見てきたように
様々な小説に炳霊公は
描かれる
。そこでの炳霊公は、
泰山三郎のように
「幸運をもたらす」や「人の
妻を掠め取る」
といった職能
は見られなくなり、新たに「美しい容貌」や「冥界の判官」といった性格が見られるようにな
る
。
物語によっ
て炳霊公の立場などは様々であるが、その役割は
おおむ
ね、冥界で死者の裁判を執り行い、その者の運命を
決定す
る
。さらに
、東
嶽
大帝の子
であることも明確に
述べられる。
『古今小説』や『古今類事』では、炳霊公が自ら職人に笛を作ら
せることから、特に笛や音楽を好んでいたのかもしれない。
 
 
（三）
『封神演義』にみられる炳霊公
 
これまで述べてきたように、
炳霊公（泰山三郎）は
多くの故事や小説に登場しており、
多くが
冥界の神として描かれる。こ
れら小説の中でも
明代の小説『封神演義』では重要な登場人物の一人として描かれ
る。『封神演義』で炳霊公が活躍する場面
                                        
       
 
５２
 前掲『醒世恒言』六五九頁。
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は多く
見られ
「勇ましい」「美しい容貌」といった
形容が特に強調されていることは、前述した小説などと同一である。
ここ
では『封神演義』の中の炳霊公について検討したい。
 
小説『封神演義』は
明代に書かれた
全百回の
章回
小説で
、
殷周革命を舞台としている。この戦争で周側に元始天尊などを代
表とする「闡教」が、殷側に通天教主を代表とする「截教」
の仙人が
それぞれ味方し、両軍の戦争が
繰り広げられる
。この殷
王朝と周王朝の
戦争の中で、闡教と截教の仙人たちも、互いに仙術や「宝具」を用い
戦う
。
 
『封神演義』
において
炳霊公は
周軍の将軍、武成王黄飛虎の息子、
黄天化として登場
する。
黄天化が炳霊公と最も端的に示
されている場面は第九十九回
の封神の場面
である。姜子牙により
執り
行われる
戦死
した
神仙を神に封じる
封神の儀式
において
黄天化は
三山正神
炳霊公に封神される。
さらに同じ場面で
父の
黄飛虎は
東
嶽
泰山天斉仁聖大帝に封じられる。ここでも炳霊公
と東
嶽
大帝の関係と同様に武成王黄飛虎と黄天化という親子
関係が描かれる
。
 
また『封神演義』には、小説『封神演義』の他に、戯曲『封神演義』
（車王府曲本『封神榜』。以下、車本『封神榜』
）
が
ある。小説『封神演義』と車本『封神榜』
に見られる炳霊公の登場場面
を例にとりながら、黄天化と炳霊公の
関係に
ついて検
討していきたい。
 
殷軍と周軍の戦闘
の中で、
多くの仙人や道士、武将が戦死する。黄天化と黄飛虎も
截教の仙人との戦い
により
陣亡
する
。
そ
して、
小説『封神演義』第九十九回
では
姜子牙により戦死した者を神に封じる「封神」の儀式が行われ、その中で両者の封神
も行われる。黄天化の封神
は次のように描かれる
。
 
 
爾黄天化以青年尽忠報国、下山首建大功、救父尤為孝養。
末享栄封、捐躯馬革、情実痛焉。援功定賞、当存其厚、特敕封
42 
爾為管領三山正神炳霊公之職。
爾其欽哉
。
５３
 
 
では
、
小説『封神演義』での黄天化はどのような人物なのだろうか。
 
黄天化が最初に登場する
場面
は、小説では第三十一回「聞大師駆兵追襲」である。黄天化が父黄飛虎を助けるため
に、
仙界
から
下山する
様子は次のように
描かれる。
 
 
話説青峰山紫楊洞清虚道徳真君正在碧雲床運元神、忽心下一驚。道人袖里掐指一算、早知黄飛虎有厄、道人忙命白雲童兒。清你師兄来。白雲童子即時請出一位道童、生的身高九尺、面似羊脂、眼光暴露、虎形豹走。頭挽抓髻、腰束麻縧、脚登草履、至雲榻前下拜、口称、師父、喚弟子那壁使用。真君曰、你父親有難 你可下山走一遭。黄天化答曰、師父、弟子父親是誰。真君曰、你父親乃武成王黄飛虎是也。今 潼関、被火龍標打死。着你下山、一則救父、二則你子父相逢、久後仕周、共扶王業 天化聴罷曰、弟子因何到此。真君曰、 一年我住崑崙山来 脚踏祥雲 被
你頂上殺気沖入雲霄、阻我雲路。我
看時你才三歳、見你相貌清奇、後有大貴、故此帯你上山、今已十三載了。
５４
 
 
父黄
飛虎の身に災いが降りかかったことを知ると、道徳真君は黄天化に下山
して
、そのまま周に仕えるよう命じる。だが黄
天化は自分の親が誰であるか知らない。さらになぜ青峰山で修行をしているかさえも知らない。そこで道徳真君にそれらの事                                        
       
 
５３
 許仲琳編著『封神演義』（上海古籍出版社
、
一九九一）第九十九回「姜子牙帰国封神」七〇四
‐
七〇五頁。
 
５４
 前掲『封神演義』第三十一回「聞太師駆兵追襲」二〇七
‐
二〇八頁。
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情を訊ねる。道徳真君の返答で、黄天化の父は武成王黄飛虎であること、また三歳の時に青峰山に連れてこられた事などを告げられる。
 
黄天化の
容貌は
「生的身高九尺、面似羊脂、
眼光暴露、虎形豹走。頭挽抓髻、腰束麻縧、脚登草履」とあり、
大柄で
「頭挽
抓髻、腰束麻縧、脚登草履」といった粗野な印象であり、
これまでの小説で描かれた風体とは異なる
。
 
車本『封神榜』
で
黄天化が最初に登場するのは
第百十九回「行軍帳天化救父」である。ここでも小説『封神演義』と同様に、
陳桐に敗れ死んだ黄飛虎を助けるため下山する。その時に道徳真君
は、
黄天化の父は黄飛虎であること
を
告げる。そして下山
の際にいくつかの武器
が
与えられる。
 
 
師父賜你先天宝、莫邪宝剣手中擎。此剣非金亦非鉄、乃是乾元宝一宗。
変化無窮隨心意、你好替父報預冤怨恨。回手又取
降邦宝、小小花籃掌中擎。必須如是這般様、破他邪宝很易容。賜你九還丹二粒、真能起死又転生。救他二人回陽転、他算我、山人功徳別当軽。
 
道徳真君回身打石匣内取出法宝金丹、賜与天化、天化就手接過来、磕了一個頭、站将起来、将法宝金丹收在錦囊之内、復又跪在碧雲洞前、口尊、祖師、弟子還有一事不明、求老師指教弟子。我即是武成王之子、因何在此出家。求老師慈悲、与弟子説明。
５５
 
 
ここ
で
黄天化は「莫耶の宝剣」と「花籠」などの武器を授けられる。莫耶の宝剣は、小説『封神演義』では、敵将の陳
桐を
                                        
       
 
５５
 車王府曲本『封神榜』（人民文学出版社、一九九二）第一百十九回「行軍帳天化救父」九七九頁。
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倒した際に、「非銅非鉄亦非金、乃是乾元練精。変化無形隨妙用、要知能殺亦能生」と説明が加えられる。一方、車本『封神榜』では、「此剣非金亦 、乃是乾元宝一宗。変化無窮隨心意」とある
。小説『封神演義』では、敵将陳桐から、車本『封
神榜』では
道徳真君から授けられる
。
車
本『封神榜』の説明も、
小説『封神演義』と同様の言葉で
あ
る。また、どちらもその
形状を詳しく説明しているが、どちらも莫耶の名に相応しい名剣であることがわかる。
５６
また、なぜ黄飛虎の子で
ありながら
道士として修行を行っているのかと尋ねる黄天化 問いに道徳真君
は次のように答える
。
 
 
石床上、真君見問将頭点、叫声徒弟細聴真此話至今十三載、那年訪友上崑崙。招展雲光往前走、見一股、殺気沖空宇宙昏。撥開雲光往下看、慧眼遙観細留神。卻是奶娘将你抱、正在花園閑散心。你那是才交三歳、見你神清貌超群、我看你、後来必有大貴處処、非比尋常下賤人。山人動了慈悲意、忙遣力士与黄巾。平空伸下拿雲手、将你拘進洞中門。教你常把兵書看学了武来又学文。我教你 撒豆成兵移 海、呼風喚雨請諸神。我教你、五遁三術人間少、焼練金丹救世人。算来足
夠
十三
載、你到今年十六春 今日該把高山下、搭救天倫你父親。送他好把高関過 借兵回国把很伸。徒兒你 事完即刻回古洞千万的 不可久恋在風塵 你父子 後来自有相逢日 那 叫你下山林 天機後話不可泄、久後自然遍見真
。
５７
 
 
道徳真君が崑崙山を訪れた
際
、下界から
何か
気配を感じ
、その気配を
よく見ると黄天化
であった
。
道徳真訓は、
その容貌に
仙人になる才覚を見出し紫峰山まで連れ
帰った
。その時ちょうど黄天化は三歳になったばかりであった。その後、学門や道術
を教え、
すでに
十三年経ち、
今
で
は
十六歳になった、とある。
 
                                        
       
 
５６
 中国古代の名剣。春秋時代の故事。
『呉越春秋』夫差内伝第五「干将莫耶」。
 
５７
 前掲
 
車王府曲本
『封
神榜』第一百十九回『聞太師駆兵追襲』九七九
‐
九八〇頁。
 
45 
このように『封神演義』で黄天化は十六歳の青年である。『魏書』に見られた泰山の第三子、『太平広記』趙州参軍之妻に
登場した泰山三郎などと同様に若い姿で登場している。これらのことから炳霊公は若年の神として認識されていたことがわかる。
 
車本『封神榜』では
、父を救うために
下山した黄天化が周軍の陣営へ通してもらうよう案内を請うている場面に、黄天化の
風貌が描かれている。
 
 
且説飛彪聞聴這片言詞、連忙卻身跑出営外、
睄
了
睄
、果有一個道童在門外站立。但見他頭挽双髻、身穿紅道袍、腰系黄絨
糸
縚
、水襪雲鞋、背後背定了一口宝剣、手提小
小花籃、生得眉清目秀、面如敷粉、歯白唇紅、天生
来的俊俏。
５８
 
 
その姿は、髪を二つに束ね、赤い道服を
身に着け
、腰には黄色い袋を下げ、雲のような靴、背に宝剣、手に花籠を下げてい
る。
さらに、その容姿は
眉目秀麗
である
。この中にある「眉清目秀」という言葉は、小説『封神演義』には見られないが、車
本『封神榜』では、黄天化の登場ごとに書かれており容姿の美さが度々強調される。
 
その後、小説では第四十回「四天王遇炳霊公」から第六十九回「孔宣兵阻金鶏嶺」の多く
の場面に
黄天化が
登場する。戦い
の場面
において
黄
天化の活躍がよく見られる。特に前半部分では敵将の魔家四将との戦闘で
大いに活躍する。第四十回で黄天
化は魔家四将と戦うため
再び
下山する。
 
                                         
       
 
５８
 前掲
 
車王府曲本
『封神榜』第一百十九回「行軍帳天化救父」九八〇
‐
九八一頁。
 
46 
黄天化隨師至桃園中、真君伝二柄錘、天化見而即会、精熟停党、無不了然。真君曰、将吾的玉麒麟与你騎、又将火龍標帯去。徒弟、你不可忘本、必尊道徳。
黄天化曰、弟子怎敢。辞了師父出洞来、上了玉麒麟、把角一拍、四足起風雲之声。
此
獣乃道徳真君閑戯三山、悶遊五岳之騎
５９
 
 
下山に際して道徳真君
から
二本の錘と
霊獣の
玉麒麟、さらに陳桐から入手した火龍標を
授け
られる。
その後、
周軍
軍
営に到
着し黄飛虎と再開
を果た
した時の様子は以下のようにある。
 
 
且説黄天化父子重逢、同回王府、置酒父子歓飲。
黄天化在山吃斎、今日在王府吃葷。隨挽双抓髻、穿王服、帯束発冠、金
抹額、穿大紅服、貫金鎖甲、束玉帯 次日上殿見子牙。子牙一見天化如此装束、便曰、黄天化、你元是道門、為何一旦変服。我身居相位、不敢忘崑崙之徳。你昨日下山、今日変服 還把糸糸条束了。
黄天化領命、系了糸条。天化曰、弟子下山
退魔家四将、故此如将家装束耳。
怎敢忘本。子牙曰、魔家四将乃左道之術也、須緊要提防。天化曰、師命指明、何足懼哉。
子牙許之。黄天
化
 
上了玉麒麟、拎両柄槌、開放城門、至轅門請戦。
四天王正遇炳霊公。
６０
 
 
父の武成王黄飛虎との再開を喜び、そのために道士に相応しくない派手な服
をまとい
、なまぐさを口にした
事
を後に姜子牙
に咎められる。
この服装は『水滸伝』に描かれる炳霊公の姿に近い。
また、
最後に
「四天王遇炳霊公」と
書かれていることか
                                        
       
 
５９
 前掲『封神演義』第四十回「四天王遇炳霊公」二七〇頁。
 
６０
 前掲『封神演義』第四十回「四天王遇炳霊公」二七一頁。
 
47 
らも
黄天化のことを炳霊公と言い換えていることもわかる。
 
小説第四十一回の冒頭部で魔家四将との戦いに出陣
する
様子が詩に描かれている。
 
 
悟道高山十六春
 
仙伝道術最通霊
 
潼関曽救生身父
 
莫耶宝剣斬陳桐
 
束発金冠飛烈焰
 
大紅袍上繍団龍
 
連環砌就金鎖鎧
 
腰下絨
縚
左右分
 
両炳銀錘生八楞
 
穏坐走陣玉麒麟
 
奉命特来収四将
 
西岐城外立頭功
 
旗開拱手黄天化
 
封神榜上炳霊公
６１
 
  
ここで
は
前回の武器に加え、新たに二本の錘
を持ち
玉麒麟という霊獣に乗っている。また下山
の
時と出陣の最後に「炳霊公」
と書かれ
、黄天化を炳霊公と明確に記述している箇所がしばしば見うけられる。このように話の中にたびたび炳霊公の名前が
登場することから、当時の炳霊公
と言えば、いかなる神であるか人々
にすぐさま
思い
起こさせる
ほど広く知られていたのであ
ろう。
そして
車本『封神榜』では
下山し周軍営に到着したときの黄天化の様子が
以下のように
記される
。
 
                                        
       
 
６１
 前掲『封神演義』第四十一回「聞太師兵伐西岐」二七二頁。
 
48 
黄天化、走着撥雲往下看、
睄
見
岐山関下城。小爺一見心歓喜、軽軽落在帥府中、下了麒麟往上走、因此上、太公観看吃一
驚。書里表明
說
現在、姜子牙、挙目留神看分明。只見小爺黄天化、歯白唇紅一道童。眉清目秀天連海、鼻如大小口如山頭
戴臥雲冠一頂、身穿仙衣是大紅
。
６２
 
 
ここでも黄天化の容姿の美しさが再び強調されている。その後の魔家四将との戦いで両者が対峙した時
の
黄天化の風貌
は次
のようにある
。
 
 
頭戴束髮冠一頂、赤金抹額嵌双龍 身穿鎖子連鎖甲、
內
襯征袍赤通紅。九吞八扎金獸面、勒甲絲通紅赤
縚
。両扇征袍遮馬
面、玉帯一條束腰中。左右佩定弓合箭、殺人刃柄盛
睄
中。面如敷粉差多少、凜凜身才八尺零。眉清目秀天生就、歯白唇紅
小後生。
６３
 
 
この場面でもやはり容姿端麗であると
され
ている。車本『封神榜』で黄天化が登場する場合、ほ
ぼ
「眉清目秀」という形容
が付け加えられ、何度も美青年であると強調して描かれている。これは前に述
べた「趙州参軍之妻」などの説話の内容とも関
連があるのだろう。
結んだ髪と腰にさげた袋も黄天化を
象徴
する
特徴である。そして魔家四将との戦いが始まると
宝具の
鑽心
釘
により
四人を次々と倒
す
。ここに小説『封神演義』と車本『封神榜』
の描写
は大きく異
な
る。小説『封神演義』では、魔家
                                        
       
 
６２
 前掲
 
車王府曲本
『封神榜』第一百五十三回「黄天化下山助周」一二八五頁。
 
６３
 前掲
 
車王府曲本
『封神榜』第一百五十四回「周軍臣上城観陣」一二八九頁。
 
49 
四将との戦いに一度敗れ、崑崙山に
連れ戻され
、道徳真君に助け
られる
。その後再び下山し
て
二度目の戦いで勝ちを収める
。
車本『封神榜』では、一度も敗れることなく勝利する。また小説『封神演義』と比べて、魔家四将との戦いの場面が少し詳しく描写されて
いる。この魔家四将との戦いが『封神演義』の中で黄天化が最も活躍
する場面で
ある
。
 
この魔家四将との戦い
において
、
黄天化は道徳真君より玉麒麟を授けられる。『封神演義』
において
霊獣などの乗り物に
乗って登場する仙人や道士などは多数いる。それらは高位の仙人であることが多い。だが、若い道士である黄天化が麒麟という神聖なもの
を
与えられる事は、黄天化
は、それなりに高い身分にあったのかもしれない
。さらに車本『封神榜』では、しき
りに黄天化の容姿の美しさが強調されるのは、一般に炳霊公 いえば美青年の神という認識があったのだろう。
 
その後、
殷の太師、
聞
仲
とともに進軍してきた辛環と余慶の二人と戦うが、この時初めて玉麒麟について
詳細な
記載がある。
小説『封神演義』では次のように書か いる。
 
 
話説二人交鋒約有二三十合、有辛環気冲牛斗、余慶怒髪冲冠、二将来助太師。
黄天化見二将来助戦、把玉麒麟跳出陣外就
走。
余慶不知好歹、隨後追来。黄天化挂下双錘、取火龍標回首一標、打下落馬而死、一魂進封神台去了辛環見余慶落馬、
大叫一声、吾来了。肉翅飛来、錘鑚往頂上打来。辛環是上三路、黄天化錘是短兵器、招架上三路不好擋抵、把玉麒麟跳出圈子就走。這玉麒麟乃是道徳真君坐騎、足 風雲、速如飛電。辛環不見機 趕来、被黄天化将攢心釘発出、正中肉翅、辛環在空中吊将下 来聞
太師見辛環失利、忙催動残兵、望東南敗走。黄天化連勝二陣、也不追趕、領兵回西岐報功去了。
６４
 
                                         
       
 
６４
 前掲『封神演義』第五十二回「絶龍嶺聞仲帰天」三五四頁。
 
50 
この玉麒麟は元々
、
道徳真君が乗っており、
足には風雲をまとい、
移動
する
様は雷のよう
に速い
。
話の中では
高位の仙人だ
けが乗り物に乗っているが、黄天化も道徳真君から
玉麒麟を
貸し与えられ、その後ずっと乗っている。『封神演義』の中で何
かしら
の物
に乗り登場している者は多くいる。だが麒麟は、黄天化の玉麒麟と太師聞仲の墨麒麟だけである。これは、太公望
の四不相のように、『封神演義』の中だけに見られるものではなく、麒麟という有名な神獣に乗っていることから、黄天化つまり炳霊公の特別性を伺うことができる。
 
魔家四将との戦いの後も黄天化は何度も出陣し、
その
たび
に
戦果をあげる。だが魔家四将との戦い
以降は
活躍する場面は見
られなくなり、敗走する場面もたびたび見られる。
小説
第六十九回「孔宣兵阻金鶏嶺」での高継能との戦いに敗れ黄天化は封
神される。
 
 
且説黄天化只聴得殺声大
作、不察虚実、催開玉麒麟、沖進左營、忽聴砲響、高継能一馬当先、夤夜交兵、更不答話、麟馬
相交、鎗鎚併挙、好黄天化。両柄鎚只打的鎗尖生烈焰、殺気透心寒。二将乃是夜戦、況黄天化両柄鎚似流星不落地、来往不沾塵。高継能見如此了 、掩一鎗、撥馬就走。黄天化催開玉麒麟趕来 高継能展開蜈蜂袋、也是黄天化命該如此、那蜈蜂捲将来、成堆成団而至 一似飛蝗 黄天化用両柄鎚遮擋、不妨蜈蜂把玉麒麟的眼下叮了一下、那麒麟叫了一声、後蹄站立、前蹄直堅 黄天化坐不住鞍、撞下地来、早被高継能一鎗正中脇下、死于非命、一魂往封神台去了。
可憐下山大
破四天
王、不曽取成湯寸土
６５
 
                                         
       
 
６５
 前掲『封神演義』第六十九回「孔宣兵阻金鶏嶺」四七九
-四八〇頁。
 
51 
この戦いで、高継能はハチを操る蜈蜂袋を武器に戦う。
戦いの中で
袋から出
され
たハチ
の攻撃
に驚き、暴れる玉麒麟から黄
天化は振り落とされる。そこを高継能にとどめを刺される。今回は魔家四将の時とは異なり清虚道徳真君に助けられることもなく封神される。ここでもやはり、戦いに出る時は玉麒麟に乗り両手には
鎚
を持っている。『封神演義』のストーリー
で黄天
化が登場するのは
第六十九回
が
最後である。その後、黄天化が登場するのは、第九十九回「姜子牙帰国封神」
となる
。
 
 
今奉太上元始勅命、爾黄天化以青年尽忠報国、下山首建大功、救父尤為孝徳、未享栄封、捐躯馬革、情実痛焉。
援功定賞、
当従其厚、特勅封爾為管領三山正神炳霊公之職。爾其欽哉。黄天化在壇下叩首謝恩、出壇而去。
６６
 
 
物語の最後の封神の場面において
黄天化は
、他の諸神に先んじ封神されることになるが、その名称
は
生前の活躍により「三
山正神炳霊公」
とされる
。そして生前は道士であったが
封神
後は神となる。また「三山正神炳霊公」の「三山」とは「龍虎山、
茅山、閤皂山」を指す。
６７
『封神演義』本文で、この黄天化を炳霊公に封じたという記載に続き黄飛虎が封じられる。
 
 
今奉太上元始勅命、而黄飛虎遭暴主之惨悪、至逃亡于他国、流離遷徙、方切骨肉之悲、奮志酬知、突遇澠池之劫、遂罹凶禍、情実可悲。崇黒虎有志済民、時逢劫運。聞聘等三人、金蘭気重、方図協力同心、忠義志堅、欲效股肱之願。豈意陽運告終、齎志而歿。爾五人同一孤忠、功有深淺。特賜栄封、以是差等。乃敕封爾黄飛虎為五岳之首、仍加敕一道、執掌幽冥
                                        
       
 
６６
 前掲『封神演義』第九十九回「姜子牙帰国封神」七〇四
―
七〇五頁。
 
６７
 北京市朝陽区文化委員会編審『北京東岳廟』（中国書店
、
二〇〇二年）五二
‐
五三頁。
 
52 
地府一十八重地獄、凡一應生死転化人神仙鬼、倶従東岳勘対、方許施行。特敕封爾為東岳泰山天斉仁聖大帝之職、総管天地人間吉凶禍福。
爾其欽哉。毋渝厥典。
６８
 
 
黄飛虎は泰山斉天仁聖大帝すなわち東
嶽大帝
に封じられる。『封神演義』のストーリーで両者は父子関係と東
嶽
大帝と炳霊
公の親子関係を強調するため神に封ぜられる様子が続けて描かれて登場している
ように思われる
。
 
『封神演義』での黄天化は、話の中での扱われ方や活躍の度合いなどから考えても、重要な登場人物であることがわかる。
魔家四将相手に代表される戦いの場面や、玉麒麟に乗って
いる事など、高位の仙人のような扱いをされている場合もある。ま
た話の中で黄天化のことを炳霊公としている部分が何箇所か見られることからも、炳霊公がいかなる神か広く認知されていたことが知られる
。これは『封神演義』が書かれた明代に炳霊公が盛んに信仰されていた事の一端を示すもの
と言えるのではな
いか。
 
 
炳霊公あるいは泰山三郎の名前が記されている様々な資料によると、初期の頃は幸福をもたらす神、冥界の神と
して扱われ
て
おり、小説の中で 容姿端麗と描かれるなど様々な性格を見て取るこ ができる。これは
新たな
封号を与えら
れるたび
に、
炳霊公の神格が上がり、それに併せて炳霊公も重視され
、説話や小説に登場する時には位の高い神として描かれるようになっ
た
事の表れ
であろう。この事が特に顕著にみられたのが『封神演義』である。黄天化の活躍が多い事は炳霊公信仰の隆盛を反
映してのことと思われる。だが明代以降、炳霊公信仰は次第に衰え始め、民国期には岱廟の炳霊殿も取り壊されるなど、その信仰が廃れていったこともわ る。そして現在では、
新たに修復された東
嶽
廟や碧霞元君廟などに炳霊公が併祀される場合も
あるが必ず も信仰が盛ん は言い難く
、
ほとんど祀られる機会がなくなって
しまったと言える
。これは炳霊公の神格が他の
                                        
       
 
６８
 前掲『封神演義』第九十九回「姜子牙帰国封神」七〇五頁。
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神に移り、その新しい神が広く信仰される
につれ
炳霊公信仰が衰退した
ことを示す
。
 
  三、
碧霞元君信仰
 
現在、泰山で
最も
盛んに信仰されている神は、泰山の主神である東
嶽
大帝で
も、その第三子炳霊公でもなく
、東
嶽
大帝の娘
と
いわれる
碧霞元君であろう。碧霞元君
の由来
については諸説
あり未だ
明確な答えを得ない
。その例を挙げると、東
嶽
大帝の
娘、民間の娘が昇仙したもの、または黄帝が遣わせた七人の女神の一人など
が
あ
る。
さらには
宋の
真宗
皇帝
が泰山に巡幸し
た
時、山頂の
玉女池で手を滌
ぐ
と
池の中
から女
神像
が現
れた
。後にその像
を碧霞元君として祭るようになったなど様々ないわれ
がある。
これまでに、
こ
うした
由来について多くの研究がなされている。例えば顧炎武は『山東考古録』
において
碧霞元君の
由来に
言及して
おり
、民国期になると顧頡剛が北京の妙峰山碧霞元君廟会の様子を中心として詳細な調査を行っている
 。
６９
 
また碧霞元君という
封号
については、一般に北宋の真宗皇帝が
天仙聖母碧霞元君の封号を
与えたとされている
が
『
宋史
』に
そのような記載は見られない。このように言われるのは、
上で述べた
真宗が封禅の儀式を行なうために泰山へ巡幸した
時の故
事
が関係している
のであろう
。
 
 
このように碧霞元君の由来については多くのいわれがあり、現在のところ特定するに至っていない。
顧頡剛
や
李景漢
などの
詳細な調査の後、碧霞元君の研究はさほど進まずにいた。
しかし、
近年、再び碧霞元君についての研究が盛んになると
、非常
                                        
       
 
６９
 顧頡剛の調査については、 第二章で述べ る。 顧頡剛は一九二五年に北京の妙峰山で碧霞元君廟会調査をおこなっ ている。
顧頡剛
『妙峰山』
（国立中山大学語言歴史学研究所、一九二八年）。
本論文では
上海文芸出版社影印本、一九八八年
を使用
。
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に多くの論文が
発表され
碧霞元君の来歴について様々に論じられている。
しかし、こうした
論文で碧霞元君の起源について言
及されているが、それを特定
するまでに
は至っていない。また
、
碧霞元君には多くの故事があり、碧霞元君が広く信仰されて
いた事をうかが
い知ることもできる。
だが、そのことが起源を特定することを難しくしている一因でもあろう。
 
 
本節
では、
顧頡剛など民国時期の調査やそれに関係する研究を中心に、そこで
述べられている碧霞元君の由来を踏まえつつ、
碧霞元君の信仰がいつの時代に盛んになり、その後、どのような経緯を経て、今日のように碧霞元君
信仰
が泰山を中心として
盛んに
おこなわれ
るようになったのか
。
さらに、その信仰を支えたの
はどのような
人々
であったのかを検討し
ていき
たい。
ま
た、
明代の小説『醒
世姻縁伝』に当時、集団で泰山参拝を行なう進香を題材として書かれた
箇所
がある。『醒世姻縁伝』を通
じて、当時の社会で泰山や碧霞元君 信仰がどのように行なわれていたのか、また、
人の生死を
掌る
とされる
泰山と
、
死後の
魂が集まるとされている蒿里山につ も
併せて検討する
。
そして、
東
嶽
大帝信仰が各地へ伝播した後、泰山での冥界観の一
端を垣間見るこ ができる。これらの事を通じ碧霞元君が民間の人々 中で に信仰され いたのか
考察
してみたい。
 
 
（一）
碧霞元君の起源と伝承
 
泰山は歴代の皇帝が
天
と地
を祀る
封禅の儀式を行なうなど東
嶽
大帝信仰のみならず、
政治面においても非常に重要な場所で
あった
。泰山信仰の起源は古く、孔子が泰山に登った
ことに遡るとされる。また、
秦の始皇帝が
初めて
泰山で
封禅の儀式を行
う
と
泰山
祭祀
は
政治の一部に取り入れ
られ
る
。
その後、時代が下るにつれ泰山は人の生死を司る山と
見なされるようになり
、
さらに
後の
時代
になると、人の死に関することが多く言われるようになる。宋代以降、
信仰の中心は東
嶽
大帝から
娘の
碧霞元
君へと移り変わ
り
、今日の泰山では、信仰の中心は
碧霞元君
に取って代わ
られた
。
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ところで、注意して見ればすぐに気づくことだが、東嶽廟の中で崇められているのは泰山の神である東嶽大帝だけではない。かつて北京の東門外にある東岳廟を訪れた き、奇特な歩みで廟に赴く婦人たちに、私の目はくぎづけになったことがある 手押し車や驢馬でごったがえすその喧騒のた 中で、ほこりだらけの道を婦人たちが三歩進ん は伏して拝み、再び三歩進んではまたひれ伏すので った。こうして苦行しつつ歩みゆくその先にあるのは、泰山の神 います本殿ではない。女性の神々がま ます別の堂を婦人たちは目ざ 、歩み 伏し、伏しつつ歩む
のである。かくも熱烈な崇拝の
対象となっている女神 いったい何か。
今から考察を始めよう。
７０
 
  
碧霞元君の信仰は、明代以降盛んになり、華北一帯ではとくに篤く信仰された。信仰
範囲は、華北を中心とする中国北方
が
中心
であり
、しばしば南方を中心に信仰される媽祖や観音信仰などと
比較さ
れる。最盛期の信仰の隆盛は、観音信仰や媽祖信
仰に並ぶほどであ
り、華北では娘娘神と言えば媽祖や観音ではなく碧霞元君を指した
。そのため各地の東嶽廟でも、東嶽大帝
のかたわらに
碧霞元君が
祀られるだけではなく、そこから独立し碧霞元君廟として単独で祀られるようにな
る
。碧霞元君を祭
祀する廟宇は、碧霞元君廟、娘娘廟、碧霞元君行宮、碧霞宮などと呼ばれ
る
。
 
 
碧霞元君は娘娘神とも呼ばれ人々に親しまれた。また泰山がある泰安一帯では頂上奶奶、泰山娘娘、泰山姥姥など多くの呼
び名をもつ。
碧霞元君が殿宇に祀られる時、もともとは金童玉女がその両脇に従っていたが、時代が下るにつれて金童玉女で
はなく、別の女神が陪神として祀られるようになる。
主
に眼病治癒を司る眼光娘娘と、子授けの神である送子娘娘である。場
合によっては二
女神以外の神が祀られる場合もあるが、基本的には碧霞元君、眼光娘娘、送子娘娘
の組み合わせ
である。また、
北京ではこ
れ以外に催生娘娘や斑疹娘娘などもおり、九娘娘と呼ばれる
。これらの女神はいずれも病気平癒や子授け、福寿な
                                        
       
 
７０
 シャヴァンヌ著
、
菊池章太訳『泰山―中国人の信仰』（勉誠出版、二〇〇一年）
二六
‐
二七
頁。
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どを職能とし
て
広く人々の信仰を集めた。
 
こ
うして
泰山の神として東嶽大帝から碧霞元君へと人々の信仰は
変遷するが
、その来歴はどうであったのか。
清代の
『蒿庵
間話』
 に次のような記載がある。
 
 
元君者、漢時仁聖帝前、有石琢金童玉女。至五代、殿圯像仆。童泐尽、女淪於池。宋真宗東封泰山還、次御帳滌手池
内
。
一石人浮出水面、出而滌之 玉女也。命有司建祀奉之 号為聖帝之女、封天仙玉女碧霞元君。
７１
 
 
ここに記載される仁聖帝とは東
嶽
天斉仁聖帝、つまり東
嶽
大帝のことである。
泰山山頂
に祀られる
東嶽大帝の脇侍として
金
童玉女が
祭祀さ
れていた
。五代
になると
殿宇は
廃れ
、祀られていた金童玉女は池に沈んでしまった。その後、
宋の
真宗
皇帝
が
封禅のため泰山に御幸し
た際
、
山頂の
玉女池に
立ち寄ると
池の中
から
石像が現れた
。後に石像のために祠を建て
祀り、天仙玉
女碧霞元君の封号を与えた。
 
碧霞元君はもともと、泰山山頂にあった玉女池に祀られた石の玉女像であり、
真宗
皇帝
の時、
碧霞元君の封号が与えられた
ことになる。
また
『文献通考』にも泰山の玉女池についての記載が
見られる
。
 
 
泰山玉女池在太平頂。池側有石像、泉源素壅而濁、東封先営頓置、泉忽湍湧。上徙升山、其流自広、清泠可鑑、味甚甘美。經度制置使王欽若、請浚治之、像頗摧折、詔皇城使劉承珪、易以玉石。既成 上與近臣臨観、遣使礱石為龕、奉置旧所、
                                        
       
 
７１
 張爾岐『蒿庵間話』巻一
。
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令欽若致祭、上為作記
 。
７２
 
 
真宗皇帝が
泰山で封禅をおこなった時、
泰山の玉女池から
石像が
現れた
。この石像は
あちこち
破損していた
ため
、劉承珪に
命じ
玉石で像を作り直
させ
、再び山頂に祠を建て安置した。それが
後に
碧霞元君
と
して祀られるようになる
。王欽若は真宗
皇
帝
の
側近
である。この玉女故事
も『蒿庵間話』同様に真宗が泰山へ巡幸した事に関連しての記載である。
 
これらのことから、真宗
皇帝
が碧霞元君の封号を
与えた
とされる。だが、『宋史』に真宗が碧霞元君の
封号を授けたという
記載は見られず、泰山で封禅の儀式を行なったと
記載
される
だけである。
上述してきたように真宗は、東
嶽
大帝や炳霊公など
の泰山諸神には封号を与えている。これら故事は、おそらく真宗の皇帝としての権威を高めるために、王欽若などの側近が故意に
演出した瑞祥
の故事
であ
る
。
 
 
また、
顧炎武は『山東考古録』の中で
碧霞元君について
次のように
述べる
。
 
 
世人多以碧霞元君為泰山之女。
後之文人知其説之不経而曲引。黄帝遣玉女之事以附会之。不知当日所以褒封。固真以為泰
山之女也。今考封号雖自宋時、而泰山女之説西晋以前已有之。
張華博物志、文王以太公望為灌壇令。朞年風不鳴条、文王
夢見有一婦 甚麗。当道而哭、問其故、婦人言曰、我東海泰山神女、嫁為西南婦。欲東帰、灌壇令当吾道。太公有徳、吾不敢以暴風疾雨過也。文王夢覚、明日召太公三日三夕。果有疾風驟雨去者、皆 来也 文王乃拜太公為大司馬此一事也。于宝搜神記、後漢胡母班、嘗至太山之側、為泰山府君所召 令致書于女婿河伯。云至河中流、扣舟呼青衣。当自有取書者、
                                        
       
 
７２
 馬端臨『文献通考』巻
九十郊社
二三。
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果得達。復為河伯致書府君。此二事也。列異伝記蔡文事人、以天帝為泰山神之外孫。自漢以来、不明乎天神地祗人鬼之別。一以人道事之。於是封岳神
為王。則立神殿為王夫人。有夫人則有女、而女有婿、又有外甥矣。唐宋之時但言霊応。
即加封
号不如今之君子 必求其人以実之也
７３
 
 
「世人多以碧霞元君為泰山之女」との記載から分かるように、顧炎武の時代
、
つまり
明末
に
は
已に
碧霞元君が泰山の娘とい
う
言い伝え
を人々は当然のように考えている
。
そのため上述したように
、
玉女地から現れた石像が長い
期間
を経て
次第に碧霞
元君として祀られるようになった
、
という故事を多く見ることができる。
また
、多くは玉女とされる
碧霞元君の由来
であるが、
ここではさらに別の伝承が述べられる。
顧炎武の
この
時代
す
でにその由来が不明確になっていたようである。
顧炎武はさらに
玉女以外の
泰山の娘
に関する
伝承
を
挙げ
様々な
由来
を検討
する
。
こ
のほか
『岱史』
にも
碧霞元君の来歴について
の記述がみら
れる
。
 
 
玉女者、天仙神女也。黄帝時始見、漢明帝時再見焉。按玉女考、李諤瑶池記云、黄帝嘗建岱岳観、遣女七雲冠羽衣、焚修以迓西崑真人。
玉女盖七女中之一、其修而得道者。
玉女卷云、漢明帝時西牛国孫寧府奉符縣善士石守道妻金氏、中元七年
甲子四月十八日子時生女名玉葉。貌端而性頴。三歳解人倫、七歳輒聞法 嘗礼西王母。十四歳忽感母教、欲入山。得曹仙長指入天空山黃花洞修焉
天空盖泰山洞、即石屋処也。三年丹就、元精発而光顕、遂依於泰山焉
 。
７４
 
                                        
       
 
７３
 『山東考古録』「考碧霞元君」
。
 
７４
 『岱史』巻
九「
霊宇紀
」
（胡立東総纂『泰山文献集成
 
第二巻』、
泰山出版社
、二〇〇五年
）
一〇六
頁。
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ここでは、黄帝が泰山に遣わした七人の女神の一人、金氏の娘の玉葉が昇仙したという二つの伝承が挙げられる。
以上のよ
うに碧霞元君の由来とされるものには、東
嶽
大帝の娘、玉女池の玉女、黄帝の使わした七女の一人、民間の娘が昇仙したもの
など様々あ
り、
ここに挙げたもの以外にも由来に関する話は多数
見られる。
それらの中には、この
話に類似する内容の説話や
記載も多く見ることができる。
７５
また『日下旧聞考』では天妃が碧霞元君に
なったとの
記載がある。
 
 
元君初号天妃、宋宣和間、始著霊異。厥後禦災捍患、竒蹟屢彰。
下迄元明代、加封号。成弘而後、祠観尤盛
 。
７６
 
 
この他にも碧霞元君は元々、観音菩薩や
媽祖
であったとする説もあるが、それらは碧霞元君と同様、女性神であるために混
同され
た結果であ
ろう
。
 
 
以上のように碧霞元君の来歴については多数あり、特定することは
困難である
。また
、
いつの時代
に
碧霞元君という
名称に
なったのか
、
時期を特定するに至っていない
。しかし、
北宋の真宗皇帝の頃から明初にかけて民間では泰山の碧霞元君として
定着していき、その後、明代を中心に一般にその名前が広まっていったようである。
これら多くの由来について容庚や羅
香林
などが詳細に検討をおこなっている。
７７
 
                                        
       
 
７５
 例えば陶陽、徐紀民、呉綿編『泰山民間故事大
観』（新華書店、一九八四年）には、泰山に関する様々な故事が集められ、その中
に多くの碧霞元君に関する故事もみられる。
 
７６
 于
敏中『日下旧聞考』巻
九九
「
郊垌
」
。
 
７７
 容庚は、一九二五年に顧頡剛らとともに北京の妙峰山碧霞元君廟会の調査をおこなった。詳しくは第三章で触れる。
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これら碧霞元君来歴についての様々な伝承を羅香林は
論著
「碧霞元君」
７８
において四種類に分類した。
羅香林の
分類
は以下
のとおりである
。
 
 
一、
東嶽大帝の娘とする説。中国北方の民衆の多くは、碧霞元君を東嶽大帝の娘と認識している。碧霞元君は元々、泰山山頂にある玉女池
の石像で
あるが
、後に宋の真宗皇帝により碧霞元君に封じられる。
 
二、黄帝が泰山に遣わせた七女神のうちの一人が、後に修道して神となった。
 
三、
華山の玉女が、後に碧霞元君 して祀られるようになった。
 
四、民間の娘が修道したため女神となり、碧霞元君に封じられた。
 
 
以上の分類は、様々な伝承を内容ごとに大きく
分類したも
のであり、各々
に類似する多くの
故事が
みられる
。では、各伝承
それぞれ
個別の内容を見ていこう。
 
一、
「
東嶽大帝の娘とする説
」
 
 
これまで述べてきたように、東嶽大帝には五子一女がいたとされる。この五子の一人が炳霊公であり、一女が碧霞元君であ
る。したがって碧霞元君に関する伝承も泰山に関連するものが最も多い。
 
                                         
       
 
７８
 羅香林「碧霞元君」（『民俗』第六十九七十合期、国立中山大学語言歴史学研究所、一九二九年）。
 
61 
泰山玉女池在太平頂。池側有石像、泉源素壅而濁、東封先営頓置、泉忽湍湧。上徙升山、其流自広、清泠可鑑、味甚甘美。經度制置使王欽若、請浚治之、像頗摧折、詔皇城使劉承珪、易以玉石。既成、上與近臣臨観、遣使礱石為龕、奉置旧所、令欽若致祭、上為作記
 。
７９
 
 
真宗皇帝が泰山に御幸した際
、
山頂
で休憩のために
玉女池
立
に立ち
寄
る。そこで
発見された玉女像が、のちに碧霞元君とし
て祀られるようになる。この真宗皇帝の故事が、
様々
伝えられる碧霞元君の由来に関する最も有名な話の一つであ
る
。
だが
『宋史』には真宗の泰山巡幸の記述は見られるが、
こ
こに述べ
ような玉女像を祀るという記載は
見られない
。
８０
おそら
く、これは真宗皇帝の側近であった王欽若が、皇帝の権威を高めるために作為した話であろう。
または
、真宗は在位中に多く
の神仙に封号を与えており、東嶽大帝や炳霊公など
にも
封号
を
与え
ている
。
そのため泰山諸神への
追
号
に際して、碧霞元君へ
の封号もおこなわれ
た、と誤って
認識
され、
『宋史』の記述が改編されたのかもしれない。
 
 
 
 
 
石像女神の出現に関する伝説のうち、その前段、すなわち漢代以来の金童と玉女の像のことは問題にする必要もない。
金童・玉女とは、天帝の傍に侍する仙童仙女を想定した道教ふうの名称で、小説類の話にもなる。玉製の両名が下界にくだって范喜良と孟姜女になったという類の話にもなる。玉製の女神像というところから その前身を附会して仙界の玉女
                                        
       
 
７９
 馬端臨『文献通考』巻
九十郊社
二三
（台湾商務印書館
、一九九〇年）
。
これ以外にも、王之綱『玉女伝』や王圻『稗史彙編』など
にも玉女の話は見られ、いずれもほぼ同様の内容である。
 
８０
 管見の限り『宋史』「真宗本紀」や「礼、封禅」などの真宗に関する記述部分に関連する記述は見られないが、瑞祥が起こったという記述はあるため、あるいはこれら部分から改編された かもしれない。
 
62 
としたまでである。ただ真宗登封の際の石像出現が、のちの碧霞玄君の由来だとする後段は、事が実在した皇帝にも関係するだけに、荒唐無稽だといって
無視
することはできない。
 
 
 
 
この石像出現の話では、石像は聖帝つまり東嶽帝の一女とされたという。発見の場所が泰山頂だから聖帝の女だろうと
いったまでで、他に根拠はない。神の素性を附会して、権威づけに天帝の孫だの黄帝 女だというのは毎度のことである。８１
 
 
このように玉女を由来とする説も、
多くは皇帝の権威付けをするために語られた、
一
種の天書のようなものであった。
また
『使琉球雑
録』
８２
には碧霞元君の封号の変遷
に関する記述
が見られるが、その内容を見るに媽祖と混同されている。
ちなみに、
現在
、泰山山頂の
玉女池は埋め立てられてしまい、その跡を見ることはできない。
 
 二、
「
黄帝が泰山に遣わせた七女神のうちの一人が後に修道して神となったとする説
」
 
 
この説は、黄帝が泰山に西崑真人を迎えるために七女神を遣わした。そして
七女神の一人は泰山に留まり
修行
を続けた。こ
の
女神
が後に
碧霞元君
となった
、とする
説
である
。
 
 
玉女者、天仙神女也。黄帝時始見、漢明帝時再見焉。按玉女考、李諤瑶池記云 黄帝嘗建岱岳観、遣女七雲冠羽衣、焚修
                                        
       
 
８１
 澤田瑞穂、窪徳忠著『中国の泰山』（講談社、一九八二年）
八三頁。
 
８２
 汪楫『使琉球雑録』
巻五「神異」。
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以迓西崑真人。
玉女盖七女中之一、其修而得道者。
８３
 
 
これ以外にも『登岱記』や『泰山記』、『登泰山記』などにも
同様の
記述がみられる。いずれも碧霞元君の出自を黄帝と関
連付けることで神格を高めようとしたのではないだろうか。しかし、澤田瑞穂は
次のように述べ否定する。
 
 
聖帝の女というくらいはましなほうである。ほかに黄帝が岱嶽観を建てるときに七人の女を遣わし、修行をして泰山に西崑真人を迎えさせたが、玄君はその中の一 だろうなどという、まったく道士が捏造したらしい説さえある。これは
本来
は南麓の王母池に関する口碑で、例の七仙姑が山上の池に下って水浴をし という白鳥処女型説話 焼き直して王母池に附会したも であった。
８４
 
 
これら七仙女の故事は王母池に伝わる伝承を、道士たちの作為により碧霞元君の伝承として作り変え
ている
。
この伝承はい
ずれも王母池伝承をもとに作られているところに共通性
がみいだせる。
 
 
三、
「華山の玉女が
後に碧霞元君として祀られるようになったとする説
」
 
                                        
       
 
８３
 前掲
『岱史』巻九「霊宇紀」（胡立東総纂『泰山文献集成
（
第二巻
）
』泰山出版社、二〇〇五年、
一〇六頁）
「王之鋼玉女伝」。
ここに
『玉女考』、李諤『瑤池記』
が引用される
。
 
８４
 前掲
『中国の泰山』八三頁。
 
64 
玄君者、不知其所由始。
或曰即崋山玉女。天化之祝釐祈福者趨焉。祠宇頗瑰偉、而歳所入香緡以万計、用供県官匪頒。
８５
 
 
もともと「玉女」は特定の神を指す言葉ではなく、金童玉女など広く普通名詞として使われていた。一部の道書で泰山碧霞
元君は、華山玉女であると述べられたため、このような伝承が伝わるようになった。しかし、多くの人々はこの故事を信用していない。
 
 四、
「民間の娘が修道したため女神となり
碧霞元君に封じられたとする説
」
 
 
これに関する伝承は、いずれも民間の娘が泰山で修行を
した結果
、得道して仙人となったのが碧霞元君であるとする。
 
 
漢明帝時、西中国孫寧府奉符県吉士石守道妻金氏、中元七年、甲子、四月十八日子時、生女名玉葉。貌端而性頴。三歳解人倫、七歳輒聴法。嘗礼西王母、十四歳、忽感母教、欲入山、得曹仙長指入天空山黄華洞修焉。
･･････天空蓋泰山洞、即
石屋処也。三年丹就、元精発而光顕 遂依於泰山焉。
８６
 
 
                                        
       
 
８５
 王世貞『 遊泰山記』 。
 
８６
 前掲『岱史』巻九「霊宇紀」（胡立東総纂『泰山文献集成（第二巻）』泰山出版社、二〇〇五年、一〇六頁）に『玉女考』、李諤『瑤池記』を引く。
 
65 
金氏の娘の玉葉は非常に聡明で十四歳で山に入り修行
した
。その山が泰
山
であった。
また、玉葉の誕生日の四月十八日は碧
霞元君の生誕日でもある。この伝承に従うならば玉葉の生まれた日がそのまま碧霞元君の生誕日となった。
これに類似する故
事では、
徂徠山に住んでいた石敢当の娘が山の中で道姑に出会い、道姑に見出さされ修行をおこない仙女になった。仙人に
なった後、玉皇大帝が泰山に神仙たちを集めて、誰を泰山の主にするか相談した。そして石敢当 娘が泰山の主に選ばれ碧霞元君に封じられた。この時、 の中で娘が出会った道姑は西王母であり、泰山の主になれるよう石敢当の娘に様々な助言を与えていた。
 
 
このような
民間の娘
が碧霞元君になったという故事は多く見られるが、いずれも石氏の娘とされている。泰山は避邪物とし
ての「石敢当」がよく
知られている
ため、あるいはこ
れ
に
関係して
、
こうした
伝承がつくられたのかもしれない。
そのほか民
間で巫術などにより人々の病気をなおしていた道姑を由来とする説など様々きかれる。
 
 
以上のように碧霞元君の伝承は四
種類に分類されるが、いずれも道士や民間伝承を改作したものであり
信憑性に欠ける。し
かし見方を変えると、これほど広い範囲、社会階層にまで碧霞元君信仰が浸透していた証明にもなるであろう。澤田瑞穂は「ほ にも
華
山の玉女だったとか、もと民間の娘が得道して玄君に封じられたなどの諸説もあるが、すべては道士や民間巫女
などが思いつきで述べたでたらめである」としながらも、「真宗をはじめ王欽若など実在人物名の出る前記の石神出現説は、民俗信仰の面 らみてもあり得ること 、注目してよい。」と述べ、その理 を「符瑞」「泉神の神」「水と女神」「浮かぶ石」「発見者」「演出者」の観点から論じる。
８７
 
 
（三）
『醒世姻縁伝』
にみられる
碧霞元君
 
                                        
       
 
８７
 前掲『中国の泰山』八三―八七頁。
 
66 
では、この碧霞元君は民衆の間でどのように信仰されていたの
だ
ろうか。明代
の
小説『醒世因縁伝』
に、
泰山
参拝
の様子に
ついて書かれた箇所がある。『醒世因縁伝』は全百回の小説で当時の社会や家庭生活
など庶民の生活に
ついて
描かれる
。ここ
から明
代
から清初にかけての社会の様子や、人々の生活の一端を窺うことができる
 。
８８
特に
第
六十八、六十九回では
人々が集
団で
泰山
の
碧霞元君を参拝に行く
様子が描かれ、
当時の
泰山信仰の様子や碧霞元君がどのように信奉されていたのかも見るこ
とにする。第六十八、六十九回を大まかにまとめると以下のようになる。
 
 
老候と老張
の
二人の道姑が
、
素姐から金を騙し取ろうとあれこれ画策する。この素姐という人物は狄員外の息子の狄希陳
の妻である。狄希陳は監生であり、狄員外は非常にまじめな人柄であった。そのため、老候と老張は素姐から金を奪おうと、狄希陳の家
を
二度
訪れるが
、そのたびに狄員外に見つかり、何もできぬまま門前で追い返されてしまうのであった。
やがて素姐の父 薛教授が亡くな
ると、素姐は
葬儀のため
に
実家
へ
戻る。この機
に付けこみ
道姑たちは素姐に会おうとし
                                        
       
 
８８
 魯迅は銭玄同にあてた書簡の中で『醒世姻縁伝』について次のように
述べる
。
 
「……
則無非以報応因果之談、写社会家庭之事。描写則頗仔細矣、譏諷則亦或鋒利矣、較之《平山冷燕》之流、蓋誠乎其傑出者
也、
……」
『魯迅書信集』上巻
 
第
六三
函（人民文学出版社
、一九七六
年）
六三
頁。また胡適も『醒世姻縁伝』について言及
してい
る
。
「『
醒世姻縁
』
真是一部最有価値的社会史料。他的最不近情理処、他的最没有辦法処、他的最可笑処、也正是最可注意的社会史
実。（省略）并且是一部最豊富又最詳細的文化史料、我可以預言、将来研究十七世紀中国社会風俗史的学者、必定要研究這部書、将来研究十七世紀中国政治経済史的学者、必定要研究這部
書、将来研究十七世
紀中国政治腐敗、民生苦痛、宗教生活的学者、也必定要
研究這部書 」
『胡適文存』第四集第三巻（台湾、遠流出版公司、一九八六
年）
七一
頁。
これらからも『醒世因縁伝』が当時の社会
の様子を反映して描かれていることがわかる。
 
67 
たが、薛教授夫人は狄員外よりもさらに手強く、付け込
こ
む
隙が
なかった。その後、薛教授夫人
も
亡くなり、素姐が再び
実家に戻ったとき、薛夫人の弔問と称し再度会いに行った。今度は阻む者もなく、家の者も弔問に訪れた人を追い返すわけにもいかず すんなり素姐に会うこ ができた。そして言葉巧みに素姐を誘い、泰山参拝に誘い出す。だが素姐の
まわ
りの者は道姑二人が信用 らぬ人物と知っており、素姐が騙されていると分かって たので、何とか行くことを止めようとするが素姐は強く反発し聞
き入れない。そのため、その後、何か
に
つけて老候、老張の二人に金をだまし取られるよう
になってしまう。
８９
 
 
老候と老張
の二人の道姑
は信用ならぬ人物として知られていたが
、
素姐は
何も知らずに二人に騙されてしまう
。二人が最初
に素姐と話す機会を得たのが薛夫人の葬儀の
場
であり、
次のように
素姐を誘う。
 
  
 
俺忙得異常、要料理社中的女菩薩們往泰山頂上焼香、没有工夫 不擾擾罷
 。
９０
 
 
この言葉を聞いた素姐は、
弔問から帰ろうとする
所を
二人
に
引き止め
られ
、「女の信者たちが泰山へ参拝をしに行くための
準備をしないといけないので
…
」と言
う言葉で
興味を引くよう
仕向け
その場を去ろうとして、さらに
の興味を引こうとす
る
。
 
                                        
       
 
８９
 前掲
『醒世姻縁伝』
第
六八、六十九回。
 
９０
 前掲
『醒世姻縁伝』第
六八回
。
 
68 
この当時、泰山参詣に行くのに、個人
や
少人数で行くことはもちろんあるが、
村
の
者や特定の
集団の
者たちが
信仰
のための
集団
を組織して
参拝に
赴くこともあった
。このような
人々の
集団
は「香会」とよばれ、参加者
は「
香客
」
と呼
ばれ
た。香会に
は
様々な
形態が
見られた。
道姑達は素姐を誘い出すための口実として泰山への参拝を口に
する
。
 
 
四月十八頂上奶奶的聖誕、比這白衣奶奶的聖誕更斉整、這是哄動三十合属的人烟、天下的貨都来赶会、買的衣服首飾、瑪瑙珍珠、甚么是没有的？奶奶們都到廟上、自己棟着相応的買。
 
素姐没等他両個説了、截着説到、這們好是、你二位不該合我説声、契帯我出去走走么。
 
９１
 
 
興味を持った素姐に対して、
道姑たちはさらに先日行なわれた頂上奶奶の祭りの様子を
語りだす
。ここで言われている頂上
奶奶とは碧霞元君のことであり、四月十八日は碧霞元君の
生誕日にあたる
。このように泰山への
進香や
碧霞元君祭には
、一度
は
行ってみたいと思わせるほど
人々の心を引き付ける
一種のイベントのような
ものであった
。その後も老候、老張の二人は
あ
の手この手をつかい
素姐を誘い続け、碧霞元君がどのような神である
か説明
して、さら
なる
興味をもたせる
。
 
 
且是這泰山奶奶掌管天下人的生死福禄。人要虔誠上頂焼香、従天上挂下紅来、披在人的身上、笙
簫細楽的往頂上迎哩。要
不虔誠的人、王霊官就把人当時捆住、待動的一点兒哩。心虔的人、見那奶奶就是真人的肉臉、要不虔誠、看那奶奶的臉是
                                        
       
 
９１
 同上注『醒世姻縁伝』第
六八
回
。
 
69 
金面
 。
９２
 
 
泰山奶奶は人の生死や福禄を掌り、誠実な人が焼香
すれば、天上より赤い布が垂れてきて身体にかかり、音楽とともに頂上
に迎えられる。もし不誠実な人であれば、王霊官がすぐさま縛り
つけ、全く
動けないようにしてしまう。誠実な人には
奶奶
の
顔が生身の人間の
ように
見え
、不誠実な人には金
面
に見える。これは現在の碧霞元君とは少し
異なるようである
。今日の碧霞
元君は眼光娘娘と送子娘娘と共に祀られることが
一般的であり、
その
職能は福授の神とされ、特に
女性の願い全般に関係する
神とされる。ここにあるように人の生や福禄を
叶える
ことはあっても、死
を司るようなことはない
。これは東
嶽
大帝が人の生
死を掌る
ために
、両者が混同されたのかもしれない。この頃はちょうど碧霞元君信仰が盛んに
おこなわれるように
なる時
期で
あり
、東
嶽
大帝の信仰を上回るようになっていた
ため、同じ泰山神である
両者の神格が混同されていても不思議
はない。
 
また、
泰山は
死者の
魂が集まる場所で、
死後の事
は全てここでおこなわれる
とさ
れる
。
元々、
泰山の麓にある蒿里山が
冥界
への入り口
といわれ、ここが現世と冥界をつなぐ場所であり、冥界そのもので
あった。
泰山と
蒿里山は
役割を分かち合ってい
たが、次第に泰山
に
同一化されていく。
９３
「泰山奶奶掌管天下人的生死福禄」
という記述があることからも、
この当時
はまだ
泰山が命の生まれ出る場所で、蒿里山が
死者
の魂が集まる場所と
して
、
それぞれ
生と死の場所が
区別されていた
ことがわかる
。
第六十九回では、泰山で
進香
を終えた帰り
道に
蒿里山
にも参拝
をすることになる。ここで泰山が生を掌り、蒿里山が死を
司る
という
記述を
見る
こと
ができる。
 
 
                                        
       
 
９２
 同上注『醒世姻縁伝』第
六八
回
。
 
９３
 前掲
『泰山
‐
中国人の信仰』
一六
‐
一八
頁
を
参照。
 
70 
這
蒿里山離太安州有六七里
遠、山不甚高、也是个大廟。両廊塑的是十殿閻君、那十八層地獄的苦楚無所不有。伝説普天地
下、凡是死的人、没有不到那里的。所以凡是香客、定到那里、或是打醮超度、或是焼紙化銭。看廟的和尚道士、又巧于起発人財 置了籤筒、籤上写了某司某閻王位下的字様。焼紙的人預先討了籤尋到那里、看的那司里是個好所在、没有什甚麼受罪苦悩、那児孫們便就喜歓。若是甚麼上刀山、下苦海、碓搗、磨研的悪趣、当真就象那亡過的人在那里受苦一般、哭声震地、好不凄惨。
天象起于人心。
这
般一个鬼哭神
嚎
的所在、你要他天晴気朗、日亮風和、怎麼能
够
。
自然是天昏地暗
、日
月无光、陰風颯颯 冷気颼颼。
這是自然之理。人又愈加附会起来、把
这
蒿里山通成当真的
鄷
都世界
 。
９４
 
 
蒿里山
は泰安州から六、七里離れた場所にあり、さほど高い山ではないが大きな廟が建てられていた。廟内
に
は
、
十王の塑
像が
置かれ
、
さらに
地獄の様子がここかしこに描かれていた。
人々は
死後に
蒿里山に
魂が集まるという
伝え
を
信じており、泰
山進香の帰りに蒿里山でも参拝をおこない自らの死後の安寧を祈った。一般に中国の北方では蒿里山、南方では
鄷
都が冥界の
入口といわれる。
 
また
『泰山小史』にも同様に
蒿里山の様子
が
記載
される
。
 
 
在州南二里許。一名亭禅、一名蒿里、与社首相聯。語謂 死 魂必帰于蒿里。山上建森羅大殿、三曹対案 七十五司、各塑神像、俗云地獄 迄今人有死者、輒焚紙祭奠奠于此 白楽天詩云、東岳前後魂、北邙新旧骨。樊殿直『廟記』云、人生受命于蒿里 其卒帰于社首。噫。設像為教、不過使人知所畏、而図其善耳。
昔吴道子画地獄相于成都、観者咸惧、市上屠
                                        
       
 
９４
 前掲
『醒世姻縁伝』第
六九回
。
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沽皆不集。今之游此者、尚怡然戯
戏
謔、可為不知命矣。
 
群生悲邙、
兹
复有蒿里。
擾擾百歳間、帰蔵終厥始。生者日以以生、死者日以死。総之此精霊、循環浩無已。象教誰為設、
苦心寧吊詭。欲令蠢蠢徒、睹之
生為喜。夷彼恣頑冥、罔
究空王理。罪福案昭然、尽作傀儡視。安得邯鄲翁、夢後悟真指。
永脱生死関、来去無涯涘
 。
９５
 
 
ここに記述される内容も
『醒世姻縁伝』
とほぼ同一
であ
り、『醒世因縁伝』に
描かれ
る蒿里山は、当時の人々の様子を詳細
に反映していたことが知られる。
だが、ここ
で述べられる
ような
蒿里山での冥界信仰は現在では残念ながら無くなってしまっ
た
。それは蒿里山
や泰山の
信仰が明代以降衰え
た
わけではなく、
民国時期に内戦の影響により
蒿里山にあったこれらの廟など
が
破壊され
、
信仰の場所が無くなってしまったからである。
９６
 
では、『醒世姻縁伝』
に描かれる人々の
泰山参詣の様子はど
うであったのか
。
 
 
你看大嫂説的好
話
呀！要是上不得抬
盤
的、他也敢往俺這会里来
麼
？楊尚書宅里娘
兒們
夠
五六
位、北街上孟奶奶娘們、東街
上洪奶奶、汪奶奶、耿奶奶、大街上張奶奶、南街上汪奶奶、後街上劉奶奶娘兒們、都是這些大人家的奶奶。
那小主兒也挿
的上麼？
 
９７
 
                                        
       
 
９５
 前掲『泰山文献集成』巻二『泰山
小史
』「蒿里山」
三九〇
頁。
 
９６
 前掲
『中国の泰山』
六九‐七二
頁。
 
９７
 前掲
『醒世姻縁伝』第
六八回
。
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老候
と
老張
は、村の多くの女性を集め、「香」という団体を組織して泰山参拝に向かう。物語では、二人の道姑は
素姐をだ
ますために良家の
夫人たちも大勢
来るとウソをついた
。しかし、実際に進香のために集まったのは
、
各
家々の使用人や下女た
ちであっ 。
当時の泰山信仰 隆盛は、こ
のような者達によ
り
支えられていた部分もあった。これは女性の参拝者
の多くが
碧
霞元君
への進香を目的として泰山へ参拝していたことわかる。こ
のように
泰山には多くの人々が
碧霞元君
参拝のために訪れ、
とりわけ女性の信仰を広く集めていたことがわかる
。
 
 
泰山参拝にあたり
、素姐は家族や身内に進香に加わることを強く止められるが、その注意を聞き入れず、無理やり参加して
しまう。この二人の道姑にだまされ素姐が道姑達一団と泰山へ出発する時の様子が次のように書かれる。
 
 
然後一群
婆娘、豺狗陣一般、把那驢子
乱
攛
乱跑
。有時你前我後、有時你後我前。有的在驢上抱着孩子、有的在驢上墩掉
鬏
髻、有時偏了鞍子墜下驢来、
有的跑了頭口喬声怪気的叫
叫喚
、有的走不上幾里説肚腹不大調和、要下驢来尋空地屙屎、有
的説身上不便、要従被套内尋布子夾
屄
、有的要叫孩兒吃乳、叫掌鞭来牽着彊縄、有的説麻木了腿骨、叫人従鐙里与他取出
脚去、有的掉下丁香、叫人沿地找尋 有的忘了梳匣、叫人回家去取。
跐
鐙的尖土扛天、臊気満地。這是起身光景、已是大
不堪観
 。
９８
 
 
出発の様子は見るに耐えない状況であり、とても
進香
に行くための集団
と
は思えない。
道姑たちの集団は泰山進香を
目的と
しているが、実際のと
ころ大勢で騒ぎながら行く観光旅行と
大きな
違いがなかった
。これは『醒世姻縁伝』での場面であり、
                                        
       
 
９８
 前掲
『醒世姻縁伝』第
六八回
。
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実際に泰山へ行く香客達が全てこのようであったと思えない。素姐たちの進香団は特にあさましさが強調されて書かれているのかもしれない
。
 
 
這在家門子上沿街跑着焼信香、往太安州路上揺旗打鼓、出頭露面的、人説這狄友蘇的婆子、倒也罷了
 。
９９
 
 
素姐
たち一団は、進香の道中
でも
旗をかかげ太鼓を鳴らしながら進む
。このような様を
道中、だれかに見られたら身内の者
は恥ずかしくてたまらないから、やめるように素姐の妹は引き留める。
実際は全てがこうであったわけではなく、道中に見ら
れる廟でも参拝を行い善行を積みながら目的地を目指す
。これは、泰山奶奶に自分たちの行動を
全て
みられているため、善行
により積
んだ徳で
自分に吉祥が訪れるよう
祈るのであった。こうして
常に
善を積むのも大切
な信仰活動で
あ
った。
 
 
こうして
素姐
一行は、
道中様々なことを
起こしながらも
、ようやく泰山に到着する。
到着すると
泰山の麓の宿
で一
泊
し
、翌
朝早くに頂上へ向け出発する。頂上に到着し
碧霞元君が祀られている聖母殿前
の
様子
は次のように描かれる
。
 
 
那管香税的是歴城縣的縣丞、将逐位的香客点名点進、方到聖母殿前
、
殿門是封鎖的。因里辺有施舍的銀銭袍服、金銀娃娃
類、所以人是進不去的。要看娘娘金面的人、都墊了甚麼 従殿門格子眼里往里観看。
素姐
踩
着狄希陳的両个肩膀、狄希陳
両只手
攥
着素姐両只脚、倒也看得真実、也往殿里辺舍了些銀子
 。
１００
 
                                        
       
 
９９
 前掲
『醒世姻縁伝』第
六八回
。
 
１００
 前掲
『醒世姻縁伝』第
六九回
。
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一般に、東
嶽
大帝は夜明けとともに居所の
宮殿
から出巡してし、夜にようやく戻ってくる
とされる
。そのため参拝客たちは
日の出前に殿の入り口に押し寄せ殿宇から
出てくる東
嶽
大帝に願いを聞いてもらうのであった。そのため泰山に登る多くの参
拝者が夜中のうちから山頂を目指した。
 
素姐が山頂の碧霞元君殿に到着すると、殿宇
での
参拝は県丞に管理されており、参拝客は名前を呼ばれた者から一人一人
順
番に
中に入ることができた。しかし、聖母殿の入り口は閉じられて
おり、
殿内には奉納された銀子や金銀の人形などが置かれ
て
いるだけであった
。
参拝客たちは何とかして
碧霞元君
像
を
拝もうと
、
何かを踏み台にして
、ようやく
元君の顔を拝むので
あった。
素姐は
夫の
狄希陳の肩を踏み台にして、格子の隙間から碧霞元君像を拝んだ。
 
 
泰山頂上にある碧霞元君廟の様子は、このように記述されており、当時、碧霞元君に参拝する人々は役人がある程度の制限
を行わなければならないほど参拝者が多
かった。
また、これら香客から参拝料を徴収することで政府には莫大な収入がもたら
された。
 
 
而して香客（参拝人）の喜捨する金銭物品は甚だ多く岱史（明万暦年間の書）に拠れば春秋のみにて二万銭を超え、香税とて官を遣はし、一省の重要なる収入となつたと言ふ。
１０１
 
 
                                        
       
 
１０１
 馬場春吉「泰山神に就きて」（「外交時報」七九八号、八一―九六頁。一九三八年）。これ以外にも泰山の香税に関しては澤田瑞穂「泰山香税考」（澤田瑞穂『中国の民間信仰』（工作舎、一九八二年）
や葉涛『泰山香社研究』（上海古籍出版社、二〇〇九
年）
などに詳しい。
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このように泰山進香は、民衆の心を引き付け、様々な願いをかなえるだけでなく、地元政府にとっても非常に重要な収入源
と
なって
おり、民衆にも地元政府にとっても泰山は欠かせない場所であった。
 
  小結
 
ここまで
碧霞元君についての来歴や『醒世姻縁伝』に書かれる当時の泰山信仰や碧霞元君信仰について検討してきた。碧霞
元君は由来や呼称について多くの伝承があり、不明な部分が多い。真宗
皇帝
が碧霞元君の封号を授けたとされる場合も、封禅
のため泰山に巡幸したことが封号を与えたことに結び
つけ作為された話である。
この事から
も
碧霞元君の名称が真宗の頃には
存在していたことを窺わせる。また顧炎武や顧頡剛などの調査などで示されているように、信仰の範囲は泰山一帯に留まらず、かつては北京
など各地
にも多くの廟が存在して
いた。
その中
でも北京の
五頂や妙峰山
とよばれる有名な碧霞元君廟
が
あった。
北京の碧霞元君信仰については第二章で検討する。
現在でも中国北東部を中心に広く信仰され、中国南方の媽祖や観音と並ん
で中国を代表する女神である。
 
また『醒世姻縁伝』
に
泰山参拝の様子が描かれているが、これは当時の人々にとって、日本でいう
富士講や
お伊勢参りのよ
うなもの
である
。そのため素姐のように周囲の強い反対を押し切ってまで参詣に行く話しができたのであろう。こ
こに
描かれ
ている碧霞元君は主に女性に広く信仰されており、進香が盛んに行なわれていた様子も見てとれる。この当時すでに泰山で信仰の中心と っていたのは、東
嶽
大帝から碧霞元君に移り変わっていた。冥界の神としての東
嶽
大帝より
も、祈る者の身近な
願いを叶えてくれる碧霞元君のほうが
広い信仰を集めるようになったのかもしれない。
 
泰山地獄の長官としての
東
嶽
大帝信仰や機能は蒿里山へと移り変わ
っていく
。蒿里山は冥界
と現世をつなぐ場所、
さらに
東
76 
嶽
大帝や閻魔王に代表される十王など死者の魂が集まる場所
として
、泰山は命が生じる所と役割が
分離していく
。
 
このように
東嶽大帝信仰から
碧霞元君
信仰
へと泰山信仰は変遷をみせる。そして
明代以降、
碧霞元君は
泰山で非常に盛んに
祀られるようになったが、それ以前には、東
嶽
大帝やその
息子の炳霊公なども信仰を集めていた。これらの神は信仰が衰えて
、
炳霊公に至っては現在ではほぼ祀られることがなくなっている。
 
また
羅香林やシャバンヌ、澤田瑞穂などの泰山や碧霞元君に関する研究は、二十世紀前半の、まだ進香活動が盛んにおこな
われていた頃の様子を知ることができる非常に重要な資料である。これらの研究以降、碧霞元君に関する目立った研究は見られない。近年になると呉效群
氏
や劉錫誠
氏
に代表されるように北京の碧霞元君廟の研究が盛んにおこなわれるようになった。
これら研究でも碧霞元君の来歴について検討される場合が多いが、基本的には羅香林などの研究を紹介するにとどまり、その範囲
を超えない。また台湾では呉龍安
の研究がある。
１０２
呉氏は碧霞元君の由来
を民間の故事、歴代文人の記述、宗教関連の
資料などの面から考察
している
。しかし、これら多くの研究でも来歴については明確にされていない。
 
 
このように明代以降、碧霞元君は東嶽大帝に代わり泰山の神として非常に
篤く
信仰された。それは人々が自身の死後の処
置について、冥界を管理する東嶽大帝から、世継ぎや多産など祈子の神としての碧霞元君へと信仰の対象は移り
変わっていっ
たためである
。その中で明代後期以降になると多くの王族や官僚、富豪の夫人たち
の
寄進
により
各地に碧霞元君廟が建立され、
信仰は
ますます
隆盛する。信仰範囲が拡大するにつれて、庶民の女性たちの信仰も集めるようになる。そして多くは「香」と
いう 集団を組織し 泰山山頂にある碧霞宮へ参拝に訪れた。では、明代の民衆の泰山進香の
様子
はどうであったのだろう
か。
第二章
でその様子を検討したい。
 
                                         
       
 
１０２
 呉龍安「 碧霞元君信仰、 伝説之研究」 （ 台湾中国文化大学中国文学研究所碩士論文、 一九八九年） 。
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第二章
 
北京の碧霞元君信仰
 
 一、北京と碧霞元君
 
北京に
何時ごろ
碧霞元君信仰が伝播したか
。
その時期を明確に特定するのは難しいが、遅くとも明代中期頃にはすでに信仰
活動がおこなわれていた。碧霞元君は、子孫繁栄、病気平癒、請願成就など人々の生活の
中にある
種々の
願望をかなえる現世
利益の神として信仰
を
広く集めた。北京では、
授児
など子孫繁栄に関わる
神格
が貴族の婦女子を中心に広く受け入れられ
ると
、
それぞれ
家廟
で
碧霞元君が祀られるようになり、次第に信仰が盛んになっていく。その後、貴族など一部の者たちに限られ
ていた信仰も徐々に庶民
へと
広ま
り
、清代には多くの民衆の信仰を集めるまでになっていた。
 
これら北京の碧霞元君信仰に関する
研究は、一九二五年に顧頡剛や容庚ら当時の北京大学に在籍していた五人
の研究者
が陰
暦四月
八
日から十日に
かけて
、
妙峰山春期廟会
を
調査
した
の
が最初の本格的調査
となる
。この調査は『京報副刊』で「妙峰山
進香専号」として
同年五月から八月に連続して
発表された後、一九二八年に記事をまとめたものが『妙峰山』
１０３
として出版
された。この調査報告は、中国人の民俗や風俗を初めて本格調査した研究
でも
あり、中国の社会や学術界から大きな反響がよ
せられた。
 
顧頡剛の調査と同時期に
妙峰山調査を
実施した
研究者に
李景漢
がいる
。
１０４
李は『京報副刊』に顧の調査報告が発表される
                                        
       
 
１０３
 
顧頡剛『妙峰山』
（
国立中山大学語言歴史学研究所、一九二八年
）
。
本論では
上海文芸出版社影印本、一九八八年を使用
。
 
 
１０４
 
李景漢は一九二五年に妙峰山調査をおこない、同年八月の中国社会学会の『社会学雑誌』
（
第二巻第五、六期
）
に「妙峰山
「朝頂進香」的調査」を発表している。
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と、調査内容ついて何度も顧頡剛と書簡
を交わした
。
 
一九二七年四月に、顧頡剛は広州の中山大学に着任し教壇に立つことになるが、一九二九年に再び北京に戻り北京大学や燕
京大学で教鞭をとる傍ら、再び妙峰山調査をおこなう。二度目の調査は魏建功や白
滌
洲
などと
共に行い
、前回
の
調査の反省を
踏まえ
、
調査団員それぞれに調査項目を
配分し
効率的な調査を目指した。この調査結果は同年に国立中山大学から「『民俗』
「妙峰山進香調査専号」」として出版された。
１０５
この調査以後も、一九三七年七月に日本軍の北京侵攻により廟会が停止に
追い込まれるまで
顧頡剛は妙峰山廟会をたびたび訪れている。
１０６
 
顧頡剛
の調査
以後、戦争や文革の影響もあり、廟会活動は停止に追い込まれ、同時に関連する調査、研究もほとんど行われ
なくなる。その後、北京で廟会が再開されるのは一九八四年
になってからであり
、
停止後
三十年近く
経ってから
のことになる。
中国の廟会など民間文化復興の潮流は、一九八〇年代に東南沿岸地域から起
こると、
徐々に中国全土へと広まりをみせる。北
京の廟会再興は、一九八四年に崇文区（現東城区）の龍潭公園廟会が最初となる。妙峰山でも一九八三年に簡単な民間文芸活動がおこなわれてい が、これが廟会復興に結びつくことはなく妙峰山廟会再
開までには今しばらく時間がかかる。この頃の
廟会復興の情勢から言えば、妙峰山廟会
の復興は
遅れ
て着手された
といえる。
１０７
 
本章では、こうした中国での廟会復興の流れを踏まえつつ、現在の北京の廟会の状況の考察を試みたい。特に往時の北京で
                                        
       
 
１０５
『民俗』
（国立中山大学民俗学会篇、
第六十九、七十期合刊
）
「妙峰山進香調査専号」
。
 
１０６
 燕京大学の学生新聞である『燕京新聞』の一九三五年（民国二十四）五月九日、一九三七年（民国二十六）五月十一日、十四日、十八日の記事に、顧頡剛や文学院院長梅貽宝が学生を引率して妙峰山廟会へ春游する記事が見られる。顧は二度の調査以外にもたびたび妙峰山を訪れていたことが知られる。
 
１０７
 呉
效
群『妙峰山
 
北京民間社会的歴史変遷』
（
人民出版社、二〇〇六年
）
二三〇頁。
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非常に盛んに信仰活動がおこなわれていた碧霞元君廟会（娘娘廟会）を中心に検討していく。
 
 
（一）
北京の碧霞元君廟会調査
 
 
旧時、
北京には大小無数と言われるほど数多くの寺廟が存在しており、
そこで
最も盛んに信仰されていたのが、現在でも財
神として
多くの民衆
の香火を集める関帝である。清代中期から後期にかけての最盛期には、北京城内だけでも三五〇座以上の
関帝廟があったといわれている。
この関帝
に次いで民衆の支持を受けたのが碧霞元君である。
 
 
碧霞元君信仰がいつごろ北京に伝来したかについて詳しい記録は見られず、時期を特定することは困難である
。だが
元の延
祐六年（一三一九）に北京
に
東
嶽
廟が完成し、泰山信仰がおこなわれていたことから考えると、信仰の伝
来
は意外と早かった
のかもしれない。明代中期頃にはすでに碧霞元君信仰（娘娘信仰）は
一般に広まっていた
。初期の北京の娘娘信仰は、貴
族の
婦女を中心に
信仰を集め
、それぞれの家廟で祀られ
ることが多かった
。時代が下るにつれ、貴族を中心におこなわれていた娘
娘信仰も、徐々 民衆の間に広まる。碧霞元君の
職能
は
、子授けや安産祈願、病気平癒など女性に関するものが中心であった
が、次第に人々の生活全般に即した現世利益をもたらす神として多くの信仰を集めるようになる。
 
北京の
数ある娘娘廟の中で
も
「三山五頂」が最も知られた碧霞元君廟であった。三山とは妙峰山、丫髻山、天台山
であり
、
五頂は北頂、東頂、南頂、西頂、中頂を
指す
。妙峰山は、北京の西の郊外に位置し、丫髻山は東の郊外に、
天台山は石景山の
一部分である
。
また、五頂とは、城壁を囲むように東西南北に位置した碧霞元君廟が、その場所にちなんで北頂・東頂・南
頂・西頂・中頂と呼ばれ
た。
いずれの場所 清代以降、
廟会になると非常に
多くの香客をあつめた。
 
 
 
北京の寺廟で開催される廟会の中でも、これら娘娘廟は特に知られ
た存在であった
。
陰暦四月一日から十五日まで開催され
る妙峰山娘娘廟会には、北京から毎日、数千 ら数万人
の参拝者
が
訪れる
だけでなく、さらに天津や保定、張家口からも進香
80 
者があった。
１０８
周辺地域からも多くの参拝者が訪れる妙峰山廟会の規模の大きさは、泰山廟会などとともに華北地方を代表
する廟会の一つに数えられた。
 
 
この北京の碧霞元君信仰や娘娘廟会について、
当時、
北京大学国学門に在籍していた顧頡剛が一九二五年に実施した調査が
最初の本格的調査である。この調査は同年七月から『京
報副刊』上に「妙峰山進香専号」として発表された。その後、経済的
理由からこの調査報告が書籍として出版されることはなかったが、一九二八年にようやく中山大学語言歴史学研究所から『妙峰山』として出版された。
１０９
顧の調査は、当時の社会や学術界から大きな反響があり、中国民俗学としても初の本格的調査
であった。また顧頡剛と同時期に妙峰山について調査した研究者に、北平社会を研究対象としていた李景漢
１１０
や音韻や方言
の専門家である白
滌
洲などがいる。
顧頡剛
と
李景漢
は書簡
を通じ
たびたびこれら調査について意見を交わしている。また
白
滌
洲の
本来の専門分野
は音韻や方言
である
が、
彼の生家が妙峰山付近であったことから、廟会や進香
について
詳し
かった。
さら
に彼の家族から妙 に関する多くの伝承を伝え聞い
てい
た。
これらの調査報告は、民国時期北京の廟会の様子を知るうえで
非常 貴重
な資料
であり、
現在でも北京の風俗や信仰を研究する際には欠かせない研究である。
 
 
顧頡剛や李景漢の妙峰山碧霞元君廟会調査以降、日本軍による北京侵攻や文化大革命などの外的要因により廟会活動は停止
を余儀なくされる。戦争
終結
後から中華人民共和国成立の一九四九年までの短い期間
に
廟会が開催されることもあったが、妙
峰山も例外 戦争の被害を受けて
いたため
、その規模は往年
に比べかなり
縮小されていた。そのため娘娘廟会についての専
                                        
       
 
１０８
 前掲
『妙峰山』
。
 
１０９
 前掲
『妙峰山』「自序」、七頁。
 
１１０
 李景漢は一九二五年に妙峰山調査をおこない、同年八月の中国社会学会の『社会学雑誌』第二巻第五、六
期に「妙峰山
『
朝頂進
香
』
的調査」を発表している。
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門的調査が実施されることもなかった。その後
、妙峰山娘々廟会に関する研究はほぼ見られなくなるが、
二〇〇六年に呉
效
群
が発表した『妙峰山
 
北京民間社会的歴史変遷』
１１１
を契機に、再び研究が盛んにおこなわれるようになる。呉
氏
の研究は、
顧頡剛の研究を基に、妙峰山廟会に参加する信仰者たちの各種団体である「香会」についての検討、さらには廟会復興の過程や現在の妙峰山碧霞元君廟会につての
考察がおこなわれている
。こ
れ
以降、北京の廟会や娘娘信仰に関する研究が立て続けに
発表され、碧霞元君の由来や妙峰山廟会について盛んに再検討されるよう
になる。しかし、これら研究の多くが顧頡剛の『妙
峰山』と『民俗』「妙峰山進香調査専号」や呉
效
群
の『妙峰山』の内容を紹介するに
止まる
。
 
 
ここでは顧頡剛の二度の
妙峰山
調査と呉
效
群の研究を参考にしながら、北京に伝播した碧霞元君信仰が明代以降、いかにし
て民衆の間に広まり、これほど広く受け入れられるよう なったのか
。
さらに妙峰山や五頂に代表される北京の碧霞元君廟の
歴史や廟会 様子を再検討する。また、一九八三年の民間文芸活動を契機として進められた廟会復興の過程をなぞりながら、現在行われている再興後の妙峰山 廟会や
廟会の特徴、さらには香会の興亡の過程などにも注目して検討をおこないた
い。
 
 
（二）
妙峰山と顧頡剛
の
調査
 
 
北京の碧霞元君信仰を語る
場合、
妙峰山と丫髻山に言及
する必要がある
。北京の東と西の郊外に位置する二つの山は「西有
妙峰山、東有丫髻山」といわれるほど
知られた碧霞元君廟
であった。妙峰山は北京の西郊およそ三十五キロに位置し、南には
永
定河を望む、海抜一二九一メートルの山である。丫髻山は北京の東郊
にある標高三六三メートルの山である。妙峰山は、北
京に数ある碧霞元君廟の中で最も進香が盛んであり、市内の有名な娘娘廟である五頂のさら 上に位置するという意味で「金                                        
       
 
１１１
 呉
效
群著『妙峰山
 
北京民間社会的歴史変遷』
（
人民出版社、
二〇〇
六年
）
。
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頂」と呼ばれる場合もある。また丫髻山は、現在の北京市平谷区劉店郷鎮に位置しており、その起源が唐代まで遡るといわれるほど古くから周辺の人々に親し れた古廟である。清代後期の北京の風俗を記した敦崇の『燕京歳時記』には「丫髻山碧霞元君廟在京城東北懐柔県界。
毎至四月、自初一日起、開廟半月、繁盛亜於妙峰、而山景過之。
都人謂之東山。」
１１２
と述べら
れており、妙峰山に
は劣るものの、北京で最も香客が訪れる碧霞元君廟会の一つであったことが知られる。本節では、北京で
最大規模の廟会であった妙峰山と丫髻山の二つの娘娘廟会について、往時の廟会の様子を中心に考察を こなう。
 
 
妙峰山碧霞元君廟会は明代に始まったとされ
、清代
後期
に最盛期を迎える。山頂の碧霞元君祠は「霊感宮」と称し北座南面
である
。霊感宮を正殿として、広生殿（東配殿）と財神殿（西配殿）、さらに観音殿や喜神殿、月老殿や王三奶奶殿があり、
これらの殿宇を囲むように壁が
設けられる
。
この壁の南側が山門の代わりの入口となっており、入口には「敕建恵済祠」と
記
された
額がある
霊感宮には向かって正面に「天仙聖母碧霞元君」、右に「子孫聖母広嗣元君（子孫娘娘）」、左
に「眼光聖
母名目元君（眼光娘娘）」が祀られ 。また正殿前には香炉が置かれ、香客は香炉の前に立ち、正殿と東配殿、西配殿にそれぞれ香火を捧げる。これら配殿は文革
前と様相を異にする
。
当時は広生殿、三教殿、五聖殿
であった
。
１１３
また、恵済祠の裏
手は東
嶽
廟や玉皇廟
である
。
 
妙峰山の碧霞元君廟会は、清代後期を中心に
隆盛を極め
北京を代表する娘娘廟会と
なっ
ていく。そのため
北京だけでなく、
周辺地域の天津や保定、張家口からも多くの香客が訪れ、華北地域を代表する廟会 一
と言われるほど発展する。
清の乾隆
年間に書かれた『帝京歳時紀勝』に「京師香会之勝、惟碧霞元君為最。廟祀極多、而著名者七。
……
」
１１４
と記されることか
                                        
       
 
１１２
 敦崇『燕京歳時記』「丫髻山」。
 
１１３
 往年の妙峰山配殿については前掲『妙峰山』一三一
‐
一三二頁に詳しい。
 
１１４
 潘栄陛『帝京歳時紀勝』「天仙廟」。
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らも、盛んに信仰がおこなわれていたことを伺い知ることができる。しかし、民国以降、戦争や文化大革命の影響を受け、廟会は半世紀以上の断絶
を余儀なくされる
。
近年
になり廟会が復興されると、再び
民衆の
注目を集めるようになり
、
多くの研究
者が
廟会に
関する
調査
を
おこな
っている
。妙峰山廟会の特徴の一つとして「香会」の存在が挙げられる。香会は、地域や職人
など各種の集団で形成された信仰組織であり、廟会開催
期間
にそれぞれの香会が様々な奉仕活動などをおこなうことで娘娘神
への信仰を表す。例えば、茶棚とよばれる香会は 妙峰山娘娘廟への参道
の途中に
一定距離ごとに
設置され
、参拝客に休憩場
所や粥などの食事を提供する。また、夜間に参道を登る参拝者のために参道に灯りを設置する灯路会など様々な
種類の
香会が
あ
る。
これら
香会
は総じて「文会」と呼ばれる。文会に対して「武会」もある。武会は各種武芸を披露
することで神への信仰
を表す。現在
の
廟会は、往年と比べると香会の規模はかなり縮小されたが、それでも
開廟期間には
一定数の香会
が集まり
、そ
の規模は年々大きく っている。
 
この妙峰山碧霞元君廟会について、最初に本格的な調査をおこなったのが顧頡剛である。顧は一九二五年に容庚・容肇祖・
荘厳・孫伏園の五人で調査をおこなった。顧頡剛
ら
は当時、北京大学研究所国学門付属調査会に在籍していた。この頃、北京
大学国学門では民間文学や民俗学 研究、資料収集に力を注いでおり
１１５
、顧頡剛の調査も北京大学研究所国学門風俗調査会
の依頼により実施
された。調査期間は陰暦四月初八から初十までの三日間にわたり、妙峰山廟 において様々な資料収集をお
こなった。さらに四年後の一九二九年に、顧頡剛は、羅香林、周振鶴ら前回調査とは異なるメンバーで「一八妙峰進香調査団」を組織し、再び妙峰山娘娘廟会調査を
実施する
。
１１６
初回の調査は、調査対象や調査目的を明確に定めないまま
実施した
ため、
                                        
       
 
１１５
 顧頡剛のこれら調査に関する一連の流れは、 子安加奈子『 近代中国における民俗学の系譜‐ 国民・ 民衆・ 知識人‐ 』 （ 御茶ノ水書房、 二〇〇八年） 第四章「 顧頡剛‐ 歴史学者 取り組み」 に詳しい。
 
１１６
 一九二九年の調査は、国立中山大学語言歴史学研究所から『民俗』第六十九七十期合刊「妙峰山進香調査専号」として、同年七
月に発表された。
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思い通りの成果が得られなかったという反省
があった。それを
踏まえ
て
二度目の調査では、団員一人一人に調査目的や調査対
象を与え、分担して香会や廟会の各種状況などを調べることで効率的な調査がおこなわ
れた。
 
また、顧頡剛と同じ年に、李景漢も妙峰山調査をおこなっている。李はアメリカに留学して社会学や社会調査の方法を学び、
一九二四年に帰国
後
は
、
北平社会調査所や燕京大学、清華大学など
の職
を歴任した。李は社会
の
各階層の調査を主な研究対象
としていた。李
が
『社会学雑誌』に発表した妙峰山調査の中で「在我預備這篇報告的時候、可喜有『京報』的五月副刊里、看
見幾篇妙峰山的著作、尤以顧頡剛先生的香会一篇為最有価値。
従此可知対于平民生活的調査、在有知識階級的人中已経有人注
意、実在是可慶幸 事。
」
１１７
と述べ、顧頡剛の調査や中国で庶民の風俗に対する研究がおこなわれたことを非常に喜んでい
る。
 
北京の碧霞元君信仰に関して、顧頡剛や李景漢の調査資料以外にも『順天府志』 どの地方志、さらに『日下旧聞考』や
『燕京
歳時記』など北京の風俗が記述された資料や個人の日記などにも多く
当時の娘娘信仰の様子が
記されている。しかし、
これら資料の記載は、娘娘信仰や廟会の一部
や著者が直接体験した部分の事柄しか述べられておらず、顧や李の調査のように
廟会全体を調査し、整理された資料とは言い難い。よって、ここでは顧頡剛と李景漢の研究を
中心と
しつつ
、さらに『日下旧
聞考』などの資料を用いることでより詳細に、往 の妙峰山碧霞元君廟会の様子を検討してみたい。
 
顧頡剛は『妙峰山』の中で、妙峰山碧霞元君廟会について次のように述べている。
 
 
                                        
       
 
１１７
 李景漢「妙峰山「朝頂進香」的調査」（『社会学雑誌』第二巻第五、六期、中国社会学会）、一九二五年八月。
（李文海主編
『民国時期社会調査叢篇』（宗教民族巻）、福建教育出版社、二〇〇六年、二七頁）。
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妙峰山廟会で貼られる啓帖 
 
 
妙峰山在北京城西北八十里、是仰山的主峰、原来喚作妙高峰的。
牠是北京一帯的香主、山頂廟祀的神是『天仙聖母碧霞元
君』、相伝是東岳大帝的女兒。毎年陰暦四月中 従初一到十五、朝山進香的人非常踴躍、尤其是初六七八三天、毎天去的有好幾萬人。這些人的地域、除了京兆之外、天津及保定方面也很多 旅京的南方女子亦不少。他們有各種的団体
組織、給
全体進香的人以各種的方便、所以雖是道路十分崎嶇、而去的人卻不至於感受怎様的困苦。在這個期間、北京城内外道路上常碰見戴了満頭紅花、支了樹枝作成 手枝而行的男婦們 這即是従那裏進完了香而回来 。紅花是福気的象徴、他們載了帰来、喚做『帯福還家』
１１８
 
 
妙峰山廟会は、毎年、陰暦四月初一から十五日まで二週間にわたり開催され、北京や天津など近郊からも多くの香客が妙峰
山を訪れた。「牠是北京一帯的香主」と述べられていることからもわかるように、開廟期間に多くの参拝客が妙峰山に訪れる
様子は、北京一帯のその他の廟の線香の煙は途絶えてしまい、ひとえに娘娘廟のみ香火が盛んである、と言われるほど
多くの参詣者で賑わった
。
こ
の
期間
には、毎日、数万人の香客が訪れるなど、いかに多くの人々の信仰
を集めていたかを窺い知ることができる。
 
 
妙峰山廟会が近づくにつれ、北京の街の至る所に廟会開催を告げる紙が
貼られる。この紙はただの告知だけのも や、香会の
参加
日程を知らせる
ポスターのような
「
啓帖
（会啓）
」など様々である。
啓帖
には、その香会
の主旨などが記されており、多くは の構成員の自宅 門前に貼られ
、そ
                                        
       
 
１１８
 前掲『妙峰山』一頁。
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れは妙峰山の香会に
属していることも
示
す
。これはその家の者がどの香に加入しているかを示す意味合いもあった。
啓帖の内
容は、妙峰山廟会参加の日程、
山頂で何をおこなうか、香会が所有する碧霞元君像の設置場所
など
である。啓帖は赤や緑の紙
を用い石碑を模し
て作られる
。
一たび廟会での香会の活動期日が終わると、
啓帖
は「惜字会」の人びとにすぐさま剥されてし
まう
。当時の中国では、読み書きも含め「知識」が非常に重視されて
いた。
啓帖
のように文 が書かれた紙、ひいては文字か
書かれた小さな紙屑でさえ信仰の対象となり、惜字会により集められた紙は、しかるべき方法で香火に捧げられた。啓
帖
につ
いて筆者の知る限り、二〇一一年 妙峰山廟会では目にしなかったが、二〇一二年廟会では、廟内のあちこちに
啓帖
が貼られ
ていた。また、中国の友人に
よると
、二〇一二年には地下鉄西直門でも妙峰山の会啓が貼
られていたそうである。
 
 
清代後期になると妙峰山廟会は最盛期を迎え、人々の香火もますます盛んに奉げられるようになる。開廟期間になると娘娘
廟以外の寺廟から参拝客が消えてしまうため、この期間は城内の他の寺廟は廟会を開かず、あえて時期をずら
す
場所もあると
いわれる。また、妙峰山に多くの香客が押し寄せる様子が『燕京歳時記』に次のように描 れる。
 
 
妙峰山碧霞元君廟在京城清峰八十余里
山路四十余里、共一百三十余里。地属昌平。
毎届四月、自初一日開廟半月、香火
極盛。凡開山以前有雨者謂之浄山雨。廟在万山中、孤峰矗立 盤旋而上、勢如繞螺。前可踐後者之頂、後可見前者之足。自始迄終、継昼以夜、人無停趾、香無断烟。
奇観哉。
１１９
 
 
 
娘娘廟は妙峰山山頂に建てられているため、参拝者は険しい山道を登り本殿を目指した。昼夜を問わず途切れることなく続
                                        
       
 
１１９
 前掲『燕京歳時記』「妙峰山」。
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妙峰山旧香道 
く香客の様子は「前可踐後者之頂、後可見前者之足」と
あり
、非常に多くの香客で
参道が
ひしめきあっていた様子がわかる。
廟会開催前 数日間に降る雨は、山を清める雨として非常に大切にされた。妙峰山の山
肌の大部分は岩の
ため
水が豊かな場所
とはいえない。そのため、妙峰山には娘娘
神と水に関する伝説もあるほど昔から水が貴重
であった
。実際、筆者が二〇一二年の廟会を調査した時も雨が降り、山は濃い霧で覆われ
た。車で山を登るにつれ霧が濃くなり
、
運転手は
「
山に霧がかかる は珍しい
」
とい
い、
さらに山腹にある澗溝村から山道を歩いて山頂の廟を目指す際にすれ違った人々の中には、妙峰山の「浄山雨」の故事を話している者もみられた。
 
民国時期の典型的な北京人の家庭生活を描いた『呉の冒険』
１２０
では、呉老太太の孫息
子が病気に
かかったため
、呉老太太は孫の病気が早く治るように妙峰山の女神に願をかけ
た。その後、無事に孫の病気が治
り
呉老太太は
願ほどきの
ため妙峰山に行くことになる。
ここに当時
一般市民の妙峰山
に対する
認識が次のように書かれている。
 
 
霊峰妙峰山の山頂にある碧霞元君の廟は、北京そして実に天津やその周辺地区の膨大な数の敬虔なる仏教徒にとって、
もっとも大切な聖地である。自然環境や風景の雄大さという点ではともかくも、宗教的威望という点では山東省の泰山と肩を並べられる。開山中ともなると、この寺めがけて老若男女数千もの参詣者が文字ど
おり汗を流して参道を上り、今年
                                        
       
 
１２０
 羅信耀著『呉の冒険』（北京クロニクル社、一九四〇年）原文は
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)。一九八八年に藤井省三、宮尾正樹、坂井洋史、
佐藤豊の共訳で平凡社から『北京風俗大全』として出版。本論文は平凡社版を参照
。
 
88 
一年のご加護を祈ったり、掛けた願が成就したことを感謝するためにその信心を表すべく焼香したりするのである
 。
 
廟の本殿には女神が祀られており、女神像がその中央に立っている。広く伝わる説によれば、東岳（泰山）大帝の娘に
あたる神だという。これはほかに玉女娘娘（翡翠の少女の神）とも呼ばれる。一般には、実は「大慈大悲」の象徴である観音の化身と考えられている。それというのも、観音が苦しんでいるすべての人、とく 女子どもの祈りに応えて、彼らを眼前の危難から救ってくれるからである。そ 名には「
霊感」という二文字が冠されている。
 
 
妙峰山の娘娘による奇蹟はたいへん多く、それは北京の家々すべてで決まり文句となっている。神々のなかでもっとも
願い事を聴いて下さり、信心の薄い者に対しても良い報いを下さるとされている。
……
。
１２１
 
 
北京の妙峰山碧霞元君信仰は、その宗教的威望で泰山と比肩されるほど強い信仰を集めていた。実際、泰山まで参拝に行く
ことができない人々は、妙峰山や丫髻山を泰山に見立て、そこに祀られる泰山神である碧霞元君に参拝した。また前章で述べたように碧霞元君の来歴 明確でないものの、「女子どもの祈りに応えて、彼らを眼前の危難から救ってくれる」ことから観音の化身として広く認知され
る場合もあった
。同じ女神であるため碧霞元君や観音、南方の航海の守護神の媽祖などは娘娘神
と呼ばれ、しば ば混同されるが互いに関係はない。いずれ せよ、広く
人々の生活に即した現世利益の願い事をかなえるこ
とから、多くの民衆の信仰を獲得していたという点に
変わり
はない。
 
 
このように妙峰山の開廟期間は、香客にとっては娘娘神に自ら 信仰を示し願いをかなえてもらう機会であっただけでなく、
商人や地元の人々にとっては香客相手に商売をおこなうと う一年
で
最も重要な稼ぎ時でもあった。澗溝村は
妙峰山碧霞元君
                                        
       
 
１２１
 前掲『北京風俗大全』八一頁。
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廟から一番近い村であり
、最盛期には五通りあった北京市内から妙峰山へ向かう参拝ルートの全ての終着地点でもあった。そ
のため多くの香客がこの村で最後の休憩をとり山頂の娘娘殿を目指した。開廟期間になると村人たちの多くは食堂や宿泊所などを営み商売に励んだ。
 
 
山中村民、于此廟会之期、莫不利市三倍。或以稻草為各種玩具、而錫以吉祥之名。「富貴有餘」之紅魚、「招財童子」之紙人、「聚宝盤」「元宝
錁
」
等、均系迎合人心、以達牟利之旨。更有掃除草舍以備香客下榻。総此廟会半月、実為該地招
財進宝之日、 多呼之為廟秋、蓋比之于稼
穯
之收穫也。
 
１２２
 
  
廟会期間
は
、平時に市場で商売をするのに比べ三倍以上の売り上げになった。村人たちにとって、この半月余りの収入は秋
の穀物の収穫と同様、非常に重要な収入源であった。そのため玩具や線香などあらゆるものに縁起の良い言葉を書き香客相手に売り、さらに普段は使用しない建物を掃除して宿泊所として営業した。村人たちにとって年に一度の商売は「廟秋」と呼ばれるほど多くの稼ぎ
となった
。また廟会期間に澗溝村の繁盛する様子が次のようにも述べられる。
 
 
澗口村、為各道香客会集地点。平時不過幾百人家的小村、但這半月之内、街上擁擠情形較北京前門外大柵欄 有過之無不及者。家家房屋都成了 桟、旅館、壮丁做背子、轎夫、為一年中很大的進款。然本村仍不能供給香客的需要。有許多人自
                                        
       
 
１２２
 馬芷庠著『北平旅行指南』（
経済新聞社、
一九三五年）。
一九九七年に北京燕山出版社から『老北京旅行指南』として再版。本
論では燕山出版社版を参照。
一八八―一八九頁。
 
90 
北京帯来肉麺等物、在這里開設露天飯館。価銭較貴、食品亦甚粗劣、最好自帯食品為安全。
 
１２３
 
 
普段は数百
人
しかない小さな村が、この廟会期間だけは前門の大柵欄のような賑わいをみせ、家々は旅館や食堂に変わり、
村の男たちは香客相手の車夫など様々な仕事に就くなど、生活を支えるための貴重な期間であった。しかし
、村を挙げて香客
たち相手の商売をしても、商売のあらゆる物が不足するため
市内
から資材を持ち込みここで食堂など店を開く
者
までいる始末
である。これら食堂 値段が高く質も悪いのに商売が続けられたことからも香客 ちで村が賑っていたことを伺わせる。このように娘娘廟会は、香客にとっては信仰 対象として重要な場所となり、付近の村人達にとっては、生活を支えるための大切な商いの場ともなってい 。この外、北京の乞食に っ も妙峰山廟会は大切な行事であ
った。
開廟期間になると香客目当て
に北京中の乞食がここに集まり、 時ばかりは北京
の街中に乞食の姿が見られなくなったという。
 
 
それでは、このように多くの香客により賑わいを見せる妙峰山碧霞元君廟会
の
様子はどのようであったのだろうか。
 
 
（三）
香
道
 
北京に数ある碧霞元君廟の中でも、西郊の妙峰山山頂に
位置する
碧霞元君廟が最も多くの香火を集めた。城内の五頂と呼ば
れる五か所の有名な娘娘廟の上に位置する存在とし 妙峰山碧霞元君廟 「金頂」と呼ばれた。
 
 
妙峰山在北京城西北約七〇里、妙峰山碧霞元君信仰始自明末、清中期以后、妙峰山香火逐漸旺盛、晩清時奪得了京城内外
                                        
       
 
１２３
 前掲
「妙峰山
『
朝頂進香
』的調査」。
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其他各処的香火、成為民衆信仰的中心、獲得了“金頂”的称号
 。
１２４
 
  
廟会期間になると北京市内から多くの人々が参拝のために妙峰山を目指した。市内から三十キロ以上も離れた場所にある妙
峰山に向かうための道は当然、複数あった。清末頃の主な参道は「四道」とよばれ、それぞれに北京郊外の名所を通りながら、全ての道の終着地点である澗溝村へと続いていた。
 
 
進香之路日闢日多。曰南道者、三家店也。曰中道者、大覚寺也。曰北道者、北安合也。
曰老北道者、石仏殿也。近日之最
称繁盛者、莫如北安合
人烟輻輳、車馬喧闐、夜間燈火之繁、燦如列宿。以各路之人計之、共約有数十万。以金銭計之、
亦約有数十万。
香火之盛、実可甲於天下矣。
 
１２５
 
 
香道は数種類あり、時代によって数の増減があるものの、清末では四つの香道が一般的であった。これら香道は通過する場
所から南道、中道、北道、老北道とよばれた。北京市内から妙峰山までは、この香道を通り往復三
から
五日の行程であった。
そのため香道の途 には茶棚とよばれる香客に無償で食事や宿を提供する場所があった。この茶棚も娘娘廟の信者たちの団体により運営されていた。
 
                                         
       
 
１２４
 前掲
 
呉效群『妙峰山
 
北京民間社会的歴史変遷』「前言」一頁。
 
１２５
 前掲『燕京歳時記』「妙峰山」。
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朝頂的道路原有五条、現在存在的只有四条。南道至京西三家店火車站。中道至大覚寺。中北道至北安河。北道至沙河。最熱閙的是中北道、南道次之、北道又次之、大覚寺行人漸少。
幾条路上共有三四個茶棚。
１２６
 
 民国時期になると中北道が最も香客に好まれ、道中には多くの茶棚が並んだ。これら香道
は
どのような場所を通過したので
あろうか。常華は一九九六年から二年間にわたり香道調査をおこない、当時の香道の様子を詳細に調べた。
１２７
以下これを参
考に簡単ではあるが香道の紹介をする。現在の行政区分に従って簡単に紹介しておく。
 
 
「北道（老北道）」
 
海淀区の聶各庄擡頭村から出発し、関帝廟（或いは龍泉寺）、車耳営村、磨鎌石河、双流嶺、花児洞、
大風口、磕頭嶺、懸空寺、貴子港を通り澗溝村に到達する。道中には八つの茶棚があった。天津から訪れる香客たちは、この香道を通り妙峰山に進香するのが通例で
ある
。そのため道中に設けられた茶棚の
多くも
天津の香会であった。
 
「中北道」
 
以前は妙峰山娘娘廟に進香に
訪れる
人々が最も多く利用した香道。北安河村から始まり、清福観、響塘廟、青
龍山朝陽院、金仙庵、瓜打石 妙児窪などを経て澗溝村へと続く。道中には七つの茶棚があった。
 
「中道」
 
海淀区の北安河郷徐各庄をスタートし、関帝廟、大覚寺、寨爾峪、上平台、
蘿
卜
地、修道路灯会、松棚、三岔澗、
                                        
       
 
１２６
 前掲
 
李景漢「妙峰山『朝頂進香』的調査」二七頁。
 
１２７
 妙峰山の香道についての詳細は、白鶴
群、
張
振華、吴雁、熊英、常華等「妙峰山香道考察記」（北京出版社
、
一九九七年）や李
露露「清代『妙峰山進香図』（劉錫誠主編『妙峰山・世紀之交的中国民俗流変』中国城市出版社、
一九九六年
）
三九―四八頁など
を参照されたい。
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回香亭、菩薩殿、喜神殿を通り澗溝村に到る。道中には十か所の茶棚が置かれた。
１２８
 
「南道」
 
門頭溝の妙峰山郷陳家庄から山を登り始め、西北澗、桃園、南庄、桜桃溝、興隆十八盤、香風嶺などを経由して
最終的に澗溝村に至った。この道中、十あまりの茶棚が香客のために食事や宿泊場所を提供した。
 
 
一九二九年の顧頡剛たちの調査では、
北京
大学に集合した一団は、中北道の要衝であった北安河を目指し、ここで休憩
した
後、妙峰山
に出発する。
１２９
この頃
なると
道路も比較的整備されており、麓の北安河までは車で行くことも
可能であったが、
そ
れより先の登山は、輿や車夫を雇うか徒歩で行かなければならなかった。前述した李景漢の
言う
「中道」とは、顧頡剛たち
と同じ中北道であろう。当時はこの香道が最も栄えていた。香道は、道中の要衝となる場所を中心に茶棚が置かれ、香客たちはそこで休憩や食事をとりつつ、山頂までの道のりに備えた。廟会期間が近づくと、香道を行く香客たちが安全に山頂までたどりつけるように、 路の整備や灯りの設置をおこなう修路会や灯路 と呼ばれる香
会
が登場する
。これら香会については次
節で検討する。
 
妙峰山への進香は、顧頡剛など ような研究者はもちろん、一般市民にとっても一大行事であった。そのため妙峰山廟会に
行く者があると、近所の人々は、自分の代わりに娘娘神へのお参りを頼んだ。当時の北京
の人々、特に女性は城壁の外に出る
ことな 一生を終える者も珍しく なかった。
このように
往復わずか三日から五日の行程であるが、事前準備は大変であった
ことが知られる
。民国時期の北京を紹介したガイドブック『北平旅行指南』には、妙峰山までのルートや交通方法などが紹介
                                        
       
 
１２８
 北京市文物局のホームページ「文博」に中道についての考察が公開されている。
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１２９
 前掲『民俗』一〇八頁。
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されている。
 
 
由山麓至娘娘頂，斜行而上約四十餘里，有藤驕可以代歩。山路崎嶇，有三瞪眼十八盤等險峻。娘娘頂及山前各道，均屬寃平縣所轄，後山磕頭嶺迤北，則為昌平縣屬。
１３０
 
 また、前述の『北平風俗大全』にも老太太が進香に出かけるための準備で家族や近所の人々を巻き込みながら騒がしく出発
の準備をしている
様子
や、廟会で見聞きした珍しい物に興味を示す様子が描かれている。ここからも、当時の人々にとって妙
峰山への参拝がいかに大切で貴重な機会であったことが知られる。
 
 
このように妙峰山へ到るルートは数種類あり、香客はどの道を行くか、自身の
目的に適った道を選んだ。それぞれの香道の
途中には景勝地があり、多くはそこで休憩し、香客同士で情報交換をするなど交流の場所でもあった。
 
 
（四）
文会と武会
 
 
では、これまで述べてきた香会とは、どのような団体であったのだろうか。ここでは一九二五年の顧頡剛の調査を中心に香
会の内容をみていきたい。顧頡剛によると、香会とは次のように述べられる。
 
                                         
       
 
１３０
 前掲
 
馬芷庠著『北平旅行指南』
一八八―一八九頁。
。
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……到遠処的神仏面前進香既成了風俗、於是固定的「社会」就演化為流動的「社会」。流動的社会有二種。一種是従廟
中昇神出巡的賽会、一種是結合了許多同地同業的人斉到廟中進香的香会。……。香会是北方好、因為他們長於社交、有団結力。……。他們在進香中為謀自己的便利、故把同会的人分配了種種職務。同時他們謀別人的利便 故在道中設立茶棚招呼香客進内喝茶、喝粥、吃饅頭、歇夜、尽一点「結縁」 誠意。
……。
１３１
 
 
香会とは、地域
または職業
など社会的に何
かしら
の結びつきがある人々の集団が、神仏への参拝や廟会参加など何らかの宗
教活動を
おこなうために組織した信仰者集団である。それは同一地域に居住している場合や、同一職業の者たちが集まる場合
など、組織する人々は様々であった。日本の富士講のようなものである。
 
香では、各人に何かしらの仕事が与えら
れ
る
。
仕事を真面目に果たすことは神への敬虔さを示すことでもあった。主に中国
北方の場合は、寺廟へ参詣するために組織されることが多かった。
第一章で述べたように
『醒世因縁伝』
１３２
では、ある村の
女性たちが香会を組織し泰山へ参拝にむかう。道中の様々な場所でおこなう進香活動や、別の活動をする様子が描かれており、香会の
活動の一端を知ることができる。
 
  
 
妙峰山在北京城西北八十里、……。
他們有各種的団体組織、給全体進香的人以各種的方便、所以雖是道路十分崎嶇、而去
的人卻不至於感受怎様的困苦。在這個期間、北京城内外道路上常碰見戴了満頭紅花、支了樹枝作成的手枝而行 男婦們、
                                        
       
 
１３１
 前掲
 
顧頡剛『妙峰山』十二、十三頁。
 
１３２
 西周生輯著
『醒世因縁伝』第六八、六九回。
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這即是従那裏進完了香而回来的。紅花是福気的象徴、他們載了帰来、喚做『帯福還家』。
１３３
 
 
香会に参加する者は、当然、自分自身の願いを祈願するために香に加わり参拝に赴く
。
それ以上に「給全体進香的人以各種
的方便」とあるように、自分以外の香客のために様々な奉仕活動をおこなうことで善を積
む。
それが神仏に敬虔な態度を示す
こと
でもあり
、神に対する信仰心の表れでもあった。
 
進香を行う者は、このように香に加わり人々に善行を施すだけでなく、当然、個人で進香をする者もあった。
 
  
 
除了香衆以外、個人的香客的進香方法、就不是這様了。我見有一個、是三歩一拝、一直従山下拝到廟裏。又一個幾乎是一歩一拝、看他様子已経非常疲乏了、但仍是前進 懈。
１３４
 
 
個人の進香者の多くは身内が重篤な病にかかり、その全
快を祈
願するために苦行をおこなった。山頂の娘娘殿までの道中、
厳しい行により
善を積めばつむほど、娘娘神の霊験は顕れやすくなると考えられ
た。例えば、
一歩ごと
の
五体投地や食事や休
憩を全くとらずに何日も参拝を続けるなど行の種類は様々であった。しかし、こういった香客は少数であった。現在、妙峰山の碧霞元君が祀 れる霊感宮の隣に祀られる王三奶奶は、もともと敬虔な碧霞元君の信者であ
り、
彼女の死後におきた霊験に
                                        
       
 
１３３
 前掲『妙峰山』一頁。
 
１３４
 前掲『妙峰山』一五八
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より神として祀られるようになった。
１３５
このように一般の
者
が、生前の敬虔な信仰心から後に神として祀られる場合もあっ
た。
 
 
香会活動は、内容により大きく「文会」と「武会」とに分類される。文会は、娘娘神に対する信仰を表すために、主として
人々に様々な奉仕活動をおこなう集団を指す。武会は、娘娘殿前での演武の披露や、演武のための日々の修練による自己研鑚が、そのまま娘娘神に対する信仰心を示すと考えられていた。
 
 
講の活動形態は多種多様であり、すでに述べた講のほかにもつぎのようなものがある。妙峰山の娘娘廟内見渡す限りに花籠を献納する献花老会。参詣期間中各所のお茶や粥の接待所で破損される陶器を無料で修理することを専門とする巧炉老会。……。こ
れらすべては各業種を代表する職種別組合が寄進するものである。
 
以上述べたものは文会と呼ばれる。「文民団体」と訳せようか。これに対して武会（武術団体）があり、こちらの方は、
多分にスポーツマンタイプの人びとの団体によって組織されたり援助されている。彼らの行う各種の見世物や演芸は芝居
                                        
       
 
１３５
 王三奶奶は清代嘉慶年間の天津の人である。王三奶奶に関する故事は様々ある。碧霞元君の敬虔な信者で、簡単な医術に通じ、
さらに通霊の術も身に付けており、たびたび妙峰山で貧困者の看病をおこなっていた。ある年、王三奶奶は妙峰山進香に訪れた際、山頂で入寂する。死後、彼女の生前の善行は、人々の目に碧霞元君の霊験と重 映った。妙峰山で亡く ことは、天津の人々に大きな影響を与え、各地で様々な説話がうまれた。前掲『民俗』「王三奶奶」六八
―
一〇七頁。殷兆海講述、呂衡撰写『妙峰
山王三奶奶伝説』（妙峰山民俗文化調研組）などを参照。
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がかったものか曲芸的なものがほとんどで、参詣客向けの公演であるとともに娘娘への献納でもあるのだ。
１３６
 
 
妙峰山娘娘廟の香会は清代康熙年間頃から始まったとされる。文会は主に娘娘廟へ向か
う香客に奉仕活動をおこなう集団である。例えば参道の整備
、夜間に娘娘廟を目指す者の
ために灯籠
の
設置、参道の途中に茶棚とよばれる簡単な小屋を建て、そこを通る参詣者に
休憩場所
の
提供
や
、粥や饅頭、茶など簡単な食事を供する。職人集団の香会であれば、そ
の技術を用いた。例えば縫綻とよばれる靴屋の香会であれば、参道に設けられたスペース、または茶棚の一隅で参拝客の靴
の
修理。鋳掛け屋の香会ならば、廟会で使用される鍋など
金物の修理や、参拝客が持ってきた茶碗の修理 どの奉仕活動をおこなった。
こうした
香
会のほとんどがギルドと同様に同一職業者による集団で構成された
 
 
武会は、中幡や五虎棍など各種の演武を披露することで娘娘神への信仰を表す。文会の
ように他者に何かの奉仕活動など直接的な行為をおこなうわけではないが、廟会での技芸披露や日々真剣におこなう演武の修練そのものが娘娘神へ敬虔な態度を示すことであると考えられていた。北京の武会は広く十三檔とよばれ、さまざま 演目が披露された。
 
 
武会の各種の技芸や見世物は、寄席の興業とか外国のボードビル
[軽演劇
]に比べられるが、各会にはそれぞれ専門があ
り、会の名称がそのままそれぞれの特技を示している点だけは異なっている。竹竿芸
[中幡
]、銅鑼拍子芸
[花鈸
]、小太鼓
                                        
       
 
１３６
 前掲『北京風俗大全』八四頁。
 
 
妙峰山娘娘廟にある茶棚 
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芸
[花鼓
]、宝箱の芸
[杠箱
]、獅子芸
[獅子舞
]、さすまた芸
[開路
]、五虎棍
[棒を用いた雑技
]、重量挙げ
[双石頭
]、竹馬芸
[高蹻戯
]（または田植え歌
[秧歌
]として知られる）などがある。最近とり入れられたものには自転車の曲乗りがある。
１３７
 
民国時期になると伝統的な十三檔の演目以外に、自転車の曲乗り
など新しい雑技を演
目
として取り入れ
披露する香会なども見られたようである
。
筆者が調査した限りでは、
現在の廟会では、やはり十三檔が中心であり、香会として雑技が披露されることはない。１３８
香
会によっては出身地ごとにその技芸を競い合い、見物人の歓声の大きさだけでな
く、小道具や衣装の美しさ 、芸の上手さを競うことで出身地の栄誉を背負っていた。これら武会の主な観客は、妙峰山進香に訪れた香客であったが、近隣の村からは、この技芸を見学するためにわざわざ訪れる者も少なくなかった。廟会期間中日にあたる陰暦四月五、六、七日が最も多くの香会が登場し、廟会が一番盛り上がる でもあっ 。
 
一九二五年に顧頡剛が中北道でおこなった調査はわずか三日間と短い期間であったが
それでも
、調査された香会は九十九にのぼり、それぞれの様子が記録されている。香会
はそれぞれ異なる目的を持った奉仕団体であるので 設立年代や成立過程はそれぞれ異
なる。香会は一般的に「○○会」と呼ばれ、活動の度合いや成立後の経過年数により、さらに別の呼称で呼ばれることになる。例えば成立後、百年未満のものは「○○聖会」、百年を超えると「○○老会」と会名を改めることが可能となる。さらに皇帝                                        
       
 
１３７
 前掲
 
『北京風俗大全』
 
八四頁。
 
１３８
 筆者は二〇一一年と二〇一二年の妙峰山春季廟会を調査したが、登場する香会（花会）はいずれも十三檔の演目であった。
 
 
妙峰山廟会での武会（五虎棍） 
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により封ぜられた香会には「皇会」の名前が与えられ、他の香会より地位が高いとされた。香道で香会同士が出くわした場合、互い 道を譲らず争いにな
ることもしばしば見られたが、このように香会の「格」に明確な差がある場合は格の低いほうが道
を譲るのが決まりであっ 。
 
顧頡剛の調査に記録される九十九の香会、さらに、調査時に山頂の娘娘殿に建てられた碑文に記された会を分類すると以下
のようになる。
１３９
 
（一）修路
 
廟会開始に先立ち、道中の砂を掃き、石を取り除くなど香道の整備や修繕をおこなう。
遵王蕩平修道聖会。円明
園正白旗修道老会。
浄路聖会。開山老会など（全八団体）
 
（二）路灯
 
修路会の作業が終わるとともに、香道に街路灯を設置し、夜間に行き来する香客の安全に備える。
 
路灯天津公善汽灯 。中北道估衣商誠献洋灯会
 。
老南道桃園義善汽灯籠路灯施茶老会など（全十団体）
 
（三）茶棚
 
各香道に一定距離ごとに設置され、香客 粥や饅頭、休憩所などを無償で提供。茶棚には祭壇がおかれ、ここを利用する香客は
茶棚内に設けられる
祭壇に叩頭をした。
 
老北道「老爺廟」饅首茶粥会。
提灯楽善誠献粥茶。子孫万代粥茶路灯老会など（全二十二団体）
 
（四）縫綻
 
靴屋のギルド。進 のために香道をいく香客の靴が損傷した時、無償で修繕をおこなう。
 
公議志善沿路縫綻聖会。万寿善縁縫綻 縫綻老会。
 
（五）成補銅錫器
 
金物職人のギルド。茶棚で使用する食器が破損したとき、修理をおこなう。
 
                                        
       
 
１３９
 前掲
 
『妙峰山』
 
四一―一一九頁。
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同心万代巧炉聖会。心縁同善巧炉聖会。公議呈献巧炉聖会。公議楽善巧炉聖会。
 
（六）呈献廟中途中用具
 
山頂の娘娘廟で使用する物を提供する。茶や縄など。また廟の清掃などもおこなう。
 
公議愿誠献圍棹。永佑平安縄絡老会。
裱糊神堂仏殿窓戸など（全九団体）
 
（七）呈献神用物品及供具
 
娘娘殿で使用される各種用品を提供。
 
線香や膏薬、花や蝋燭など。
 
献供斗香膏薬聖会。長寿白紙聖会。同心秉善檀香素燭聖会。
恭献鮮花老会。善縁吉慶誠献果供など（
全十六団体）
 
（八）施献茶塩膏薬
 
薬や茶葉、塩を娘娘神に奉納。茶葉は茶棚にも提供される。四月八日の灌仏会との関連で塩が奉納され
るとも。
 
長寿清品神茶聖会。薬善俊山清茶聖会。永年志善献塩聖会。
義合膏薬老会など（全二十一団体）
 
（九）技術
 
武会のこと。
 
義順同祥正虎打路籐牌少林。万代同春少林五虎。音楽聖会。大鼓 獅子聖会。
万年永慶太獅一堂など（全十二
団体）
 
（十）普通的進香及未詳其意義者
 
一般の娘娘殿参拝を目的とした人々の集団。
 
引善老会。妙峰山進香聖会。二人聖会。
同香如意聖会。天津闔群公議大楽会など（全十
三団体）
 
 
顧頡剛が調査をおこなった四月六、七、八の三日間は、十五日間におよぶ廟会期間の中でも一番の賑わいを見せる。当時の
廟会期間全体では三百あまりの香会があったといわれることからも、この三日間の盛況ぶりがうかがえよう。清代の廟会最盛
102 
期には四百以上の香会が参加したと
いわれており
、当時に比べれば香会の数が減少しているが、それでも廟会は盛況を極めた。
現在の廟会で妙峰山に登録されている香会は百程度である。
 
香会の名前には、その目的が明確に示されている場合が
多く
、路灯香会の「中北道估衣商
誠献洋灯会」のように活動場所まで明示している
香
会も多くみられる。また香道に灯りを
設置するのは路灯会だけでない。茶棚香会の名前にも「路灯」などの文字が見られる。これは路灯会の多くが、その業務を茶棚に委託しているためで、路灯会の代わりに茶棚が夜間に山頂に向かう香客たちに灯籠の設置や提灯の提供などをおこなっていたからである。また香客は北京のみならず天津や保定、張家口など華北一帯から参拝に訪れただけでなく、明国期には浙江や南京、上海など南方からも娘娘神のご利益にさずかろうと多くの女性が参詣
に訪れた。
 
 
以上のように文会は、香客に
対して
何らかの奉仕活動をおこなうか、娘娘廟に直接役立
つ活動をおこなうことで、神に対する信仰心を示した。中でも茶棚は多く 香客 利用された。修路や路灯 どの香会も、香客 安全を守る上で欠かせ 存在であった。
 
 
このように文会は、奉仕活動により信仰を示す集団であった。それとは別に武会は、武芸を演じることで娘娘神への信仰を
表す集団である。武会の演目は廟会に彩りを添え、活気づけるだけでなく、武会目当ての 拝客によりさらに多くの人々を集めるのであった。
 
  
 
 
当然、武会の根本の目的は全能なる娘娘への感謝を表することであり、賛美された強大なる娘娘の力に対し、会員が信
 
文会（鮮花会） 
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仰と願いとを表すためのもの、と称されあるいは理解されている。武会の一行が道中無料接待所に止まるごとに妙技を披露申し上げることになっているが その際の騒動と、典型的な中国式の楽器演奏を伴うために、とく 生じ 騒音 対しては、武会の出し物が大いに責任がる。……。一般に疲れた参拝客がこれによって元気づけられるという効能があり、雰囲気が大いに盛り上がるために、妙峰山参詣は北京暮らしの呼び
物の一つと称されるのである。
１４０
 
 
これら十三檔による演武により廟会は大いに盛り上がり、さらに碧霞元君に対して盛んにおこなわれる進香とあいまって、
妙峰山廟会は北京名物の一つとされるほどの賑わいをみせた。十三檔の内容は次のように分けられる。
 
（一）開路会
 
鬼の装いをして、銅鑼を打ち鳴らし、廟会開始に先立ち、神仙のために邪気払いをして参道を清める。
 
（二）五虎棍会
 
開路会に続いて、山頂まで趙匡胤と「董家五虎」の演舞をしながら娘娘廟をめざして麓から参道を上ってい
く。五虎棍会の登場が実質的に廟会開始の合図となる。
 
（三）高蹺会
 
高蹺を演ずる。高蹺は娘娘廟の門を表している。
 
（四）中幡会
 
舞幡の芸を演ずる。中幡は廟の門前の旗を表している。
 
（五）獅子会
 
舞獅子を演じる。獅子は廟の門前の獅子を表している。
 
（六）双石会
 
亜鈴の演舞を披露する。亜鈴の二つ 石は廟の敷居
 
（七）擲子会
 
両端に石をつけた鎖をつかい 舞を披露する。鎖は廟内の鎖 表している。
 
                                        
       
 
１４０
 前掲『北京風俗大全』八五頁。
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（八）槓子会
 
今日でいう単槓。槓子は廟の門の閂を表している。
 
（九）花壇会
 
舞動花壇の技芸を披露する。花壇は廟内の花壇にある清められた水を表し
ている。
 
（十）吵
子会
 
チャルメラの演奏。廟内の鐘楼の鐘を表している。
 
（十一）槓箱会
 
槓箱官と観衆の滑稽劇などを演じる。槓箱の中には娘娘神への供え物が
おさめられている。
 
（十二）天平会
 
蓮花落などの民謡を披露する。天平は秤の象徴である。
 
（十三）神胆打鼓会
 
八面太鼓を打ちならす。娘娘廟の大太鼓を表している。
 
  
妙峰山の十三檔会は一つ一つが妙峰山娘娘廟の殿宇や装飾を表しており、個々の武会が
独立しているのではなく、十三檔
全体で
一つの信仰を表していると言うこともできる。こ
れらは全て娘娘神に対しておこ
な
われ、その表現方法は違って
も、目的とする所は同じで
ある。また、文会と武会の活動内容は異なるが、その目的とする所は全て、献身的な活動
により自己を磨き「虔誠」の態度で娘娘神への信仰を示すという点である。
 
 
このように北京だけでなく周辺各地から
訪れた
香客は、山頂の娘娘殿での参拝をすませると再び帰路につ
く
。帰路につく香
客の多くは、魔除けの桃の木を杖のかわりに使い、手には赤い糸でつくられた蝙蝠や花の飾り物をもち、「帯福還家」「求財如意」と口にしながら、往路と同様に多くの香会の世話になりながら家まで娘娘神の加護を持ち帰るのであった。このように
 
武会（少年五虎棍） 
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華北一帯で最大規模をほこった妙峰山碧霞元君廟会であるが、一九三七年の日本軍による北京侵攻や、その後の内戦、さらには一九四九年の中華人民共和国成立時の宗教活動の否定や、文化大革命の影響をうけ廟会は廃止に追い込まれてしまう。
 
 
（五）
丫髻山
 
 
 
北京の西郊に位置する妙峰山に対し
て、東郊
には丫髻山があ
る
。丫髻山の碧霞元君廟会も妙峰山と同様、北京を代表する
ほど
大規模な廟会であった
。とくに、妙峰山廟会が有名になる以前の、明代から清代中期までは北京で最も盛ん
な
娘娘廟会で
あった。そのため妙峰山と合わせて東西の「金頂」と呼ばれることもある。
 
丫髻山は北京の東郊およそ七十五キロ、現在の北京市平谷区劉店郷鎮に位置する。山頂の突き出した二つの岩がまるで少女
の髪型の「丫髻」のように見えることから、この名がつけられた。
 
  
 
県東南九十里有丫髻山、二峰高聳、上有碧霞元君祠。
１４１
 
 
 山頂の二つ「丫髻」
のうち、
西側には碧霞元君廟、東側には玉皇閣がそれぞれ建てられ、廟会になると人々はここを目指し
た。また、丫髻山は、山頂 独特な形や碧霞元君廟のために周辺地域
民
衆の信仰の中心地となっていただけでなく、歴代皇帝
がたびたび進香におとずれ、扁額を下賜するなど帝室とも深い関係があった。
 
                                        
       
 
１４１
 于敏中等編『日下旧聞考』巻一百三十九「京畿懐柔県」。
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…又有涿州北関、懐柔県之丫髻山、倶為行宮祠祀。……又有涿州北関、懐柔県之丫髻山、俱為行宮祠祀。聖祖御題丫髻山天仙殿扁曰敷錫広生 玉帝殿扁曰清虚真宰。毎歳之四月朔至十八日、為元君誕辰。男女奔趨 香会絡繹、素称最勝。
１４２
 
 例えば、明代では
嘉靖帝が天仙廟に扁額を下賜し、清代では康煕帝や乾隆帝、道光帝などが丫髻山に進香のために巡幸した。
 
 
丫髻山東四里建行宮一所。正殿恭懸皇上御書額曰巌蒼樹古。西室聯曰天地為罏、游心物以外。……。皆御書。其西四里、登山為碧霞元君廟、前殿外簷恭懸聖祖御書額曰敷錫広生、殿内恭懸皇上御書額曰神霄朗照、後殿楽曰慈香巌、玉皇閣額曰泰鈞普異育、精舎学曰写霧軒、皆御書。
玉皇閣前恭勒聖祖御製碑文。
１４３
 
 
こうした出来事により丫髻山は、
より
神聖な場所として人々の信仰を集めるようにな
る。
「金頂」の通称以外にも、「畿東
泰岱」や「近畿福地」などの封号が皇帝より与えられ、皇家との結びつきは
より強固なも
のとなっていった。しかし、清代中
期以降、妙峰山の娘娘廟会が盛んになるにつれ 帝室との関係にも変化が生じた。それは、北京城内から、より近い妙峰山が好まれるようになる。特に西太后は、妙峰山 何度か進香に訪れるなど
している
。
西太后
が夏の間 居所として使用した頤和
園からは、妙峰山
進香
する香客や、妙峰山
の全貌
を眺めることができた
という
。
西太后
はそれら 風景を気に入っており、
                                        
       
 
１４２
 前掲『帝京歳時記』「天仙廟」。
 
１４３
 前掲『日下旧聞考』
巻一百三十九
「
京畿懐柔県
」。
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丫髻山よりも妙峰山に愛着を持つよう
になっていった。
それでも元、明、清代を通じて、毎年、丫髻山廟会期間になると、専
任の官吏が
丫髻山
に
進香に訪れていた。
 
また、北京の朝陽門外にある東岳廟から丫髻山までの道のりを、山東の岱廟から泰山山頂までの道程にみたて、泰山への進
香の代わりとして多くの人々がこの道を歩いた。歴代皇帝たちも、こういった理由から丫髻山をおとずれた。一般の香客の中には、自らに苦行を課してこの道を進香した者もいる。このように丫髻山は妙峰山同様、多くの人々の信仰の中心地であるととも 、泰山進香の代わりとして重要な場所でもあっ
 
丫髻山娘
娘廟の歴史は、貞観六年（六三二）に一人の道士が丫髻山西側山頂に修行のために庵を建てたことに始まる。元代
には碧霞元君廟と改められ、明の嘉靖年間に碧霞元君殿（鉄瓦殿）の重修がおこなわれ、世宗より「護国天仙宮」の額が下賜される。清代初期に大規模な拡張工事がおこなわれ、康煕年間 鉄瓦殿を取り壊し改めて大殿三間が建てられた。大殿の裏には寝殿や聖母殿、東の山頂には玉皇閣が建てられ
る
。さらに山の中腹から麓にかけて巡山廟、東
嶽
廟、霊官
殿、観音堂など数十か所の廟宇も作られた。丫髻山での碧霞元君信仰は、元・明時代に次第に盛んになり清代に隆盛を極める。明代にはすでに廟会 開催さ ており「東大山」として地元の人々から親しまれていた。丫髻山で修業した道士は正一教霊宝派 属し、中でも第十三代主持李居祥が有名である。李居祥は康熙帝の六十大寿祝禧を祝賀するために万寿道場を建 、康熙帝から額を賜るなどし
１４４
 
 
丫髻山は海抜三六一メートル
で
決して
高峻な山ではな
く
、麓からは全景を一望すること
                                        
       
 
１４４
 平谷県志編纂委員会『平谷県志』（北京出版社、二〇〇一年）五三五、五九四頁。
 
 
丫髻山の全景（右側が山頂の殿宇） 
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が可能であ
る。山に近づくにつれ
参道や頂上の二つの「丫髻」
が目に入る
。そのため妙峰山のように急峻な山道を登り山頂を
目指すことはなく、周囲の風景を楽しみつつ参拝をすることができる
ため
景観では妙峰山を凌ぐといわれた。
 
 
丫髻山碧霞元君廟在京城東北懐柔県界。毎至四月、自始一日起、開廟半月、繁盛亜於妙峰、而山景過之。
都人謂之東山。
１４５
 
 
廟会は陰暦四月一日から二十日まで開かれ、碧霞元君の生誕日にあたる十八日をはさんだ前後三日が最も多くの香客で賑っ
た。清代後期になると廟会の隆盛は妙峰山に及ばなくなるが、それでも北京を代表 廟会の
一つに数えられ、時には華北の
四大廟会の一つに数えられることもあった。このように華北地域で最大規模を
誇り、
一九三〇年には道観は二一か所、道士は
二八名い が、 九三七年の日本軍 北京侵攻時に殿宇の一部は破壊され、一部は区や村の役所として徴用された。一九四九年には二 の道士がいたが、一九五七年に還俗させられる。その後、中華人民共和国成立により廟会活動 停止に追い込まれる。
１４６
 
 
では、丫髻山娘娘廟はどのようなものであったのだろうか。現在では風景区として整備されてい ので、この修復過程を例
に娘娘廟を見ていきたい。丫髻
山碧霞元君祠は二〇〇一年に北京市文物保護単位に指定され、二〇〇三年に丫髻山古建築が
                                        
       
 
１４５
 前掲『燕京歳時記』「丫髻山」。
 
１４６
 前掲『平谷県志』五三五、五九四頁
および北京市平谷区文化委員会編『平谷文物志』（民族出版社、二〇〇五年）六七―七一
頁。
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「二〇〇八人文オリンピック修復計画」の一部に入れられる。その後、二〇〇七年七月六日から十月四日まで北京市文物研究所が遺跡の建築基礎部分に考古発掘調査を行うことで整備事業が開始された。
１４７
 
 
現在の
山頂の「丫髻」部分の西側
に
碧霞元君祠、東側は
東屋
がある。東屋は立入禁
止となっている。西側の碧霞元君祠の殿内には向かって中央に碧霞元君、左側に雲霄娘娘
•
送子娘娘、右側に瓊霄娘娘
•
眼光娘娘が祀られる。また、
現在では
山頂の東側
と西側のつなぎ目の部分に
建てられた
殿宇
の
一階
が
薬王殿、二階が玉皇閣となってい
るが残念ながら康煕帝より授けられた扁額は見ら ない。西の山頂に祀られる碧霞元君、送子娘娘、眼光娘娘の組合せは一般的な娘娘殿と同様であり、各地の娘娘廟でもこの三体を
祀るところが多い。名前からも分かるように、眼光娘娘は眼病平癒
、子孫
娘娘は子授けの神である。この他、同様
の職能の神として痘疹娘娘や子孫娘娘がいる。
雲霄 、瓊霄娘娘の来歴は不明であるが、明代の小説『封神演義』では趙公明の妹の三姉妹とされている。また、碧霞元君祠 裏には斗母殿跡がある。
 
 
山頂から麓に向かって下っていく途中にある主な殿宇は、順番に巡山廟、回香亭、東嶽廟と並んでいる。巡山廟には、巡山
大将炳霊公が祀られる。炳霊公は碧霞元君同様に東嶽大帝の子とされる神である。殿内に祀られる白馬は李居祥の騎馬とされ                                        
       
 
１４７
 丫髻山風景区の整備過程については、北京市文物研究所編著『北京寺廟宮観考古発掘報告』（科学出版社
、
二〇〇九年）一〇七
―一一九頁。櫻井龍彦
「
丫髻山における碧霞元君信仰―廟宇と石碑の現状―
」
（
『
名古屋大学中国語学文学論集
』
第二十輯
、
二〇
〇八年）二 ―六二頁を参照されたい。
 
 
山頂の玉皇殿前で焼香する人々 
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る。回香殿には、向かって中央に碧霞元君、右に痘疹娘娘と眼光娘娘、左側に引蒙娘娘と子孫娘娘が祀られている。丫
髻山に
は山頂の碧霞元君祠と中腹の回香殿の二カ所に碧霞元君が祀られているが、やはり
参拝客の
目当ては山頂の碧霞元君祠である。
事実、香客も山頂の元君祠の方がはるか 多い。これは妙峰山の香会と同様、山頂までの険しい道のりを乗り越えることで娘娘神に対する信仰の深さを示す である。また廟会期間中 麓の村に多くの
露
店が並び丫髻山を中心として、その地域一帯が
廟会をおこなっているようである。東嶽廟には東嶽大帝が
祀られ
、東嶽廟の周囲には七十五司もある。東嶽廟をさらに下ると
南天門となり、門を過ぎ と麓 広場である。このルートが一
番メインであるが、これ以外にも山の東側から上り始めること
もできる。その麓は真武廟
で
ある。
 
 
（六）
天台山（石景山）
 
 
天台山は、現在の石景山区に位置する。地下鉄一号線の最西端、蘋果園駅からバスで
五駅
ほど西に行くと
目に入る
。山は現
在、首鋼集団の工場敷地内にある。工場付近に行くと、工場の煙突とともに天台山山頂 ある塔が目に入る。廟を見るためは守衛がいる工場 入口から
敷地内に
入
る
必要がある。筆者が訪れたときは、一度、守衛に
入構
を拒否されたが、
事情を説明
すると渋々
入場
を
許可
された
。
 
 
天台山は元々、金閣寺という仏教の寺で、山頂に建てられた塔が
有名であった
。
 
  
 
石徑山孤峰特立、洞皆鑿石而成。最上為金閣寺。有塔、宜遠眺
。（中略）（臣等謹按）金閣寺今無其名、惟玉皇殿及廻香
111 
殿明碑各一、皆許用賓撰、勒万暦、天啓年月。山有石経台、普観洞、普安洞、還源洞、孔雀洞諸勝。
１４８
 
 
石景山金閣寺の殿宇
の多くは
山の岩肌を掘り作られ
た。
そこに祀られる仏像も、筆者が確認した限り石壁を彫ったもので
あった。
後年、
金閣寺の名は廃れ塔のみが知られるだけであった。その後、明の万暦年間に碧霞元君祠が建立される。
 
  
万暦中、董常侍建元君廟、棲羽士、而石景山以著。山上金閣寺、可遠眺望。
１４９
 
 明の万暦年間に
董常侍
により碧霞元君廟が
建立される
。
碧霞元君廟以外に
玉皇廟
や三清殿などもある。玉皇廟は、詳しい年代はわからないが元君廟より以前に建てられていたようである。
 
 
現在の廟宇の様子は、山の東南側に碧霞元君廟があり、そのすぐ隣に元君殿や
玉皇殿、三清殿などが建てられる。これら二つの碧霞元君廟はその来歴を異にするようである。
 
 
                                        
       
 
１４８
 前掲『 日下旧聞考』 巻一百四「 郊坰」 。
 
１４９
 前掲『 日下旧聞考』
巻一百四「 郊坰」 。
 
 
工場入口（中央下）と工場煙突（右） 
写真中央は仏塔 
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北恵済廟、在石景山西南。雍正七年世宗憲皇帝命建廟、以世宗御製北恵済廟碑文。
１５０
 
 
山の西南側に位置する碧霞元君殿は
雍正
七年に新たに建てられ、北恵済廟と呼ばれた。なぜ同一場所に碧霞元君廟が建立さ
れたかはわからないが、これも当時の碧霞元君信仰が盛んにおこなわれていたことを示す一例ではないだろうか。
 
 
碧霞元君廟以外の殿宇に関しては、筆者の調査をもとに簡単に紹介する。
 
 
現在の天台山は首鋼集団の工場の敷地の一部にあるため敷地内の道路を通り
抜けて
、山の東側
にある歩道
から登りはじめる。
山を登りきるとそこが碧霞元君殿前で
あり、山の南面となる。廟宇は現在、修復工事が行われており殿宇の外観はきれいに建
て直されているが中は手つかずの場所が多い。
 
 
東南側の碧霞元君廟は、殿宇や廟を囲む壁はきれいに修復されている。廟の門は閉
ざされているが、
裏
手にある
通用口から
入る
ことが可能である
。廟内
の
碧霞元君殿であると思われる建物は、殿宇修復を
している
農民工の宿舎となっており、中の作
業は何もおこなわれていない。この碧霞元君殿の前殿には送子娘娘像が置かれているが、殿内の装飾などは未着手であり、石の土台の上に神像が一体だけ無造作に置かれた状態である。
 
 
西南側の碧霞元君殿には、碧霞元君像が安置されているが、こちらも殿内の内装は行われていない。元君廟の裏は石段に
なっている。石段の上には
三清殿、薬王殿、八仙殿がある。三清殿は内装もきれいに施され、三清像も安置されているが廟の
扉は閉ざされて
おり中に入ることはできない
。他の二つの殿宇は建物
のみで
ある。八仙殿の裏手には、十二生肖殿と元辰殿が
あるが、こちらも殿宇のみ修復され
ただけである
。また約王殿の裏を迂回するようにして山を登ると玉皇殿が再建されている。
殿内には玉皇像も安置されているが、廟の
周囲
は瓦礫や倒れた石碑が
散乱しており、整備途中のようである。そして玉皇殿の
                                        
       
 
１５０
 『 光緒順天府志』 巻六「 京師志六」 。
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脇にある
崩れた石段を登ると山頂の塔がある。塔の前には鉄柵が設けられ
柵に
は鎖がかけられているため近づいて見ることは
できない。塔や土台部分の石垣はすでに整備されている。
 
 
西南側碧霞元君廟のさらに西側が金閣寺部分であると思われる。岩肌を
彫って造られた複数の堂内
には、岩肌を削り
彫られ
た
仏像がある。石壁に彫られた仏像は、顔や胴体部分が破壊されており、どの仏であるか特定は難しい。おそらく文革時期に
これら仏像が
破壊
されたのであろう。
整備後に彫られた仏像もある。
現在、金閣
寺遺史
は
修復作業中で、堂の修復はもちろん
のこと、地中に埋められた石碑の掘起し、再設置などがおこなわれている最中であった。
 
 
三山五頂の一つに数えられた天台山であるが、妙峰山や丫髻山と比べると、その規模はだいぶ見劣りがする。山頂までは、
歩いて十五分程度でたどり着けるため、山というよりは丘に近い。だが、実際に天台山に登ってみると、眼下に永定河や豊台地区が一望できるため、やは 市内の廟宇とは趣が異なる。
 
 
（七）
五頂
 
上述してきた妙峰山や丫髻山は北京の郊外に位置して
おり
、陰暦四月の廟会期間になると北京だけでなく、近隣からも非常
に多くの人々が香を組織して進香におとず 、
一
日に数万人もの参詣者があったともいわれる。この廟会に進香することは、
多くの
民衆
にとって一種のイベントのようなものであり非日常性が多分に含まれていた。これと反対に、民衆の生活の一部分
として、より身近な信仰の場として「五頂」がある。
 
五頂は、かつての北京市内に多数存在した
碧霞元君廟
（娘娘廟）の
中でも
、とくに民衆の香火を集めた娘娘廟であり、
城壁
を囲むように東西南北
の五か所に
位置した
ことからこの呼び名となった。五頂はそれぞれ
北頂
・
南頂
・
西頂
・
東頂
・
中頂と
称
さ
る
。これらは妙峰山などと同様に信仰の場所であるとともに、廟会や市が開かれるなど人々の娯楽や生活を支える場所とし
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ても重要な役割を果たした。
 
 
京師香会之勝、惟碧霞元君為最。廟祀極多、而著名者七。一在西直門外高梁橋、曰天仙廟、俗伝四月八日神降、傾城婦女往乞霊祐。一在左安門外弘仁橋。一在東直門外 曰東頂。一在長春閘西、曰西頂。一在永定門外、曰南頂。一在安定門外、曰北頂。一在右安門外草橋、曰中頂
１５１
 
 
乾隆年間
頃までは郊外の丫髻山以外に、城
内では七か所の碧霞元君廟が知られており、五頂という名称は一般的ではなかっ
た。その後、この中でも東直門外と長春閘西、永定門外と安定門外、さらに右安門外草橋の五か所がより多く民衆の香火を集めるようになり五頂と呼ばれるようになる。このうち現存するものは、北頂、西頂、中頂の三か所
で
あ
る。
中頂だけが
現在
で
も
毎年陰暦六月
一日
に
廟会を開催
する
。本節では、この三か所の碧霞元君廟を中心に、北京市内の碧霞元君信仰と人々の関わ
りをみていき い。
 
まず、
五頂とはどのような碧霞元君廟であったのだろうか。
 
「
北頂
」
 
 
北頂は、その名の通り北京城内から見て北に位置する。殿宇の配置は南から左右に掖門のある山門、第一殿は天王殿、天王
殿前の左右に鐘楼と鼓楼。第二殿は娘娘殿（左右に配殿）、第三殿は寝殿、第四殿は蔵経閣となっている。蔵経閣の左右にそ                                        
       
 
１５１
 前掲『帝京歳時記勝』「天仙廟」。
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れぞれ関公殿と薬王殿
があり
廟の周囲は壁で囲われている。
１５２
 
 
碧霞元君廟、在北頂。北頂即北極寺之東、其廟乾隆年間敕修。廟内鑪一、明万暦年造。
鐘一、宣徳年造。
１５３
 
 
殿宇は乾隆年間に重修がおこなわれ、さらに万暦年間
につくられた鑪や宣徳年間の鐘があることからも、その創建は明代に
あることが知られる。
 
 
北頂碧霞元君廟在徳勝門外土城東北三里許。毎歳四月有廟市、市皆日用農具、游
 
者多郷人。
１５４
 
 
廟会は毎年四月におこなわれ、
廟会に付随して開催される市で
売買されるものの多
くは農具であった。これは主に、城内から訪れる香客ではなく付近一帯に住む農民たちのため
であった
。
 
 
現存する廟宇は、二〇〇八年の北京オリンピック開催にあわせて修復された。元来
                                        
       
 
１５２
 前掲『北京寺廟宮観考古発掘報告』一二〇―一四一頁。
また北頂の遺構についても同書に詳しい。
 
１５３
 前掲
『光緒順天府志』巻十七京師志「寺観二」。
 
１５４
 前掲『燕京歳時記』「北頂」。
 
 
北頂山門 
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の廟宇の位置は、オリンピック水泳競技場の建設予定地の真
上
であり、競技場建設のために取り壊しが決定していたが、地元
人民から廟宇保存の嘆願
により
、南に百メートルの場所に再建された。これに合わせ北京市文物研究所が二〇〇四年九月から
十一月六日まで発掘調査を
実施した
。これら地元住民の請願に対する政府
の
柔軟な
対応は、地元歴史文物保護に対する
美談
と
して
伝えられる。
 
 
現在は北頂の中に北京市民俗博物館分館が
併設
される。廟宇はオリンピック公園内の水泳競技場の真南に位置する。山門、
天
王殿（左右に鐘楼、鼓楼）、娘娘殿が復元されており、寝殿は基礎のみ再建されている
。また娘娘殿の左右の配殿が北京市
民俗博物館の展示場となる。中央 娘娘殿には碧霞元君、子孫娘娘、眼光娘娘の三娘娘が祀られる。
 
 「
西頂
」
 
 西頂は藍靛廠に位置し、創建は明の万暦年間に遡るとされる。もともと護国洪慈宮といったが、康熙五十一年の改修により広仁宮という現在の名称に改められた。
 
 
碧霞元君廟在藍靛廠。長河麦荘橋之西為長春橋、度橋為広仁宮、供碧霞元君、旧名護国洪慈宮、俗称西頂、康熙五十一年改今名。殿前恭立聖祖御製碑文。宮門坊楔、左、右各一、殿内明碑二。一勅諭碑 一、朱延禧護国洪慈宮碑。
本朝碑一、
欽賜学生
内官学教習徐珽撰碑。
１５５
 
                                         
       
 
１５５
 前掲『光緒順天府志』巻十七京師志「寺観二」。
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廟会は陰暦四月一日からの半月間おこなわれた。
廟は
万寿寺の西に位置する。万寿寺は仏教
寺院として
有名で
あり
皇帝とも
縁の深い場所であった。あるとき皇帝が万寿寺を訪れた際、偶然にも近くにあった西頂を見つけ、そこが娘娘廟として人々の信仰を集めていた場所であると知ったことから、毎年の廟会になると特使が派遣されるようになる。
 
西頂娘娘廟在万寿寺西八九里。毎至四月、自初一日起、開廟半月、繁盛与万寿寺与同。山門中四天王像、神気如生、猙獰可畏。座下八鬼怪、尤覚駭人。凡攜小児者多掩其目而過之。廟有七十二
司神、皆絵画、非塑像也。毎開廟時特派大臣拈香、
与丫髻山同、他処無之。
１５６
 
 
現存する廟宇は天王殿と娘娘殿であるがいずれも新たに建て直されたものである。門前には戯楼が残っている。娘娘殿は二
階建てとなっており、一階は甲子殿で斗母と六十甲子、二階は元君殿で碧霞元君、慈航真人、媽祖をそれぞれ祀る。しかし、二階は
開放
されておらず参観はできない。
 
 「
東頂
」
 
 
東頂は東直門外に位置する。朝陽門外の東
嶽
廟から北に三、四キロの位置になる。清代後期には既に廟宇は廃れており、残
された資料も
少ない。そのため
当時の様子を詳細に知るこ
とは難しいが、清代中期頃までは北京を代表する碧霞元君廟の一つ
であった。
 
                                        
       
 
１５６
 
前掲『燕京歳時記』「西頂」。
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東直門外亦有碧霞元君廟、土人呼為東頂。
１５７
 
 また『燕京歳時記』には「東頂在東直門外、与北頂同。」
１５８
と記述がある。
 
東頂に関する資料は
少なく
、その詳細な様子もわからないが、東頂も北頂と同様に四月に廟会がおこなわれた。清代後期に
はすでに廟宇
がすたれ、廟会活動などもほとんどおこなわれなくなる。現在では
、その形跡は全く
見られず
跡地にはホテルが
建てられている。
 
 「
南頂
」
 
南頂は永定門外の南約五里、涼水の北岸、永定橋のほとりに位置する小南頂と、左安門外の東南、小南頂よりさらに涼水に
沿ってくだり、元代には馬駒橋、明清には弘仁橋
と呼ばれる橋の
南岸に大南頂がある。一般に南頂といえば小南頂を指
した
。
 
 
碧霞元君廟、在永定門外馬駒橋。
馬駒橋一名宏仁橋、涼水河所経也。廟建於明李、拠汪楫琉球雑録云、明荘烈帝時、天妃
始碧霞元君封号。土人呼為南頂。乾隆三十八年、発帑重修、前殿奉碧霞元君、中殿奉東岳、後殿奉斗姥。
１５９
 
                                        
       
 
１５７
 
前掲
『光緒順天府志』巻十七京師志「寺観二」。
 
１５８
 
前掲『燕京歳時記』「北頂」。
 
１５９
 前掲
『光緒順天府志』巻十七京師志「寺観二」。
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 南頂には碧霞元君、東
嶽
大帝、斗母が祀られており多くの女性が進香に訪れた。とくに
子供を望む者の信仰を集め盛んに香
火が奉げられた。
 
 
南頂碧霞元君廟在永定門外五六里、西向。左右有牌坊二、左曰広生長養、右曰群育滋藩。皆乾隆三十八年重修時御書。毎至五月、自初一日起、開廟十日、士女雲集。廟雖残破、而河中及土阜上皆有亭幛席棚、可以飲食坐落。至夕散後、多在大沙子口見賽馬焉。
１６０
 
 
廟会
は
陰暦五月一日から十日まで開催された。これは碧霞元君の生誕日から一月おくれており、廟会の目的も娘娘神の祭祀
よりは民衆の春游の場としての役割が中心
であった
。廟会では多くの屋台が並び、その近くで落ち着いて休憩ができるスペー
スも設けられていた。香客達はそこで食事や休憩をとりながら賽馬や武芸、遊戯など各種の娯楽を楽しみ一日を過ごすのであった。廟会でおこなわれる演武には中幡、秧歌、少林、五虎棍、開路、獅子 石頭
が
ある
。清代後期にはすでに廟宇は
破壊されているにもかかわらず、廟会
は依然として
おこなわれ多くの人々が訪れた
。
ここでは娘娘神に対する信仰よりも人々
が春の一日を楽しむ行事としての廟会になっ いた。
 
 
                                        
       
 
１６０
 前掲『燕京歳時記』「南頂」。
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惟南頂於五月朔始開廟、至十八日。都人献戯進供、懸灯賽願、朝拝恐後。有御題扁曰神燭碧虚、嶽殿扁曰功成出震。
１６１
 
 乾隆年間頃までの廟会期間は五月一日から十八日までであったが、その後、清代後期以降になると十五日までと開廟期間が
短くなっている。これは、あるいは清代後期に最盛期を迎える妙峰山娘娘廟会期間の影響を受け、十五日までになったのかもしれない。乾隆時期までは多くの人びとの進香がおこなわれ、また、皇帝による扁額が下賜されるなど付近一帯の重要な廟であった。現在でも南頂一帯は南頂村となっており、廟の跡地付近は中学校に
なっている。
 
 「
中頂
」
 
中頂廟は、正式名称を護国中頂岱岳普済宮といい、山門に懸けられた扁額にもこの名が刻まれている。山門を抜けると小さ
な広場になっており正面に正殿である元君殿、左に財神殿、右に保生殿がそれぞれ配置され 。
１６２
元君殿の中央に碧霞元君、
その左右には送子娘娘と眼光娘娘が祀られる。
 
中頂廟は、もともと唐代に建立された万福寺という寺であった。後に万福寺が廃れ、明の天啓年間になると中頂廟として再
建される。時代によって盛衰はあるが、現在までに四百年近くの歴史がある。
 
                                         
       
 
１６１
 
前掲『帝京歳時記』「天仙廟」。
 
１６２
 
筆者が訪れた二〇一二年七月時点の配置。財神殿と保生殿の殿宇は完成しているが、中に祀られる神像などは未だ製作途中で
あり、しかも像の顔には赤い布がまかれ開眼されていなかったが、その姿から財神殿は趙公明であると分かった。保生殿は不明。
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右安門外南十里草橋、唐時有万福寺、寺廃而橋存。天啓間建碧霞元君廟其北、土近泉宜花、居人以種花為業。冬則蘊火暄之、十月中旬牡丹已進御矣。橋去豊台十里、中多亭館 元廉右丞之萬柳堂、趙参謀之匏瓜亭、栗院使之玩芳亭、要在彌望間、然漠詳其処矣。
[臣等謹按
]草橋在右安門外。碧霞元君廟在橋北数十武、土人呼為中頂。乾隆三十六年、発帑重修。前
殿奉碧霞元君、額曰資生溥化、中殿奉東岳、額曰大徳曰生、倶皇上御書。
１６３
 
 
もともと中頂一帯は水が豊富な地域であり多くの花や作物を育てることを生業とする人々が住む地域であ
った。そのため
豊
富な
自然と恵まれた環境
に惹かれ多くの
文人や貴族たちがこの地に居住した。
１６４
皇帝もたびたび付近を巡遊し中頂に扁額を
あたえるなど帝室との関係も深い。
 
 
碧霞元君廟、唐刹、旧址在右安門外草橋北。草橋、唐時有万福寺、寺廃而橋存。明天啓間、即基建碧霞元君廟、土人呼為中頂。乾隆三十六年、発帑重修、前殿奉碧霞元君、 殿奉東岳、廟内有康熙年所立碑二。
一、大学士李天馥撰。
 
  
こういった理由から中頂廟では、もともとは祀神の碧霞元君の生誕日にあわせ陰暦四月に廟会 開催していたが、廟会に立
                                        
       
 
１６３
 『日下旧聞考』巻九十
「
郊坰
」
に『帝京景物略』を引く。
 
１６４
 中頂廟
一帯が水や緑に恵まれている様子は碑文からも確認できる。詳しくは東岳廟北京民俗博物館編『北京東岳廟与北京泰山信
仰碑刻輯録』（中国書店、二〇〇三年）、「中頂泰山行宮都人香貢碑」三五二頁、横手裕「北京「五頂」覚書
‐
中頂を中心に
‐
」
（『中国哲学研究』第十四号 東京大学中国哲学研究会、二〇〇〇年）一四四
−一五二頁など中頂の碑を参照されたい。
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つ市で売買される花や種苗が盛りを迎える陰暦六月に廟会がおこなわれるようになる。
 
 
中頂碧霞元君廟在右安門外十里草橋地方、毎歳六月初一日有廟市。市中花木甚繁、燦如列錦、南城士女多往観焉。按宸垣識略、草橋在右安門外十里、衆水所帰。種水田者資以為利。土近泉宜花、居人以蒔花為業。有蓮花池、香聞数里。牡丹芍薬、栽如稲麻。橋去豊台十里、元明時多貴家園亭 如廉右丞之万柳堂、趙参謀之匏瓜亭、均在其左右 今已無考。
呉巌詩
註謂四月初一開廟、今改六月矣。
１６５
 
 
中頂廟では、廟会に合わせて設置される市が
徐々
に
盛況になり、北京でその名を広く知られていくようになる。
さらに
廟会
時に披露される十三檔の演武など、廟会を彩る多くの出し物などにより北京の代表的廟会へと発展していく。
 
 
有名な北平の中頂廟のお祭りの光景はざつと斯くの如きものである。此の廟は冒頭にも記したやうに右安門外の鄙びた地方にあつて、俗称 といふが、本名は碧霞元君廟といふ。毎年陰暦六月一日が廟会で、此の日、北平の内外から押し寄せる幾万とない香客 前で、中幡、秧歌、少林
、五虎棍、開路、獅子、石頭などといふ、中国独特の民族娯楽が催される。
それは単なる民族娯楽といふよりも、むしろ大仕掛けなペーヂエントといつた方が、適当してゐやう。
１６６
 
                                         
       
 
１６５
 前掲
『燕京歳時記』「中頂」
。
 
１６６
 
村上知行『北平―名勝と風俗―』（東明書局、一九三四年）二七三頁。
 
123 
廟会開催期間になると、北京近郊からも多くの香客や観客があつまり多くの人で賑わった。廟会の時期はちょうど、花や作
物などが最盛期を迎えるため市も非常に多くの人出があった。その後は清代後期頃になると北京
を代表する廟会の一つとなり、
民国期まで隆盛はつづく。しかし、
内戦や日中戦争による影響が庶民たちにも及ぶようになると、廟会は衰えをみせ始め、一
九三七年に日本軍の北京侵攻を契機として廟会は停止に追い込まれる。その後、一度は廟会が復興するものの文化大革命によ
り再び停止に追い込まれる。その後、二〇〇六年から再び廟会が復興された。
 
清末には
北京での娘娘
信仰は
最盛期を迎え
、
多くの香客
が各地の
娘娘廟へ進香に
訪
れた
。
そのため、この
時期になると、その他の廟で参拝客が全く集まらないという事
態もしばしば起こった。
北
京や近郊
の
東岳廟や碧霞元君廟では妙峰山や五頂と同じ時
期に廟会をおこなっても
人が集まらないため、碧霞元君の生誕日
の陰暦
四月十八日に
廟会を行わずに、
あえて
廟会の期日をずらす
場所
もあった。南頂は以前から
一
月遅れ
で開 されていたが その他、東
嶽
大帝の生誕日である三月二十八日の廟会と併せて
行う
元君廟
や一ヶ月早めて行う
碧霞元君廟
など廟会の期日は様々あった。
 
以上のように、
華北一帯に伝播した
碧霞元君信仰は
北京を中心に広く信仰されてい
た。特に北京
での娘娘
信仰は盛ん
で
、
北京
旧
城
の
各地には五頂に代表されるよう
な
大
小様々な碧霞元君廟が存在した。
五頂の廟会は、当然のことながら碧霞元君を祀るこ
とが主たる目的であるが、さらに廟会に併せて立てられる市や、各種娯楽など人々の
生活には欠かせない行事となり、自
ずから
生活の中心的場所としての役割を持つようになる。南頂などでは殿宇が廃退した後
も廟会は継続され活況は已まなかったことからも、いかに人々の生活の中に根付いていたか知るこ ができる。
 
 
 
中頂山門 
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（八）
現在の妙峰山娘娘廟会
 
上述したように
多くの参拝者を集めた妙峰山廟会であるが民国以降、徐々に衰えを見せ始め、日中戦争期の日本軍による盧
溝橋攻撃を
契機
とし
て
社会の情勢
が
不安定
になると徐々に衰退を始める
。
さらに
一九四九年の新中国設立時に
示された
宗教活
動の否定により廟会
継続は不可能となる
。この時点で事実上
、
妙峰山碧霞元君廟会は断絶したと言える。その後、妙峰山は顧
みられる事はなく
廟宇は廃れ、文化大革命期
には、かろうじて存在していた廟宇までもが徹底的に破壊され、完全に妙峰山娘
娘廟は消滅
する
。
 
廟会の消滅後、およそ半世紀にわたり妙峰山など、かつて北京各地であれほど盛んに行われていた廟会などが顧みられる事
はなかった。しかし、一九八〇年代になると、少しずつではあるが廟会や北京民間文化の復興が叫ばれるようにな
る
。そのよ
うな情勢
下
で一九八三年に北京の小規模な民間文芸活動が「花会」として復活した。
先に少し
述べたように、以前はこれらの
団体は香会と呼ばれていた。しかし、香会という言葉は、人々に旧時代の封建制度的支配下における宗教的迷信を思い起こさせ、現代の新しい社会にはそぐわないという
地方
政府幹部などの懸念から
、花会という名称に改められた。また、花会の活動
は、
以前の娘娘神に奉仕
する
ための
活動という目的
を改めた。
宗教的意味合いを排除し、民衆が自らの娯楽のためにつくる芸
術組織であり、民間芸術活動本来の意味合いを強調するようになった。これらの活動を契機として、つい は妙峰山碧霞元君廟会の再開まで至
る
。そして一九八八年から妙峰山碧霞元君廟の修復工事が開始され、一九九〇年になると廟会再開の兆しが
見え始めた。一九九二年に 試験的ではあるが廟会がおよそ半世紀ぶりに
開催され
る。そして翌年にとうとう
廟会は正式に再
開された。
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この廟会復活にはただ単に、以前の文化復興だけでなく政府側の思惑も含まれてい
た。これらの文化活動を行う事は、社会の安定と平和を象徴する一つの方法と考え、また一方で経済的な発展や収入の手段としようと
考えたの
である。実際、妙峰山は後
に風景名勝区に指定され観光事業も行われている。
 
 
当時と比べると、現在の廟会の規模は
小さくなり、
香会や茶棚などの数はかなり少
なくなっている。それでも
年ごとに
活動を再開した花会や現代に新たに組織された花
会などで、妙峰山娘娘廟会に登録されている花会の数 百を超える。花会は宗教的活動と見 される場合がある め、妙峰山では廟会に参加する花会には登録が義務づけられており、登録をし ない花 は
廟会に
参加できない。
１６７
春と秋の年二回
開催
される
廟会にはこれらの花会が日替わりで登場する。顧頡剛の時は初六、七、八の三日間が最も多く香
客が訪れていたが、現
在では廟会初日と最終日、それに期間中の土日の
一番人出が多いようである。廟会に来ていた麓の村人の話しによると、廟会
期間中は、初日と土
日、それに最終日がもっとも香客や観光客が多く、花会もこれらの日に集中して登場する。期間中の平日
は、一日あたり二、三の花会しか見る事ができないが、土日などは一日で十以上の花会が見られるようである。
 
このように現在の妙峰山碧霞元君廟会は観光と宗教の二つの側面に支えられながら行われている。廟会の規模は一九九三年
                                        
       
 
１６７
 妙峰山廟会の参加花会については櫻井龍彦
氏
の調査に詳しい。櫻井龍彦「妙峰山における「香会」の復活と現代的意義」（『中
国の十字路―加地伸行博士古希記念論集』
 
研文出版
 
二〇〇六年）、五二四―五三八頁。また櫻井氏と孫慶忠氏の調査をまとめ
て出版した、孫慶忠主編『妙峰山
 
民間文化的記憶与伝承』（知識産権出版社、二〇一一年）や孫慶忠主編『妙峰山
 
香会組織的
伝承与処境』（知識産権出版社、二〇一一年）も現在の花会復興過程の聞き取り調査がおこなわれている。
 
 
二〇一一年の妙峰山廟会開会式 
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の再開以降、年々大きくなっている。筆者は二〇一一年春期廟会を訪れた際、廟会に来ていた人たち数人に、なぜ廟会に来たのか、と尋ねた所、多くの人々は妙峰山風景区の観光や廟会というイベントを見に来たと答えた。碧霞元
君の生誕日
を祝うた
めの
廟会だと知っている
者
は
ほとんど
見られなかった
。
さらには妙峰山で祀られている神は観音菩薩であって、ここは仏教の
寺だと言う者もあった。簡単なインタビューしかおこなっていないが、多くの参拝者は廟会本来の目的を理解していないようである。
 
 
では、妙峰山娘娘廟会の現状はどうであるのか。ここでは筆者が実際に訪れた二〇一一年と二〇一二年の妙峰山春季廟会の
様子を紹介したい。
 
 
現在の妙峰山は、陰暦四月一日から十五日まで開催される「春季伝統民俗廟会」、新暦四月末から五月上旬にかけておこな
われる「妙峰山桃花節」、新暦六月の「妙峰山玫瑰節」、そして旧暦七月の「秋季伝統民俗廟会」がある。この中で最も人を集めるのが
春季伝統民俗廟会である。これが顧頡剛や李景漢などが調査した廟会であり最も伝統的な廟会でもある。
 
 
春季廟会は、
妙峰山山頂にある碧霞元君廟で
毎年陰暦四月一日から十五日まで開催される。妙峰山までの交通手段は、車な
ら北京市内からおよそ一時間半程度で
ある
。地下鉄
ならば
一号線の西の終
着
駅
である蘋果園駅まで
いき
、そこから
さらに
バス
で
一時間程度かけて
澗溝村まで行くのが一般的である。廟会期間だけは蘋果園駅の改札を出ると「黒車」が次々と声をかけて
くる。
黒車の
おおよその相場は廟会期間中
は往復
なら
一五〇元から三〇〇元で
あ
る。平時であれば一〇〇元
程度である
が、交
渉次第で値段は変わる。
 
 
市内を抜け、
山へと分かれる道の入口には、「金頂妙峰山」と記された牌楼がある。それをくぐって少し進むと、左手の岩
壁に
古
香道以来のものといわれる石刻の対聯があり、「古出奇峰遮日月（左）」「岸有幽背表神霊（右）」、そして上に横書
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きで「静与天遊」と記されている。次第に険しくなる道を二〇分ぐらい登ると、澗溝村へと至る。
１６８
 
 
二〇一一年廟会では澗溝村よりさらに上
の、頂上にある
娘娘廟
すぐ脇の
駐車場まで車で行くことができた
。
一二年廟会では
車の入場規制のためか、澗溝村に入るだけで三〇元、村から頂上 目指すな さらに五〇元が必要であった。
筆者の場合、
一
一年廟会
は、
廟会初日
の
朝八時前に澗溝村に到着したが、山頂から続く渋滞がすでに澗溝村まで
延びて
おり歩いて頂上を目指
すことになった。
十二年は廟会初日と初九の二回訪れた。
初一は、道中、渋滞とまではいかなくとも車が連なりながら山道を
進む状況であり、澗溝村に近づくにつれ渋滞 なった。さらに山には十メートル先も見えな ほどの霧がかかった。このように廟会開催前に降る雨や霧は、山を清める
水
と考えられ非常に大切なものと
される
。そのような状況の中、山道を進んでいる
と、
運転手から
途中で車のガソリンが無くなったと言われ、澗溝村よりはるか手前で車から降ろされ澗溝村まで三十分以上か
けて山道を登
ることになった。初九も同様
に、澗溝村手前から渋滞となっていた。この渋滞からでも、二〇一一年より二〇一
二年の方が多くの参拝者がいたことがわかる。
 
 
澗溝村から山頂
の娘娘殿までは二通りの道がある。一つは新しく整備された車道を
通り
娘娘殿前の駐車場に至る。もう一つは旧参道を徒歩で登
る。旧参道は
途中で霊官
殿を過ぎ、娘娘殿へと続く。
旧参道はほとんど整備されておらず、今でも往年の雰囲
気を感じながら登ることができる。道の途中には崩れた建物らしき物や基礎部分のような物がみられる。もしかしたら、これが香会が居を構えていた場所かもしれない。廟の入口は二か
所あり、一つは駐車場横、一つは旧香道を登りきった所にある。
 
 
山頂の廟宇周辺には、線香売りや土産物売りがあちこちにおり、多くの参拝者は彼
らから大量 線香を買い込み廟内へ入る。廟内の殿宇は大きく三か所に分けられ、恵
                                        
       
 
１６８
 横手裕「妙峰山と丫髻山」（『アジア遊学』四〇号、二〇〇二年六月）九九―一〇八頁。
 
 
武会（大紅門秧歌会） 
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済祠（霊感宮や観音殿、約王殿など）、香回亭（東嶽廟）、玉皇頂（玉皇廟）がある。参拝者は、まず恵済祠
の霊感宮で娘娘
神に進香をおこなった後、廟内の他の殿宇でも参拝をおこな
う。時には
花会が提供する饅頭やお茶、お粥などで腹を満たす。
一方、廟会に参加する花会は 会期
全体
で一〇〇あまりと言われる。日によって参加数は異なるが、廟会初日と最終日、それ
に期間中の土日が最も多くの花会が登場し一日で七から十
の花会
が見られる。
 
 
参加花会は、まず恵済祠内で霊感宮に祀られる碧霞元君に参拝する。内容は会主による口上と表演である。口上では、会の
歴史や設立背景、さらに廟会に参加できることへ 感謝の言葉などが述べられる。
会主の口上と進香が終わると表演がおこな
われる。恵済祠内は狭く、さらに多くの参拝者でごった返しているため、ここでの表演は簡単なものである。恵済祠内での奉納演武を終えると、次 恵済祠前の広場に移動して演武をおこなう。広場の一隅には白塔があり、昔はラマ教の寺院もあったことを伺 せ
広場前での演武を終えると次は恵済祠下の広場に移動する。ここは妙峰山廟会事務局や茶棚や饅頭会、お茶
会など文会が活動をおこなう場所でもある。廟会 参加す 花会は、 の三か所で奉納の演武をおこなう。最初
に登場する
花
会は朝の八時前から演武を始
め、最後の花会が演武を終えるのは昼前になる。演武時間は、各組、それぞれの場所で
二〇から
三十分程度
あり
演武を終えた花会は順次帰路につく。
 
二〇一一年廟会では、廟会とともに「二〇一一年北京市第三届旅游山会」も
開催された。
恵済祠下の広場にはステージが設
けられ、地元政府の代表者や山会関係者らが廟会開催の宣言をおこなった。
 
 
二〇一一年廟会において筆者が確認できただけで武会が六（少年五虎棍、獅子、小車など）文会が五（茶棚、饅頭、鮮花な
ど）あった。二〇一二年
初一に武会が五、文会が七、確認できた。
初九では武会が五、文会が七であった。また、文会が設
置されている場所前で武会が演武をおこなう場合は、会主同士の挨拶がおこなわれる。
さらに
十二年廟会では、廟内のあちこ
ちで啓帖が確認できた。
啓帖は、先に述べたとおり
殿内に
置かれる石碑を模した
形状
をしている
。恵済祠前に最も多く啓帖が
貼られており、廟内各処でも目にすることができた。
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往時の廟会では、参拝を終えた香客は「帯福還家」と叫びなが
ら、花を身に付けて
家まで福を持ち帰るのであったが、現在でも
造花が廟内の土産物屋で売られており、
多くの参拝客は胸に花を挿してい 。
花以外にも、避邪の意味を持つ桃の杖
や
福寿、
授児、健康などを願うお守りなど様々売られる。
 
  二、
北京の廟会
の現状
 
近年、中国各地で盛んに廟会が再興されつつある。復興の理由は
様々
あるが、主に
大きく二つに分けられる。一つは地元住民たちによる自発的な文化復興
。
もう一つは
地域開発の一環
で
地元政府による観光資源としての伝統文化の復興である。前者の場合、若い世代が中心となり自分たちの地
域の文化を復興させようという名目のもと、廟会廃止以前の様子を知る老人たちから往年の廟会の様子を聞き取り、可能な限り忠実に再現しようとする。後者は、地元政府が景観地や保養地など地域開発と同時に、観光場所の一つとして廟の修繕や再建をおこない、全体的な管理を執り行 。例えば、世界遺産で有名な山東省の泰山は、山中の道観や登山道などが整備されているだけでは く 近年では皇帝が天を祀る儀式である「封禅」を再現した「封禅大典」
を開催するなどして、さらに多くの
観光客を集めている。もちろん各
所
により状況は異なるため、一概に上記の枠に当てはめることはできないが、復興の理由を
大別するなら上記二種類となるであろう。
 
 
ここでは、現在
の
北京で開催される廟会について廟会復興の経緯を概観し、さらに、廟会の内容ごとに分類しすることで、
その特徴を考察する。また往年の廟会の雰囲気を色濃く残す東嶽廟と中頂廟の二つの廟会を参考に北京でおこなわれる廟会の様子を述べてみたい。
 
 
 
霊感宮前での武会の演武（開路会） 
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（
一
）
廟会の復興と発展
 
 
清代を中心にして北京に存在した大小無数の寺廟では盛んに各種の廟会が開催されていた。廟会
の多くは、
そこに祀られる
神の生誕日に
開催され
、信者が進香など何らかの形で神を祀る一種の宗教活動である。廟会期間になると、香会による奉仕活
動や各種演武披露により祀神に対して信仰が示された。廟会には香客だけでなく、こういった香会が彩りを添えることで更なる賑わいをみせた。これら北京の廟会は清代から民国期にかけて最盛期を迎える。
 
一九〇〇年
代
前半の北京の廟会について習五一
氏
は「近代北京廟会文化演変的軌跡」において
廟会の
変遷や分類
、花会など
について詳細に述べている 一九二八年に南京政府
が
「神祠存廃標準」
を
発布
し
、
道教
の活動は厳しく制限される。
１６９
また
民間で信仰されている 多くは打破されるべき迷信に分類され信仰活動が禁止さ
れた
。神祠存廃標準で禁止される淫祠の中
に碧霞元君 （娘娘信仰）も含まれるが、
碧霞元君に対する民衆の進香活動に
実際はそれほど影響をあたえなかった。そし
て、その後の内戦により民衆生活にまで影響 及ぶよう なると、廟会も次第 衰えをみせはじめる。一九三七年の日本軍の北京侵攻 より、
ついに
廟会活動は停止に追い込まれる。戦後になり、一度は廟会が再開されたものの、すぐさま文革が始ま
り再び活動不能になる。
 
文革以後も活動停止においこまれた廟会などの伝統文化活動はしばらくの間、復活することはなかった。北京でも同様に文
化活動がおこなわれることはなかったが、その後しばら す と廟会の復活や保存を望む声があがるようにな
る
。しかし、そ
れらの声は散発的 ものであり、まとまった意見として具体的行動に移されることはなかった。そうした状況下で徐々に廟会など伝統文化活動復活の要望の声が市民の間で盛 上がり、一九八四年
に崇文区（現東城区）にある龍潭公園で文革後、最初
の廟会が開催された。この廟会を参観した政府関係者も
今後の
廟会開催に前向きになった。廟会は、北京の伝統文化を体現し、
                                        
       
 
１６９
 一九〇〇年代前半の
廟会の変遷については、習五一「近代北京廟会文化演変的軌跡」
（
『近代史研究』一九九八年第一期（総第
一〇三期）
）を参照。
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安定と平和を象徴しており、北京が歴史的都市というイメージに非常に効果的であると認めた。これを受けて一九八七年になると崇文区文化局は「龍潭湖全国花会大奨賽」を大々的に開催
し
メディアの注目を大いに集めた。そして春節期間の花会活動
は徐々に北京民間文化の象徴として定着していくことになる。
１７０
 
 
龍潭湖公園廟会は、一九八四年以前に崇文区で廟会開催の準備委員会が
組織され、行政
面などと様々な話し合いや廟会開催の意義の規定などがお なわれた これらはいずれも中国では淫祀雑祭や迷信が禁止されており、それらの理由から廟会再開が禁止され
ていた
ために様々 理由付けを必要とした。そ 結果 廟会の目的は伝統文化の保存や継承
であ
り
、宗教的色彩を含む物や言葉の多くは改められた。
 
廟会復興にあたり、
往時の状況が
記された
資料や保存された記録はなかった。
よって
再興
には当時の様子を知る人々の記憶だけが頼りであった
。だが文革などの影響で一時断絶さ
れたため、往年の様子を知る人々の
高齢化の進行、または当時はまだ子供で廟会の記憶は
曖昧にしか覚えていないなど、当時 様子の聞き取 調査だけでも大変な苦労であった。龍潭公園廟会準備委員会は、これらの 記憶 頼りに再興準備をすすめるとともに、
現在の社会状況や地元政府の意向に適うように、従来とは異なる新たな内容で廟会を開催する必要があった。
 
 
本来、廟会の一番重要な目的は、廟の祀神の生誕日を祝うことである。それに付随して門前市が立つなどして多くの人々が
集まった。中には毎月決まった
日に定期的に門前市が開催される所もあった。北京の廟会だけでも蟠桃宮や花市火神廟や薬王
廟など多くの有名な寺廟がある。だが、これら廟会には当然 宗教的色彩
を有していた
。そのため廟会復興では、こうした宗
教的色彩を感じさせるものを変更
するこ
とも必要
であった
。代表的な例として、春節や節句の時に様々な技芸を披露する各種
                                        
       
 
１７０
 前掲『妙峰山
 
北京民間社会的歴史変遷』二二九―二三〇頁。
 
 
龍潭公園廟会 
132 
信仰団体である「香会」の名称変更がある。これら香会は伝統的技芸を継承しているため、廟会を盛り上げるために欠かせない存在であるが、香会という
名称
からは宗教的意味が想起され、解放後の迷信打破という政府の政策に
相応しくなかった。そ
のため廟会復興の同意を地元政府から得るためには名称
変更
が
必要
となり、「
花会」
という呼称
に改められ
た。花会の
目的
は、
各種演芸や奉仕活動により信仰を示すというものから、伝統芸能としての各種演 の技術を継承し、それら技芸を廟会で披露し廟会を盛り上げるため 組織とされた。
１７１
例えば
、これら花会を体系的に組織管理する団体として朝陽区民間文芸家協会
があげられる。
１７２
ここは北京の伝統的香会の演目である十三檔が演じる十三種類の技芸を無形文化財として保護する目的で
設立された。現在でも、毎年春節 なる 各地で十三檔の活動 見られ、北京東嶽廟廟会では初日に十三檔が勢ぞろいして演武が披露 る
 
 
（
二
）
廟会の形式
 
 
『北京宗教文化研究』
１７３
では、往時の北京の道教廟会の内容を（一）進香敬神を主にした廟会、（二）游春を中心内容と
した廟会、（三）市場活動を中心にした廟会 （四）廟宇から独立し行われる市場活動の四種類に分類する。現在、北京で開催される春節期間文化活動（廟会）も四種類のいず
れかに分類される。北京市人民政府が運営するホームページ「北京網」
                                        
       
 
１７１
 花会の復興過程や現状については
前掲
『妙峰山
 
民間文化的記憶与伝承』
や
『妙峰山
 
香会組織的伝承与処境』に詳しい。
 
１７２
 二〇〇四年九月に北京市朝陽区文学芸術界聯合会が設立された。同会は、朝陽区美術家協会、朝陽区舞踏家境界、朝陽区文学創作協会、朝陽区民間文芸家協会、朝陽区撮影家協会、朝陽区音楽家協会の七協会から構成される。朝陽区民間
文芸家協会は、朝陽
区の民間文学・民間芸術・民間風俗の収集・整理・研究により、朝陽区の文化遺産の発見、保護をその目的としている。
 
１７３
 佟洵等著『北京宗教文化研究』
（
宗教文化出版社、二〇〇七年
）三三九
―
三四五頁。
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１７４
に公表される二〇一二年春節期間廟会は二十七か所あり、北京の公園や風景名勝区でおこなわれる春節の活動を紹介して
いる。これ以外の寺廟やその他を合わせれば実際の数はさらに多くなる。事実、筆者が
二〇一一
年に北京で開催される廟会に
ついて調べた限りでも三十三か所あり、その内半数近くが北京網 掲載されていない場所であった。また春節廟会の情報共有サイトでは、この期間、北京市内や近郊で
六〇
か所以上の廟会が
開催される
、との情報もあった。廟会開催期間の多くは、陰
暦
正月一日（初一）から一週間前後であるが、十二月末から開催される場所や、元宵節まで行われるなど様々である。以下、
現在行われている廟会を参考にしながら、 特徴を簡単に紹介する。
 
（一）進
香敬神を主体とした廟会。
 
旧時
の北京の道教の廟の多くはこれに属した。廟会
期間
になると多くの信者が進香に
訪れる。廟会活動は宗教儀礼が中心であり、娯楽や市場などは付属的なものに過ぎない。現在では白雲観や雍和宮が代表例である。春節時、とくに正月大初一は、これら有名寺廟に非常に多くの人々が参詣に訪れる。白雲観であれば参詣者の行列が入り口から廟の裏手まで、廟をおよそ半周するように延びてい 雍和宮も同様 長い行列ができる。寺廟の境内は多くの参拝客で賑わい、参詣者は熱心に神に祈りをささげる。これら廟会は、廟会本来の目的であった神を祀ることを主目的にしている。しかし、こ ように香客による焼香や僧
侶や道士による儀礼だけでは宗教活動となってしまうため、「春節文
化活動」や「伝統文化 会」などの名称 呼ばれ あくまでも宗教「文化」活動とされる。
 
（二）
游春を中心内容とした廟会。これらは廟会をたよりに游春に出かけることが主目的であり、廟会でおこなわれる宗教活
                                        
       
 
１７４
 詳しくはホームページ「北京網（
http://ly.beijing.cn/bjlyfw
/2012cjw
hhd/）」を参照。
 
 
白雲観山門前の行列 
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動や商業活動は付属的なものとなる。以前は白雲観の燕九節や蟠桃宮廟会、南頂廟廟会が有名であった。多くの人々が集り、様々な娯楽を楽しみながら過ごした様子が『燕京歳時記』に記述されている。
 
 
毎至正月、自初一日起、開廟十九日。游人絡繹、車馬奔騰、至十九日為尤盛、謂之会神仙。相伝十八日夜内必有仙真下降、或幻遊人、或化乞丐、有縁遇之者、得以却病延年。
１７５
 
 また北京で有名な游春場所の一つであった南頂廟の様子も述べられる。
 
 
南頂碧霞元君廟在永定門外五六里、西向。……。毎至五月、自初一日起、開廟十日、士女雲集。廟雖残破、而河中及土阜上皆有亭幛席棚、可以飲食座落。
至夕散後、多在大沙子口見賽馬焉。
１７６
 
 
人々は廟会に付随して行われる様々な娯楽や屋台の食事をたのしみながら一日を過ごした。
現在では東嶽廟廟会が一番これに近いと思われる。東嶽廟は道教正一派の華北地区最大拠点として宗教的役割を果たすだけでなく、復興後は廟の北
半分
を北京民族博物館に改装して一般公
開しており、北京の伝統文化や習俗の保存、継承にも積極的に取り組んでいる。そのため春節やその他の主要祭日に道教儀礼がおこなわ るだけでなく、様々な文化的イベントも開催される。春節期間は道士による拝太歳などの儀礼が行われる と に、花会による北京の伝統的演
                                        
       
 
１７５
 前掲
『燕京歳時記』「白雲観」。
 
１７６
 前掲
『燕京歳時記』「南頂」。
 
 
民俗博物館前舞台の雑技（東嶽廟） 
135 
武や、民俗
博物館側に設けられたステージで歌や雑技の他に、伝統的玩具の展示などがおこなわれる。これは日本の初詣のよ
うであり 寺社が参拝者や出店で賑わっている情景に似ている。これら廟会は、地元政府
と寺廟が共同で廟会を主宰すること
もあり、しばしば観光資源として
特色ある地域文化活動として開催される。筆者が見た限
り、同一の場所で行事が行われるものの、文化活動と道士たちの活動は、それぞれが別系統で運営されているように思われた。
 
 
（三）と（四）は、現在ではほぼ同質のものになっている。現行の廟会の多くがこの
形
式であり、春節文化活動とも呼ばれる。市内の公園や景勝地などを中心におこなわれる春節のイベントである。多くは日本の縁日と同様に敷地内に様々な屋台がならび、さらに文化活動 スペースなども設けられる。例え 天壇公園や 壇公園では多くの屋台の他に、皇帝が天や地を祀る儀式の再現がある。大観園では『紅楼夢』 世界観を再現した演出がおこなわれ、小説の人物に扮した演者が日に何度か
隊列をつくり
園内を練り歩く。前門大
街では台湾廟会が開催され 。これは台湾文化を体験することを主題として、台湾食文化街という一角が設けられ、台湾の
食べ物を売る屋台や土産物屋が並ぶ。さらに龍潭公園な
どの多くの公園では、公園内に食べ やおもちゃ、本の屋台、さらには移動式ゲーム場な
ど多くの屋台が軒を連ねる。場所によっては移動式遊園地などもある。さらに文化活動区画とし 演武用の舞台が設置され、舞台では定期的に獅子舞や雑技など花会の演武、民間技芸などがおこなわれる。この春節活動は廟会がもともと有し た神を祀るという宗教 色彩がほとんど排除され、残された市や花会の機能が発展、変遷して庶民の娯楽のための場所
として
の役
割が強調されていったとも見なすことができる。
１７７
 
                                        
       
 
１７７
 前掲
『北京宗教文化研究』三三九
―
三七〇頁。
 
 
地壇公園廟会 
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また、これら三つ目の春節文化活動は上述した北京網で紹介されるように、その活動内容は「伝統京味廟会」「皇家文化廟
会」「現代「洋」廟会」「新年祈福」に分けられる。以下は筆者が実際に訪れた廟会を踏まえつつ、その状況や特徴を述べてみたい。
 
「伝統京味廟会」
 
春節期間に開催される大部分の廟会が伝統京味廟会にあたる。これは、昔の北京
、
つまり「老北京」廟会の伝統的な民俗的
特徴や文化を継承するとされる。さらに現代的色彩も付加された最も伝統的で現代的な廟会ということができる。上述の北京網にはこの廟会の主旨が以下のように述べ
られている。
 
 
京城伝統廟会処処透着濃濃的「京味児」、有着北京千百年来流動的記憶。北京的廟会起源于遼代、従元末明初開始発展。後因戦火、衰敗于抗日戦争。上世紀
8
0
年代中後期又陸続恢復発展。
 
 
 
也許你是一個老北京、那麽可以趁此在廟会上再找一找児時的影子。也許你是一個「新北京」、那麽就来廟会体験一下老北京文化伝統特色吧。百転千回、最吸引我們的仍旧是那些最伝統 民族特質与文化。
１７８
 
 
この種の廟会の代表的なものが上述した龍潭公園の廟会である。廟会期間は陰暦十二月三十日から正月初七ま で、北京春
節廟会で最大規模をほこ
る。非物質文化遺産による民俗文化の奥深さの経験を主題として、多数の花会による文芸上演により
中国伝統文化の趣の体験を目的としている。これら文化活動は「総芸大舞台 でおこなわれ、相声や二人転、歌舞など様々な民間技芸が上演される。これ以外に、凧、唐コマ
、囲碁、将棋、京劇、太極拳などの非物質文化遺産とされる伝統文化などの
演目
も
おこなわれ、様々な形で北京の伝統文化を体験させる工夫がなされている。これら民間技芸以外に、会場内には多くの
                                        
       
 
１７８
 前掲「北京網」。
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食べ物や玩具、書籍などの屋台、さらには移動式ゲームコーナーやスケート場まで設けられる。
龍潭公園廟会は、北京の伝統
文化の継承という主題の下に開催され、ここで上演される花会や民間技芸はいずれも伝統文化、伝統芸能とされる。
 
 「皇家文化廟会」
 
その名の通り、皇帝に所縁のある場所で
開催される
廟会である。頤和園や円明園、天壇公園や十三陵がそれにあたる。さら
には『紅楼夢』の庭園を再現した大観園 廟会も含ま る。
 
 
独具一格的皇家廟会、廟会上表演的宮廷文化再現了当時歴史史情景、無一不体現出皇家的雍容華貴和富麗堂皇。皇家廟会在歴史上有着挙足軽重的地位、皇室在年節期間挙辦豊富多彩的活動、主要包括：“放生”活動、“慶豊図”、灯戯、火戯表演、挙辦宮市、演唱大戯及各種表演等。
１７９
 
 
この廟会の特徴は、皇帝や皇后に扮した演者が登場することである。円明園の廟会は正月初一から初七までの七日間開催さ
れる。廟会では円明園の各地で様々な催しがおこなわれる。南門では獅子舞などの民間演芸、円明園内にある正覚寺では花会の上演や戯曲の演奏が時間ごとに
おこなわれる。さらにスケート場もある。ここでの特徴的な行事として、皇帝の巡遊がある。
これは皇帝 皇后そして従者に扮した
十
名程度の一行が園内を散策するという設定の下、廟会期間中の毎日午前と午後の二回、
園内に現れる。皇帝役と皇后役にはマイクがつけられており会話が聞
こえるようになっている
。会話は主に円明園に関する故
事や廟会のイベント 屋台 紹介などである。
 
                                        
       
 
１７９
 前掲「北京網」。
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天壇公園の廟会は「天壇文化週」とよばれ、正月初一から初五まで開催される。周
知の通り、天壇は明清時代に皇帝が天を祀る儀式をおこなった場所であり、現在では北京を代表する場所の一つになっている。廟会のメインは、皇帝が天を祀る儀礼を再現した「祭天儀仗」である。祭天儀仗の上演は、斎宮から祈年殿までの行進、祈念殿での祭天儀礼の二つの部分に分けられ、後者は祭典楽舞ともよばれる。斎宮からの行進は、斎宮から出てきた皇帝が
、
文官、武官の隊列に率いられ、輿に乗り祈年殿へ向
かう。隊列は数百人規模で構成される。御前侍衛が鞭を地面に
打ち付け、隊列が進む
道をつくる。それに続き武器を手にした兵士たち、八旗 旗、宝器、傘蓋、幡扇を持った隊列が続く。その後、 金八件」を手 した侍従と輿にのった皇帝が登場する。この隊列が斎宮から祈年殿までのわずか数百メートルの距離を移動するの 三十四十分を要する。この行進は祈年殿前の丹陛橋で終わ その後 三十分程度の時間を開けて祈年殿での祭天楽舞が じ る。楽舞 は、まず祈年殿 の広場で武官が右
手に斧、左手に盾を持ち、皇帝の祭
天儀式の動きにあわせて楽舞をおこ
なう。続けて武官と文官が入れ替わり、同様に皇帝の
声にあわせ楽舞をおこない、最後は文官、武官がそろって舞う。これらの移動は常に傘蓋や旌旗に先導される。天壇廟会での皇帝は乾隆帝をモデル しており若く溌剌とした印象の役者が皇帝役を務める。
 
 
これら皇家文化廟会は、いずれも庶民の日常生活を離れ、宮廷や貴族の華やかな生活を疑似体験するという趣旨がみてとれ
る。それぞれの場所 登場する皇帝は、それぞれ 廟会の主題に合わせた風采になっているが、いずれも清朝の皇帝であった
 
 「現代「洋」廟会」
 
中国の伝統的な廟会の中に外国
の要素を加えることで、中国文化と諸外国文化との融合を目指す。そうすることで多くの
 
大観園廟会（自転車での綱渡り）  
祈年殿前で祈りを捧げる皇帝（中央右） 
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人々
が
外国文化を身近に感じとり、親しみや理解を持つ契機となる。さらに中国で暮らす諸外国人にとっては、廟会を通じて
自国文化と中国文化の結びつきを体感する機会となる。
 
 
在廟会上可以逛洋景児、聴洋曲児、品洋味児、玩洋游芸，過一個“洋味”春節。洋廟会結合西洋節慶活動与中国老百姓的伝統廟会，使中国人不出国門即可領略異国風情，品嘗異国風味，也能譲外国人在北京過大年。
１８０
 
 
二〇一二年春節に前門では「首届台湾廟会」が開催された。これは前門の一角にある台湾街を中心に台湾の食べ物や装飾品、
土産物を売る屋台、さらに台湾民芸の披露など台湾の廟会が
そのまま
再現された。台湾街は、前門の東側、つまり前門大通り
を挟み大柵欄の対面に位置する。実際に足を運んだ感想として、観光客の多くは前門大通りや大柵欄を訪れていた。大通りの各所に台湾廟会の案内を見かけるが入り口などの方向が示されておらず場所を探すのに苦労した。また開始時間は、台湾の慣例にならい午後三時頃と比較的遅い時間であるため、時間や場所などを
事前に確認して
お
かなければ、行ったものの何も見ら
れない場合もありうる。開催期間（二〇一二年の場合）は、前年の十一月二十三日から二〇一二年の二月八日までである。これは廟会というよりはむしろ台湾文化展ともいうべき、長期間の展示祭である。ここ以外では、朝陽公園で開催される朝陽国際風情節や石景山遊楽園の迎春廟会などは、伝統京味廟会をベースにして、 らに西欧の展示、文化体験区画や雑技の上演がおこなわ る。
 
 
 
「新年祈福」
 
特別な活動をおこなわず進香活動が中心となる。それでも境内は非常に
多くの参拝者でひしめきあう。特
に財神など庶民に
                                        
       
 
１８０
 前掲「北京網」。
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人気の高い神の殿宇
には焼香のための行列ができ、線香も山のように積まれる。場所によっては安全のために線香に火をつけ
ての焼香を禁止する所もある。
 
 
これら寺廟の参詣者の多くは純粋に自らの信仰活動のために参拝に訪れるが、雍和宮などは隣に地壇公園廟会が開催されて
いることもあり、地壇公園廟会のついでに雍和宮を訪れる人も多くみられる。
 
 
以上のように現在、北京で開催されるそれぞれの廟会は場所ごとに様々な要素が付加され、独自性をつくることで多くの客
を集める。だが、そ 根底にあるのは老北京の廟会を現代まで継
承し、新たな伝統文化を作り上げていくという意識である。
ここには長い間、廟会活動が断絶され、再興 過程 も宗教的問題や地元政府との関係など多くの問題を乗り越え、ようやく開催に至った人々の民俗文化に
対する
情熱が垣間見られる。
 
 
（三）
廟会の現状
 
「東嶽廟」
 
 
東嶽廟は現在の朝陽外大街に位置する。廟は元の時代、第三十八代張天師の張留孫により建立が計画されたが、張留孫は完
成前に羽化する。その後、張宗師、さらに呉全節が継承して完成させた。元の至治三年（一三二三）に完成した華北地域最大の道教正一派の宮観である。主神に泰山の神である東嶽大帝を祀る。また東嶽大帝の息子とされる炳霊公、さらに財神や七十二なども祀られる。
 
完成以降、東嶽廟は北京の人々 信仰面で重要な場所となり、また北京と通州を結ぶ交通の要衝でもあった
。そのため自然
と
多くの人々が集り、香火を集め、廟会も盛大に実
施されるなど、北京を代表する有名な寺廟の一つとなっていく。廟会がに
ぎわいをみせる様は、清の乾隆年間に書かれた『帝京歳時紀勝』「東嶽廟」に次のように描かれ
 
 
朝陽門外二里許、延祐中建廟、以祀東嶽天斉仁聖帝。
･･････。歳之三月朔至廿八日設廟、為帝慶誕辰。都人陳鼓楽旌旗、
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結綵亭乗輿、導駕出遊、観者塞路。
進香賽願者絡繹不絶。
 
 
また、清末北京の歳時風物を記した『燕京歳時記』「東嶽廟」には以下のように述べられる。
 
 
東嶽廟在朝陽門外二里許。除朔望外、毎至三月、自十五日起、開廟半月。士女雲集、至二十八日為尤盛、俗謂是
掸
塵会。
其実乃東岳大帝誕辰也。
 
 
東岳大帝の生誕日である三月二十八日にあわせて廟会が開かれると人々はこぞって足を運び、そこでの催し物には人だかり
ができた。
 
しかし、創建以来、北京を代表す
るほどに活気をみせていた東嶽廟廟会であるが、民国
以降、徐々にその活動が衰え始める。
内戦や日中戦争の影響を受け、廟会は徐々に衰退をはじめ、一九三七年の盧溝橋事件をきっかけに完全に
停止に追い込まれる。
この期間に廟内は軍部の指揮所と
して使用されていた
。戦後、一度は廟会が再開されるが一九四九年になり再び活動停止とな
る。さらに文革期になると殿宇や廟内の石碑が破壊され、廟そのものが廃れてしまう。その後、一九九五年に朝陽区文化局が東嶽廟を主管するよう 、文革時期に破壊された殿宇や敷地内に埋めら た石碑などの修復や掘
り
起しをするなど復旧
作業が開始される。そして一九九八年に殿宇の北
半分
が北京民族博物館として整備され、北京に関する様々な風俗文化や伝統
民芸品などを展示す 施設として公開され
る。
二〇〇八年からは東嶽廟の一般開放もおこなわれるように
なった。
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現在の東嶽廟廟会は大きく二つのパートに分けられる。一つは神を祀る進香活動、
もう一つは北京民俗博物館主体の北京伝統文化体験展である。祀神活動は、道士の儀礼や花会の演武がある。儀礼は東嶽大帝を祀る儀礼の他に、拝太歳などもおこなわれる。花会は十三檔が五虎棍や獅子舞、中幡など十三種類 演武を披露する。
 
東嶽廟廟会に参加する花会はいずれも朝陽区民間文芸家協会に所属しており、廟会
は主要な活動場所の一つでもある。花会は、まず全花会が廟内の岱嶽殿の東嶽大帝に参詣を済ませ、
その後、
山門前でそれぞれ順
番に技芸を披露する。花会の上演は、朝
の九時過ぎから始まり、正午前には
終了する。これに並行して、廟内では北京民俗博
物館主体で北京民俗文化節が開催され、民芸品の販売や伝統的な玩具、ステージでの
雑技披露などがおこなわれる。
 
 「中頂廟」
 
かつての北京には無数ともいわれるほど多くの寺廟が存在しており、その中でも碧霞元君を祀る娘娘廟が特に多く見られた。
それら娘娘廟のうち北京城壁を囲むように位置した五か所の娘娘廟は、その場所から東頂、西頂、南頂、北頂、中頂とよばれ多くの香客がおとずれた。
 
 
京師香会之
勝、惟碧霞元君為最。廟祀極多、而著名者七。一在西直門外高梁橋、曰天仙廟、俗伝四月八日神降、傾城婦女
往乞霊祐。一在左安門外弘仁橋。一在東直門外、曰東頂。一在長春閘西、曰西頂。一在永定門外、曰南頂。一在安定門外、
 
東嶽廟廟会（門前） 
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曰北頂。一在右安門外草橋、曰中頂。
１８１
 
 乾隆年間頃ではこれら七か所の碧霞元君廟が有名であった。光緒年間に刊行された『燕京歳時記』には七か所の娘娘廟のう
ち東頂、西頂、南頂、北頂、中頂の記述が
見られる
。この五か所は「五頂」とよばれ、清末民国期には代表的な娘娘廟であっ
た。ここでは五 のうち 現在でも廟会がおこなわれている中頂を例にとり、現在の廟会の様子を考察したい。
 
 
現在でも中頂
廟
廟会は、陰暦六月一日に開催され、十三檔による演武が中心となる。中頂廟は皇帝とも所縁があることから、
廟会開始に先立ち、皇帝や付き人に扮した演者が本殿に参拝をして廟会開始を宣言する。続けて参加花会の会主が本殿前に勢揃いして口上を述べる。その後 それぞれの花会の演武となる。花会の演武は、まず初めに会主が娘娘神の前で口上を述べる口上
の内容は、花会の由来、神や廟会参加への感謝の言葉である。
 
 
花会の演武は山門前、本殿前、廟の向かいの広場の三か所でおこなわれる。本殿前が一番のメインとなるが、本殿前で演武
をおこなわない花会もある。他所の廟会では一般に「開路会」が十三檔の先陣 切って演武 おこなう。中頂廟の場合は、地元の花会である「一統万年大鼓老会」
１８２
が最初に、続いて開路会の演武となる。その後は「中幡」「少年五虎」「小車」な
どの花会が続く。花会は全部で十あまりが参加する。大鼓老会の演武は山門前だけであり、廟内では行わない。各花会の演武時間は二
十分前後あり、午前八時に廟会が始まり、正午前には全ての花会が演武を終える。
 
                                        
       
 
１８１
 前掲
『帝京歳時紀勝』「天仙廟」
。
 
１８２
 西鉄営村「一統万年大鼓老会」については、曲超「西鉄営 鈸大鼓的宗教文化透析」
（
『山東農業大学学報（社会科学版）』二
〇一一第二期（総第四九期）
）
を参照。
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筆者は二〇一一年と二〇一二年に実際に廟会を訪れた。この両年の最大の違いは地元
政府の支援の有無である。二〇一一年までの廟会は、廟の所在地である西鉄営村が主体で開催され、名称も「西鉄村中頂廟第六回民俗文化節」であったが、二〇一二年は、北京市豊台区の党委員会と南苑郷人民政府による主催となり、廟会は西鉄村の祭りであったものが、形式的には南苑郷の祭りに範囲拡大され、呼称は「二〇一二南苑郷民間花会展演曁第七届中頂廟民俗文化節」に改められた。これに伴い廟会はさらに大規模になった。中頂付近は、いくつも バルーンや廟会の横断
幕で飾られ、前年にも増して多くに
人がひしめきあっているのがすぐに見て れた。また、 会開始前には、雑技団 よる演武
の披露や警備員数の増加、貴賓室や廟の向かいに設けられた特設ステージや多くの
メディア取材など前年よりさらに盛り上がりを見せていた。廟会自体に関しては、上述した皇帝役による本殿前での廟会開始宣言は、廟の向かいの広場に設け れた貴賓席前でおこなわれるようになった。この貴賓席には地元政府の役人や党関係者が約二〇名招待され、廟会 活気の中心も貴賓席前広場に移動したように思われた。
 
  小結
 
 
以上のように碧霞元君廟会は当時の北京各地で見られるものであった。それらの代表として旧城内では五頂があり、さらに
その上の存在として丫髻山や妙峰山があった。これら 廟会の参拝者は北京のみならず、天津など近隣地域からも多くの香客が足を運び華北一帯で最大規模の娘娘廟会へとなっていった。
 
このような大規模 廟会も日中戦争や文革の影響で廃れてしま
う
。その後、一九九三年に復興された廟会
で
は、当時の様子
を知る人々の記憶を頼りに花会が復活し、現在では多くの花会が参加して大規模な廟会が行われるまで復興
する
、その規模は
 
一統万年大鼓老会 
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年々、拡大している。廟会や花会の開催にあたり、宗教との関りの観点から現在でも地方政府の制限を受ける場合もあり、花会の在り方や活動内容、ひいては名称も現在の情勢に適応させられた部分もある。今後 社会の情勢に応じて、変化する部分があり、廟会もさらなる発展をとげると思われる で、引き続き注目していきたい。
 
北京だけでなく中国各地で開催される廟会は、年ごとにその数を増している。これらはいずれも伝統文化の継承や復興を目
的としているだけでなく、現
在
の社会の情勢や風潮にあわせた変更や現代的要素を取り入れること
で、新たな発展を見せてい
る。旧来のように廟会において宗教的要素が強調されることは少なくなったが、現在でもそれらは伝統宗教「文化」として同様におこなわれ 。これらを通じて人々は、近代都市へと発展を遂げた街並みでは見落とさ がちな、自らが生まれ育った地域の伝統文化を再発見する契機となっ いる。
 
 
現在の廟会は、過去の廟会を復興させ伝統文化を継承することに主眼が置かれているが、今後は旧来の廟会文化と現代文
化が結びつき、新しい廟会文が展開されると思われるので、引き続き注視していく必要があると思われる。
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第三章
 
満州の碧霞元君信仰
 
 一、
満州と碧霞元君
 
碧霞元君信仰は山東や北京など華北地域だけでなく、満州一帯でもこ
うした
地域に劣らず非常に盛んに信仰されていた。
奉
天を中心とした
東北一帯には二五〇あまりの娘娘廟が存在していたともいわれ、人々は陰暦四月十八日になるとこぞって近隣
の碧霞元君廟に足を運んだ。民国時期では迷鎮山娘娘廟会、鳳凰山娘娘廟会、北山娘娘廟会がこの地域を代表する大規模な廟会であり、東北三大廟会とも呼ばれた。中 も は特に有名で、廟会期間になると場所 遠近 問わず十数万の人びとが進香のために訪れ いわれる。
 
迷鎮山は南満州鉄道株式会社（以下、満鉄）が敷設した
大連から新京を結ぶ連新線の途中、営口線との分岐点となる大石橋
駅付近に位置する。廟会期間 なると進香に
向かう
参拝者のために満鉄は仮設の駅を設け、臨時の汽車を運行させたほど非常
に盛況な廟会であった
 
満州地域の娘娘信仰について
は、
満鉄調査部などにより詳細な調査が実施されている。満鉄調査部は信仰に限らず経済、人
口、地理、農業 ど満州地域全般にわ り詳細な調査をおこなった。その調査項目の一つとして民間の信仰についての調査が
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あり、当時、満洲一帯で最も信仰を集めた碧霞元君に
関する
調査
も実施
された。満洲の碧霞元君については、奥村義信『満洲
娘娘考』
１８３
からも
当時の様子を詳しく知ることができる。本章では、奥村の調査を基に、当時の迷鎮山娘娘廟会を中心に検
討
する。
さらに
近年、
復興された迷鎮山廟会の
現状
とともに、東北地域の碧霞元君信仰
や廟会の様子に
ついて考察をおこない
たい。
 
 
（一）
中国東北地域の碧霞元君信仰
 
 
中国東北地域の信仰は、もともとは女真族の伝統的信仰であるシャーマニズムが中心であったが、明代以降、仏教や道教の
伝流が増え、清代になると三教が併存する状況にあった。これら信仰の実践場所となる殿堂は廟や寺院とよばれ、その由来は四種類に分類される。
 
 
（一）宗教宣伝
の道場
 
（二）霊験または攘災祈福を為すも
 
（三）神仏像発見に依るもの
 
（四）戦役記念
 
  
これら四種類の中でも、当然（二）を由来とする場所が最多であり、関東州満鉄付属地と領事館館内における寺廟数は五四
六か所にのぼる。宗教別に寺廟をみると、仏教が最多であり、次に道教、その次は回回教、儒教、ラマ教の順で続く。中 は仏教寺院であるが関帝と娘娘を祀り、道教の廟宇で阿弥陀仏が誦えられるなど仏教と道教が混在している場所も少なくなかっ                                        
       
 
１８３
 
奥村義信『満洲娘娘考』（満州事情案内所
 
一九四〇年）。
一九八二年に第一書房から再版。本論では第一書房版を参照。
 
148 
た
 。
１８４
 
こ
うして
多くの宗教が混在する中で
、
碧霞元君信仰は山東や北京など華北地域に劣らず東北一帯でも広く信仰を集め、各地
に点在する娘娘廟では廟会
期間
になると盛んに香火が奉げられた。満洲では奉天の迷鎮山と鳳凰山、吉林の北山の三か所の娘
娘廟が東北三大廟会と呼ばれ、大規模な廟会が開催されていた。その中でも大石橋の迷鎮山娘娘廟会は特に知られた存在であった。
 
では、満州地域ではどの程度の数の娘娘廟があったのであろうか。満州地域、特に奉天
一帯
では、娘娘信仰は非常に盛んで
あり、娘娘廟の数は関帝廟に比肩するほどであったといわれる。『奉天通志』
１８５
に記載される関帝廟と娘
娘廟のおおよその
数は、
関帝廟が三〇九、娘娘廟は九五、碧霞宮は十、天斉廟は八、東嶽廟は六、三霄廟は四ある。娘娘廟と碧霞宮とは当然、
碧霞元君廟のことである。また天斉廟や東嶽廟 東嶽天斉仁聖帝、つまり東嶽大帝廟のことである。碧霞元君は東嶽大帝の娘と言われるため、おそらく多くの 嶽 も碧霞元君殿が併祀されていたであろう。これに三霄廟を含めると一二三箇所の碧霞元君廟があっ ことになる。数の上では関帝廟のおよそ三分の一であるが、それ以外の廟、例えば孔子廟や火神廟などと比べると圧倒的に
多い
。また、満洲一帯では、碧霞元君
などを総じて三霄娘娘と呼ぶが、その名称が廟の名前になることは少な
かったようである。
 
 
（二）
迷鎮山娘娘廟会
 
 
満州での碧霞元君廟会は迷鎮山娘娘廟廟会が最も有名である。迷鎮山は、現在の行政区画では遼寧省大石橋市に
あたる
。大
石橋市は瀋陽の南およそ二〇〇キロ、営口の東およ 二十キロ 場所にある。海抜一六三メートルで山というよりは丘に近い。                                        
       
 
１８４
 『満洲国の娘々廟会と其市場研究』（満州経済事情案内所、一九三三年）二九
‐
三〇頁。
 
１８５
 『奉天通志』「置建」「祀祠」
。
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山頂の殿宇には福寿・治眼・授児の女神が祀られる。一般的にこの組み合わせは碧霞元君廟で祀られる碧霞元君・眼光娘娘・催生娘娘（または送子娘娘）の三神と同一であるが、満州地方では れら福寿、治眼、授児の神を雲霄娘娘、碧霄娘娘、瓊霄娘娘と呼び、総じて三霄娘 と称した。
 
では、迷鎮山娘娘廟はどういった歴史を持つのか。以下、簡単にその歴史をたどってみたい。『遼東志』に「迷鎮山、城西
南七十里。」
１８６
と
記され
る
。また『盛京通志』には、
 
迷鎮山、俗呼俗呼瞭高山、又曰娘甲山、上有娘娘廟。
１８７
 
 とある。さらに『海城県志』では
 
 
迷真山
 
城西南七十里俗呼瞭高山、又曰晾甲山
 
上有娘娘廟
１８８
 
 と
記述される。もともとは瞭高山や晾甲山など様々な名称で呼ばれた
山だが
、後に迷鎮山と呼ばれるようになる。県城の区画
では海城県に属したが、その後の区画変更により蓋平県、営口県へと所属がかわる。海城県は現在の瀋陽と大石橋市の間にある鞍山市の一部 あたる。『蓋平県郷土志』にも「迷鎮 、在城北合十五里、又名岳州山」と
記
され
、迷鎮山が蓋平に属して
いたことがわかる。
１８９
 
                                        
       
 
１８６
 高木亥三郎『尊経閣叢書遼東志』巻之一「山川」（一九一二年）四一頁。
 
１８７
 『盛京通志（一七三六年版）』巻十三「山川」。
 
１８８
 『民国海城県 九
三七年）』巻一
「山川、山脈」
。
 
１８９
 『民国蓋平県郷土 一九 ）』「山脈」。
 
150 
 
迷鎮山が位置する場所は、海城、蓋平、営口の三県の境界であり、たびたび所管が変わる
。
見方を変えれば、それぞれの県
の交差地点でもあった。そのため交易の拠点としての役割も果たした。『光緒海城県志』に、
 
 
岳州山
 
在城西南六十里山有碧霞元君廟為極盛会塲
１９０
 
 とあり、さらに『民国海城県志』には、
 
 
耀州山
 
城西南六十五里、盛京通志曰迷鎮 上有碧霞元君廟、年代極古。会塲亦称盛。此山原在海蓋交界処、現改為営海
交界処
１９１
 
 と記され、その十三年後に改訂 れた
 
 
迷真山
 
城西南六十五里、耀州 南俗称耀州山 又曰迷鎮山。
上有碧霞元君廟、年代極古。此山原在海蓋交界処、現改営
海交界処。
１９２
 
 
 とある。こ
れら
の資料からも名称の変遷をたどることができる。三県の境界として交易の拠点となり、多くの人々が
自然と
集
                                        
       
 
１９０
 『光緒海城県志（一九〇七年）』「山脈」。
 
１９１
 『民国海城県志（一九二四年）』巻一
「
地理山脈
」。
 
１９２
 『
民国海城県志（一九三七年）
』
巻一「山川、山脈」。
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るために、ここに位置した廟も次第に活況を見せるようになったのであろう。
 
このように迷鎮山は名称や所管が変わりながらも、
交易の拠点としての機能を拡大していき、人々が集る場所となっていた
。
では、
多くの人々が進香に訪れる
娘娘
廟宇はどのようであったのだろうか。
 
 
鍾万有云、営口東行四十里之迷鎮山。山勢嶷峨。娘娘廟建於其陽。工程浩大、華麗異常、断碑残碣、惜字跡模糊。
１９３
 
娘娘廟は山の南斜面に建てられ、いくらか石碑も残されていた。廟宇の詳細な来歴については、石碑表面の文字の摩耗によ
り判断することは きないが、一般には唐代の創建にかかわると
される
。
１９４
 
 
 
境内には天聡、乾隆、嘉慶 道光、同治の時代に建てられた碑があるが、どれも喜捨の芳名を列ねただけである。唯一、天聡九年建立の「勅建重修娘娘廟碑記」から み、同廟研究上の歴史的価値を得られた
１９５
 
 
満鉄による迷鎮山の調査当時、 内で確認できる碑文は天聡九年（一六三五）の碑文
のみ
であった。他にもいくつかの石碑
はあるが、いずれも有用なものではなかった。唐代の創建などが記された碑文は、所在を失った、または営口に移されたといわれ、すでに行方が分からない状況 あった。
１９６
 
                                        
       
 
１９３
 『東三省古蹟遺聞』「迷鎮山娘娘廟」（盛京時報社、一九二七年）三六頁。
 
１９４
 前掲 異 では「此廟創修於唐代、当無疑義」と述べるが、奥村義信は、石碑が現存せず真偽が確認できないため時代の名言は避けている。
 
１９５
 植野武雄「迷鎮山娘娘廟碑記考」（『亜東』六―九
 
亜東印画協会、一九二九年）十四
‐
十七頁。
 
１９６
 『南満州旧蹟志（上篇）』（南満州鉄道株式会社庶務部調査課、一九二四年）三八六
‐
三八九頁。
 
152 
 
迷鎮山は一に迷真山に作る。俗に瞭高山、晾高山とも云い。野原の中に孤立した山で此の辺の山岳中では高山の一である。寺名は海雲寺と称し、俗 岳州廟或は娘々廟と呼ばれる。雲霄、避霄、瓊霄の三娘々を祀り福寿、治眼、授児の女神として広く尊信を受けている。
１９７
 
「迷」と「米」、「鎮」と「真」は同じ発音であるため、米真山と記されることもある。
 
迷鎮山の娘娘廟はもともと唐代に建立された海雲寺という仏教の寺であった。その後、殿内に雲霄、避（碧）霄、瓊霄の三
娘娘が祀られるようになると、娘娘廟として広くしられるようになる。
 
 
大石橋【娘娘廟】西南五支里、迷鎮山の古刹海雲寺内にあり、寺は遼の耀州城時代より其名全満に聞こゆる名刹にして寺内に娘娘廟あり。唐代の創設に係り、趙公明の三妹（雲霄、避霄 瓊霄）を神霊として祀れるもの、 央なるを福寿、左右なるを治眼、授児の女神となす。
１９８
 
 
このように迷鎮山娘娘廟は、唐代の創建とされるももの、それを示す資料は見当たらない。境内にあったとされる石碑はす
でに散逸してしまい、その伝承を聞くのみである
。
廟内に残された最古の碑文は天聡九年のもので、少なくとも明末にはここ
ら一帯で有名な娘娘廟として知られる場所になっていたことがわかる。
 
迷鎮山一帯は平地となっており、山は平地の中にそびえ立つように見える。海抜は一六三メートルで決して高い山ではない
                                        
       
 
１９７
 『満洲古跡遺聞』「迷鎮山娘々廟」（亜細亜出版協会、一九三七年）六五頁。
一説には貞観十六年に敬徳監により創建されたと
いう。
 
１９８
 山崎惣與編輯『満州国地名大辞典』日本書房発行（一九三七
年十月）五一五
‐
五一六頁。
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が、この付近では高い部類の山であった。
山腹に娘娘廟
が
建てられ
ている
。
『欽定盛京通史』
では、娘娘廟が次のように記されている。
 
 娘娘廟、有二 …一有燿州南十里瞭高山、正殿三楹、前殿三楹、西廡三楹、演劇楼一楹、大門三楹、太宗文皇帝時修、康煕二年、勅工 重修、有碑記
１９９
。
 
 
もともと海城県には有名な娘娘廟が二つ有り、その一方が
耀州瞭高山であった。この瞭高山
とはつまり迷鎮山のことである。
廟は正殿三
楹、西廡三楹、演劇楼一楹、大門三楹
･･･とあり、山の麓から頂上にかけて海雲寺
が前殿、そして第二殿、正殿と並んでいた。娘娘廟は正殿にあった。また別の記述では多くの民衆は
廟会の時に並ぶ
山すその
商店で日用品を買うことが目的であり、山を登って参拝する者の数は少ないとある。それでも娘娘廟まで参拝する者の数は相当数あったようである。娘娘廟へ参拝する人々は多くは授児、安産
を
願う若い女性が多かった。
 
 
廟には、福寿・治眼・授児を司る三体の女神が祀られ雲霄娘娘、碧霄娘娘、瓊霄娘娘とよばれる。この三女神は総じて三霄
娘娘と呼ばれてい 。三女神の職能はいずれも碧霞元君、眼光 、催生娘娘の組み合わせと同一であった。おそらくは碧霞元君信仰が伝わった後、何かしら 影響を受け、この名称になったのであろう。
２００
 
では、実際に満州一帯で信仰されていた娘娘神にはどのような神がいたのであろうか。満州一帯で授産縁結、
育児
に関する
神として信仰されていた神は次のとおりである。
 
                                        
       
 
１９９
 『欽定盛京通史』巻九七「海城縣娘娘廟」。
 
２００
 東北一帯では三霄娘娘、北京や山東などの華北一帯は碧霞元君とするが、武当山に祀られる娘娘神も雲霄、瓊霄、碧霄の三霄娘娘という名前である。この名称については小説『封神演義』に登場す 娘娘の影響があるのかもしれない。
 
 
迷鎮山全景（麓の盛徳寺から） 
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授産縁結
 
天仙聖母、五母娘娘、子孫娘娘、奶母娘娘、金姑娘娘、天后天妃、送生娘娘、泰山娘娘、碧霞娘娘、白衣観音、広生娘娘、天地仏、和合二聖。
 
育子
 
奶母娘娘、催生娘娘、引蒙娘 、奶媽、大慈観音、白衣観音。
 
２０１
 
 
ここに挙げられる神はいずれも授児、育子に関連する女性神である。中でも「天仙聖母」「碧霞娘娘」「泰山娘娘」はいず
れも碧霞元君を指す。第一章でのべたように碧霞元君の正式名称は「天仙聖母碧霞元君」であることからもわかる。また「天后天妃」とは媽祖 と思われる。このことから、満州では、同一の職能を持つ個別の神という認
識ではなく、同一神格を
もつ神
として
広い認識があり、そこに類似する職能や名前を持つ神を分類したため、本来は航海の安全を司るはずの媽祖まで
もが授産縁結の神 して信仰されていたの はないだろうか。
 
 
北京では碧霞元君など娘娘神を「九娘娘」とよぶことがある。中野江漢によれば九娘娘は、引蒙、斑疹、乳母、子孫、天仙、
眼光、催生、培姑、送生を指す。
２０２
北京の場合は、神仙の名称からも、その職能を判断できる場合が多く各々の神仙の役割
も明確であった。
 
                                        
       
 
２０１
 井岡大輔『意匠資料
 
満洲歳時考
 
旧題一簣』（一九三九年に村田書店から『一簣』として発売されたものを一九七八年に再版。
本論では再版版を使用）一六九頁。
 
２０２
 中野江漢著、中野達編『北京繁昌記』（東方書店
 
一九九三年）二一六
頁
。
また、管見のかぎり九娘娘についての記述は、老舎
『我這一輩子』などにも見られれるが、九体の神を紹介しているのは中野江漢のみである。
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迷鎮山娘娘神の由来については、廟の歴史と同様に不明な点が多いが、迷鎮山一帯に
は三娘娘の伝承が残されている。
 
 
昔一人の若者が、荷馬車に塩の嚢を積んで営口から大石橋に向って歩いて来た。途中まで来ると、三人の娘がさも疲れ
切った足どりで歩いている。若者が追いつくと娘達もふり向いたが、其の三人の美しさはまるで牡丹の花でも咲きこぼれるようである。三人の娘は若者に、「どうかその車に私共を乗せて行って下さいませんか。」とたのんだ。
 
日が暮れかけて気が急いているのに、三人も載せてはやり切れないと思い、若者は一応拒んだものの其の疲れ切った様
子をしみじみ眺めてはすつかり気の毒になってしまつて、塩の袋を
かたよせ三人を載せた。娘達は如何にも嬉しげに車上
の人となった。どんなにか重いだらうと は心配 て た に、車はらくらくとまるですべるように進むのである。
 
うねりうねった赤土道を幾曲りもして野原を過ぎ やっと大石橋近くの山麓に来た。すると娘達は急に「ここで下ろし
ていただきます。」と車を下り 、「これはほんの御礼のしるしです。」と言いなが 若者に布三匹を無理に渡した。そして三人はつれだって山を登りはじめたが、其 速さはとても人の足とは思えぬ程であった。そし 娘達は山頂近く登り着き、そこに端座し祈り 始めた。す
ると三人の姿に後光が射し、眩いばかりの光となって四方を照らす。
 
麓でじっと見送っていた若者は、思わず地に伏して拝んだ。やがて厳かな楽の音が響いて来る。見上げると三人の娘は
今にも空に昇っ 行くところである。
 
若者は一目散に駈けて行 村人達に告げたので、村人達はみ なで集っ 来て山を仰ぎ見たが、此の時はもう娘達の
姿は天上遥かに昇り去 見る事が出来なかった。
 
村人達は娘が端座して祈りをした場処に三つの廟を立て三体の女神を祀った これが迷鎮 の娘々娘廟である、と言わ
れている。
２０３
 
                                        
       
 
２０３
 『満洲国の伝説と民謡』「三人娘（迷鎮山娘娘廟）」（満州事情案内所、一九三八年）三七
‐
三八頁。
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これに類似する話は東北各地、とくに奉天一体に多く
残されている
ことから
も
東北一帯では、もともと三人女神に関する伝
承があり、後に伝わった碧霞元君信仰も三女神であったため両者が結びつけられたとも考えられる。しかし、上述したように北京と東北での碧霞元君の呼称の差異について、北京妙峰山には、魏老爺と雲霄娘娘が妙峰山主神の座をかけて争う、という伝承があるなど
 、雲霄、瓊霄、碧霄の呼称は地域的なものではなく各地に存在しており、それぞれの地域の廟会の発展ととも
に、その地域で有力な廟に祀られる神の名前が広く定着していったのか
もしれない。
 
 
このように碧霞元君は、東北一帯でも広く信仰され三霄娘娘として人々に親しまれていたが、満州の人々にとって娘娘神や
廟会にはいかなる意味があった だろうか。
 
 
泰山の碧霞元君廟の背後には、元君のための寝殿が設けられ、そこに横になった碧霞元君像が安置されているという。（略）こうした像が作られたの 春の季節における碧霞元君の目覚めが重要視されたことの反映であったのではなかっただろうか。横になっている碧霞元君は、いわば篭もっている女神であり、篭もっている期間に生命力を貯え、その女神が目覚めるとき、この
世界に生命力があふれるようになる。その時期に合わせて、人々は碧霞元君廟に参詣し、新しく目
覚めた生命力を身に受けたのであった。
２０４
 
 
いうまでもなく碧霞元君廟会は満州に限らず、北京や山東など各地でおこなわれていた。廟会では碧霞元君の生誕日を祝い、
子孫繁栄を願うという個人的な目的だけでなく、もう一つ別の側面があった。それが、ここに述べられるように春の到来を告                                        
       
 
２０４
 小南一郎「女神の目覚め―碧霞元君と春の祀り」（説話と説話文学の会編『中国と日本の説話
Ⅰ
』説話論集
 
第十三集、清文同
出版株式会社、二〇〇三年）三
‐
二十頁。
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げる節目としての廟会であった。
 
長い冬の間、寒さが厳しい東北地方の人びとは、ことに強く春の訪れを待ちわびていたに違いない。そのため、長い冬がよ
うやく終わりを告
げ、新しい春が到来することは、単に季節が冬から春に変わるだけでなく、冬の間に抑え込まれていた人々
の気が短い春に向かい生命力として一斉に解放される季節でもあった。そして冬の終わりと春の始まりを知らせる節目として人々は冬の間にため込んだ活力を娘娘廟会に注ぐのであった。
 
当然、ここで指摘される内容は、東北一帯に限ったことではない。しかし、冬の間、ずっと寒さに耐えてきた
東北の
人々に
とっては、春 訪れととも 娘娘廟会が一段と待ち遠しかったに違いない。
 
では、満州での娘娘廟会の様子はどうであったのか。迷鎮山娘娘廟会の状
況をみていきたい。
 
満州各地に点在していた娘娘廟の中でも、一九二〇年代から三〇年代を中心に最も有名であったのが迷鎮山碧霞元君廟会で
あった。
 
 
十八日、為娘娘廟（即碧霞元君廟）会期、香火極盛。婦人無子者、多於是日祈之農工商一律放假而耀州由尤盛於他処。２０５
 
 
迷鎮山の娘娘廟会は、碧霞元君生誕日である陰暦四月十八日を中心に前後四日間開催される。この時期 四月八日は釈迦の
生誕日の浴仏会（灌仏会）、四月二八日は媽祖の生誕日があり、場所によってはこれらが混同され開催されることもある。迷鎮山の場合は、隣の営口市にある楞厳禅寺（四月八日）と西大廟（四月二八日）と合わせて営口三大廟会と呼ばれた。
 
 
廟会期間は、
時代
により三日や四日、五日など様々であったが、一般的には四日間
である
。開廟期間になると瀋陽や大連な
                                        
       
 
２０５
 『海城県志（一九三七年）』巻四「歳事」。
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ど近隣地域だけでなく、遠く北京や南京などからも香客がおとずれ、中には日
本人参詣者の姿も
多く見られた
。
 
さらに
、満鉄による鉄道の敷設以降、沿線各地の娘娘廟会がより一層の賑わいをみせるようになる。沿線の大きな駅付近で
は、満鉄が周辺整備をおこ い観光地としての開発もおこなわれていた。例えば、遼寧の鳳凰山や吉林の北山なども娘娘廟会で有名であり、満鉄もこれらにあわせた宣伝をおこなった。
２０６
満鉄発行の満鉄沿線のガイドブック『南満州鉄道旅行案内』
の「大石橋」には次のような紹介が る。
 
 
迷鎮山の娘娘廟
 
駅の南一里十八町、野原の中に孤立した山で駅に入る前、車窓から左手に山上の廟が望見せられる。
娘
娘廟は満州到る処に存在するが当廟はその名高きこと他に比するべきものなく会式の日は臨時列車を増発する程の賑いである。祭典は毎年旧暦五月十六日から十九日までであるが特 その中日の午前十時頃から午後二 頃までは生人形や高脚踊りの練り物あり最も賑かであるから参観者 此日を選ぶがよい。前後五日間の参廟者は無慮十万に及ぶと言われている。参詣人の多くはアンペラ囲いの自家用蒲鉾馬車に家族を載せ牛馬に曳かせて山麓に陣取り異観を呈する。祭典と共に山下に定期市が立つ。建築材料として 木材、アンペラ及び農具の取引が主である。
２０７
 
 
碧霞元君廟会の期日が近づくにつれ、満鉄の宣伝はますます盛んになっていく。さらに廟会
を訪れる
香客の利便を図るため
に割引切符が発売された。これらはいずれも地域開発の一環としての側面を有しており、これに廟会が利用された。迷鎮山の場合では、廟会期間になると進香のために人出が多くなりすぎ、最寄り 大石橋駅の機能や交通が混乱してしまうため、廟会                                        
       
 
２０６
 満州文化
協会は、迷鎮山、湯崗子、興盛廟、鳳凰山、大屯阜豊山の娘娘廟会告知のために、廟会開催が近づくと、赤、黄、青の
三
色
の宣伝チラシを東北全域に配布した。
 
２０７
 南満州鉄道株式会社『南満州鉄道旅行案内』（一九二九年）「
大石橋」、四一
‐
四二頁。
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期間だけ迷鎮山の麓に臨時の廟会専用駅
が
仮設
され
、香客はこの駅を利用した。
 
 
啓者、大石橋娘々宮、神霊異常、感顕応彰、由夏歴四月十六日至十九日為廟会之期、香客雲集、且該処村屯、弁
有花会多
起、熱閙非常、本公司為赴会香客之使利起見、由附近各車站、到大石橋、特減車価発售来回車票、……本路特在迷鎮山下、設臨時車站、以便上下、所有由往返営口大石橋以北迷鎮山之搭客、要在大石橋換車、茲将由附近各車站 到大石橋之車価減半弁法、並開車時刻 開列于後
２０８
 
 
 
 
迷鎮山の仮設駅前は平地となっており、平地を抜けると迷鎮山の山麓にたどりつく。
駅前のこの平地は廟会期間になると多種多様な露店や見世物
が並ぶのはもちろんのこと、
参拝のためにやってきた人々の幌馬車や
臨時の宿泊所などで埋め尽くされた。さらに廟
宇それ自身も夜は宿泊所として活用された。人々にとってこの廟会は、日用品や農具など一年間に必要なあらゆる生活物資を買い揃えるのに欠かせない場所であった。これら露店で売られる文房具や食器、衣服や小物などの中には多くの日本製品がならび、日本で販売されているもので入手できないものはない、と言われるほど多岐にわたる品物が売られた。 らに若者 とっては見合いや結婚相手を探す め 大切 出会 場所ともなってい 廟会は娘娘神を祀る以外に を支える重要なイベント し 人々の生
活に根付いていた
 。しかし、十万人ともいわれる香客のうち、山頂の娘娘殿まで足を
                                        
       
 
２０８
 大石橋娘娘廟会の布告（『満州国の娘娘廟会と其市場研究』扉写真、および今枝折夫『満州異聞』（月刊満州社、一九三九年一四六頁より））。
 
 
迷鎮山娘娘廟からみる麓の平地 
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運ぶ者は、そのうちの数割であった。
２０９
 
毎年旧暦四月十六、七、八の三日間会式あり。遠近土客の帰依するもの多く無数の善男善女の参詣者十〇萬と註せらる。此期間には俄かに興行物、飲食店売店等出現し、雑踏名状すべからず、満鉄も為めに臨時列車を増発す。
２１０
 
 
  
山の麓の平地には多くの屋台や商店がならび、参拝者だけでなく近隣住民にとっては一年間の生活必需品を買いそろえる貴
重な場所でもあった。さらにここでは各種
出し物
が
あり
見る者を楽しませた。
 
 
四月十八日邑北六十里耀州廟会、即盛京通志所載耀州也。山上旧有娘娘廟、香火極盛。
山下禅院名海雲寺、毎届会期演劇
五日。
先時販売物類者雲集於茲、凡人民日用応需之物、無不備具、行行分列、供人采購。四方来游観者轂撃肩摩夜以継日。
有周鉄溝、橋台堡、郷楽荘、鉄嶺屯、百家塞諸村会辧演秧歌、抬歌雑劇、群集山 祝神、以祈豊年。
今其地点已撥帰営口
県矣、志之以略存昔日属界会場情形耳。
２１１
 
 
四月十八日を中心に前後四日間開催される廟会では、日用品の売買の他、山の麓には演劇用の舞台が
置かれ
様々な劇が上演
された。同じ迷鎮山娘娘廟の記述であるが、先ほどの
『満州国地名大辞典』とは異なり、ここで
記述される
神は碧霞元君であ
る。
このように同じ迷鎮山の娘娘廟会の記述でも、祀られている神は、雲霄、避霄 瓊霄であったり、碧霞元君とされていた
                                        
       
 
２０９
 迷鎮山娘娘廟会での市場の様子については安富歩、深尾葉子「満州の廟会「満州国期」を中心に」（『アジア経済』四五
、
アジ
ア経済研究所、
二〇〇四年）五八
‐
九〇頁を参照。
 
２１０
 前掲、山崎惣與編輯『満州国地名大辞典』五一五
‐
五一六頁。
 
２１１
 『民国
蓋平県志
（一九三〇年）』巻十、礼俗、歳時。
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りと様々に呼ばれる。ただ
、
どちらも福寿、治眼、送子の神ということは同じである。
 
 
この廟会は碧霞元君に参拝することが多くの香客の目的であるが、それ以上に多くの人々にとって廟会に併せて山の麓で開
催される市が重要であった。この市で人々は一年分の日用品など様々な品を買いそろえるの
である。また市だけでなく演劇や演武などの出し物が廟会に彩りを添えた。この迷鎮山
廟会 ために非常に多くの人々が旧満州一帯から集まるため、期日にあわせて満鉄は
大石
橋駅とは別に臨時の
駅を設けるほどの人出があった。この臨時
駅から山すそにかけての平
地に市や演劇など主 人々の日用品を扱う店が並んだのである。
 
 
（三）
迷鎮山と日本人調査
 
 
先に少し触れたように、迷鎮山廟会の参詣者は、中国人のみならず満州に住む多くの日
本人にとっても一大イベントであった。中国東北地域の様子を紹介する当時の日本の書物雑誌
等
には必ずといっていいほど迷鎮山廟会の賑わいについて触れられていた。
 
 
日本が満洲一帯の開発を進めるにあたり満鉄や満州事情案内所などが中心的な役割を果
たし、気候、地理、植物、農業、産業、宗教、人口、風物などあらゆる面に対して調査を
実施した
。迷鎮山娘娘廟は、東北一帯で最も名の通った道教の廟の一つであったため、多くの専門家による調査・報告がされ、
娘娘の意義、廟会の特性、廟の歴史など多方面からの研究がおこなわれた。
 
 
これほど強い力を持った宗教が、この大地に根を下ろしていること
を私は全く知らなかった。それは仏教でもなければキ
リスト教でもなく、神道でもない。それでいてこの宗教は、大地とともにある神であり仏でもあり、住民たちの唯一の信
 
麓でおこなわれる花会の表演 
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仰対象なのだ。この力強い信仰力を持つ「娘娘廟」とは、はたしてどう言うものであろうか。
 
２１２
 
 
もともと東北一帯の道教では関帝が広く信仰されており、娘娘神は、関帝など諸神の脇侍の一人に過ぎなかった。しかし、
碧霞元君信仰の伝播以降、次第に娘娘神が人々の信仰を集めるようになると、独立した一つの神格として祭祀がおこなわれるようになり、いつしか関帝人気をしのぐほどの
神となっていた。
 
先に述べたように迷鎮山の三娘娘には多くの伝承が残されており、類似する故事は東北各地でもみられる。迷鎮山三娘娘の
故事は満州在住の日本人小学生向けの教科書 も掲載されるなど、ここら一帯では現地の中国人のみならず、日本人にも知られるほど三霄娘娘の伝承は広く知られていた
 。
２１３
 
また平野博三は、日本の福島県相馬の馬追い祭りとの関連を春の祭り、人々の出会いの機会という観点から考察
し
、日本文
化の根本が中国にある事について紹介
している
。
２１４
また、
奥村義信は『満洲娘娘考』の中で、日本古代史研究家の徳永孝一
の講
演を紹介している。
 
 
日本の古代神社形態に於ける神奈備（俗称富士山型）が、満州の山々に多く見られる。ここに満洲の古代信仰が、日本の神社信仰と何等かの関連があ という目標を以て最近迷鎮山の調査を行った。（略）神籠石は不浄の防壁のため設けられたものであり、この中を神籠と云い神聖な区域と定め、祀りをするところを盤境と云 、一般の人々はその傍らで拝むこ
                                        
       
 
２１２
 外山卯三郎「大地を彩る「娘娘祭」」（『日本評論』十三―三、満州国民生社会司一九三八年）二六五頁。
 
２１３
 『満州補充読本（第二期、第三期）』（磯田一雄、槻木瑞生、竹中憲一、金美花編『在満日本人用教科書集成』第二巻、柏書房株式会社、二〇〇〇年）七五
‐
七七頁。
 
２１４
 平野博三「日本の祭礼にもにて」（『協和』三―十八）。
竜渓社復刻版、一九八三年。
本論では竜渓社版を参照
。
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とが許される。（略）即ち古代の信仰形態の在るところへ娘娘信仰が入って来たものと思はれる
 。
２１５
 
迷鎮山娘娘廟の近くには井戸があり、井戸付近には自然石が多数置かれ、そのな
かに一つだけ割石が置かれている。この割
石を辿っていくと山頂を巡るように配置されている。これが日本の豊前、筑前、筑後、周防でみられる神籠石と同様系統の祭祀構造 しているのである。こうした構造は、古代では祭祀の際の聖域を意味し、司祭など特別な人以外、普通の人々の立入は禁止されたため人々は石の傍らで参拝した。後にその場所が殿宇へと発展していった。このように神社の形式や神道の系統から日本と中国の信仰の共通点を探る報告も散見する。これらの調査は、中国や朝鮮などでお われ、調査対象も史跡や文献資料など広範囲にわ た
。
 
こうした調査は、単に歴史的変遷をたどるだけでなく、日本人が現地の文化や風習を理解するために役立てられた。迷鎮山
娘娘廟会は、特に多くの日本人に親しまれた。それは廟会の雰囲気が日本の縁日に
類似して
いて
人びとに受け入れられやすか
ったのであろう。参拝のために線香を焚き、神像 前で祈りをささげ、願掛け ための搬不倒などは神社仏閣に参拝する様子を思い起こさせた。
 
こうした中で
碧霞元君や子孫娘娘など、授児・育成の神は、特に詳細な調査対象とな
った。これら女神に対する人々の信仰
は、神を信仰するというよりも
生活の中に根付いた一種の活動ともいえた。春の訪れを告げる廟会は、大地が活動を再開し新
たな生命が力強く生じることを意味
する
。生命力は、人々に新たな生命をもたらす生の象徴として碧霞元君や子孫娘娘などの
女神の中に投影されて く。日本において、このよういに女性の願いを専門に司る神仏は、安産のお守りや一部地域の子育観音以外にはほとんど
見られない
。日本文化の多くが古代中国から
伝来し
、多く
の
共通性を見いだせる中で、娘娘神に限って言
えば、それは中国特有の現象であったため、中国人のみならず多くの日本人もまた惹きつけられたので
あろう。
 
                                        
       
 
２１５
 前掲、奥村義信『満州娘娘考』二四二
‐
二四四頁において、徳永孝一との満州事情案内所での談話の概略を紹介している。この
談話は後に「鮮満に於ける前方後円形」（『東洋』四三
‐
二）として発表された。
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（四）
『
封神演義
』における
碧霞元君
 
迷鎮山娘娘廟に祀られる雲霄、碧霄、瓊霄の三娘娘は、明代の小説『封神演義』にも登場する。小説では、殷の将軍、趙公
明の三人の妹、雲霄・避（碧）霄・瓊霄として描かれる。また物語中では趙公明と雲霄、碧霄、瓊霄の三人は兄妹とされる。しかし小説の登場人物を実際の神仙体系にあてはめると、趙公明は趙元帥 あり、三霄娘娘との間に兄妹などの関係は全くない。仮に満州で 信仰状況に鑑みて、三 娘娘を碧霞元君 みなすのであれば、小説でも碧霞元君 父である東
嶽
大帝と東
嶽
大帝の第三子の炳霊公が関連する登場人物として描かれるはずであ しかし『封神演義』に登場する三 娘娘の縁者は趙公明だけである。
 
さらに『封神演義』では、碧霞元君に余化龍が封じられる。
 
 
子牙又令柏鑑「引余化龍父子上壇受封」。不一時、只見清福神引余化龍等至台下、跪聴宣読勅命。子牙曰「今奉太上元
始勅命。爾余化龍父子拒守孤城、深切忠貞之節、一門死難、永堪華
衮
之封。特錫爾之新綸、当克襄乎上理。乃勅封爾掌人
間之時症、主生死之修短、秉陰陽之順逆、立造化之元神、為主痘碧霞元君之神。率領五方痘神、任爾施行。乃勅封爾元配金氏
、為衛房聖母元君。同承新命、永修厥職、爾其欽哉」。
 
五方痘神正神名諱、東方主痘神、余
 
諱達。西方主痘神、余
 
諱兆。南方主痘神、余
 
諱光。北方主痘神、余
 
諱先。
中央主痘神、余德。余化龍等聴罷封号 叩首謝恩 出壇去了。
２１６
 
 
また、瀧澤亮俊は『封神演義』に描かれる三娘娘について次のように言及する。
 
                                        
       
 
２１６
 許仲琳『封神演義』第九九回（上海古籍出版
、
一九九一年版を参照）七一三
‐
七一四頁。
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余化龍父子弧城を拒守して忠貞を尽し難に死す。封じて主痘碧霞元君之神となし、五方の痘神を率いて時に施行せよ。
 
1．
元配金氏を衛房聖母元君となす。
2．東方主痘神（余達）。
3．西方主痘神（余兆）。
4．南方主痘神（余光）。
5．北方主
痘神（余先）。
6．中央主痘神（余德）
２１７
 
 
余化龍一族は、生前に忠貞を尽くしたために碧霞元君などに封じられる。
小説において余化龍たちの功績などは、授産縁結
や病気治癒などの職能とは何も関係なく描かれている。ここでの碧霞元君は東西南北中央の五方の痘神を束ね司る位置づけである。これは碧霞元君と陪神の送子娘娘や催生娘娘、天花娘娘や痘疹娘娘などとの関係とみなすこともできる。このほか趙公明は趙元帥に封神される。
 
 
又命柏鑑「趙公明等上壇受封
」。
不一時柏鑑用、清福神用幡引趙公明等至台下、跪聴宣読勅命。子牙曰「今奉太上元始勅
命。爾趙公明
昔修大道，已証三乗根行。深入仙郷、無奈心頭火熱、徳業
回超
清浄、
其如妄境牽纏、一堕悪趣、返真無路。生
未能入大羅之境、死当受金誥之封。特
敕封
爾為
金龍如意正一龍虎玄壇真君之神。率領部下四位正神、迎祥納福、追逃捕
亡
。
爾
其欽哉」。
 
 招宝天尊
 
蕭諱昇。納
珍天尊
 
曹諱宝。
招
財
使者
 
陳諱九公。
利市仙官
 
姚
諱逐益。
 
趙
公明等聴罷封号、叩首謝恩、出壇去了。
２１８
 
                                        
       
 
２１７
 瀧澤亮俊『満州の街村信仰』（満州事情案内所、一九四〇年）。一九八二年に第一書房より再版。本論では第一書房版を参照。五三頁。
 
２１８
 前掲『封神演義』第九九回、七一二、七一三頁。
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碧霞元君と元帥神は
神仙の体系において何ら関係のない。本来なら碧霞元君の父である東
嶽
大帝や炳霊公に趙公明が封じら
れるべきであろうが、これには周の武将である黄飛虎と黄飛虎の子、黄天化が東岳大帝と炳霊公に封神される。
 
子牙命柏鑑「引黄天化上台聴封」。不一時、只見清福神用幡引黄天化至台下、跪聴宣読勅命。子牙曰「令奉太上元始勅
命。爾
黄天化、以青年尽忠報国、下山首建大功、救父尤為孝養。未享栄
封
、
捐躯
馬
革、情実痛焉。援功定賞、当存其厚、
特
敕封
爾為
管理三山正神炳霊公之職。爾其欽哉」。
黄
天化在
壇
下叩首
謝
恩、出壇而去。
 
 
 
子牙命柏
鑑「
引五岳正神上台受封」。少時、清福神引黄飛虎等斉至台下、跪聴読敕命。
子牙曰「
今奉太上元始敕命
、爾
黄飛虎遭暴主之惨悪、致逃亡於他国。
流離遷徙、方切骨肉之悲。奮
志酬知
、
突遇
陽針
之劫。遂罹於凶禍、情実可悲！崇黒
虎有志済民、時逢劫運。文聘等三
人金
蘭気
重、方図協力同心。忠義志堅、欲効股肱之願。豈意陽運告終、
齎
志而没。爾五
人同一孤忠
、
功有深浅
、
特
賜栄
封、以是差等。乃
敕封
爾
黄飛虎為五岳之首、仍加敕一道、執掌幽冥地府一十八重地獄、凡
一応生死転化
人神仙鬼
、
俱
従東岳
勘対、方許施行。特
敕封
爾為東岳
泰山大斉仁聖大帝之職、総管天地人間吉凶禍福、爾其
欽哉、毋渝厥典」。
黄
飛
虎在台下
先叩首
謝
恩
。
２１９
 
 
『封神演義』の最後
の場面で
諸将が封神された神仙に注目してみると、実際の神仙系統に沿ったものもあるが、その大部分
は特に決まった関係性を守っているとは思われない。しかし、雲霄、瓊霄、碧霄の三姉妹に注目すると、その眷族は趙公明であり無関係な神仙であるが、三霄が使用する宝具は人間の生育に作用するなど 神仙 体系や職能を全く無視しているわけではない。
 
                                         
       
 
２１９
 前掲『封神演義』第九九回、七〇五頁。
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子牙命柏鑑引三仙島雲霄、瓊霄、碧霄上台受封。少時只見清福神用、引雲霄等
至台下、跪聴宣読勅命。子牙曰「今奉太
上元始勅命、爾雲霄等、潜修仙島、雖勤日夜之功、得道天皇、未登大羅之岸。雖兄仇之当急、金蛟剪所傷実多、而師訓之頓忘、黄河陣為虐已甚。致歴代之上仙 却遭金斗、削三花之元気 復転凡胎。罪孽
造乎多端、性命於焉同尽。姑従寛典、
賜爾栄封。特
敕封
爾
掌混元金斗、専擅先後之天。凡一応仙凡入聖、諸侯天子、貴賤賢愚、落地先従
金斗
転
劫、不得越此為
感応世仙姑正神之位。爾当念此鸞封 克
勤
爾職。雲霄
娘娘
、瓊霄
娘娘
、
碧霄娘娘
、
以上三姑
、
正是坑三姑娘之神
、
混元金
斗
、
即人
間
之浄桶。凡人之生育、皆従此化生
也。三姑
聴罷封号、叩首謝恩、出壇去了。
２２０
 
 また『満州の街村信仰』では次のようにある。
 
 
混元金斗は人間の育成を司る。坑三姑娘神より皆化生す。
1、雲霄娘娘
 
2、瓊霄娘娘
 
3、碧霄娘娘
 
２２１
 
 
三姉妹は人間の育成を司る混元金斗をあやつる。そのため三霄娘娘は人間の生育が化生する場所であるとされる浄桶の神に
封じられる。
さらに
瀧澤亮俊は三霄娘娘について次のように述べる。
 
 
天仙聖母と三霄娘々とで、三霄 碧霄・雲霄・瓊霄のこと。天上存在の母性神で育成を司る。男性の三清に当る。（略）五嶽真形図並序の五嶽真形文の変体漢字の
傍註にある「三天太上道君の命有り、天地山川丘陵の神よ、我が子孫を護り、
                                        
       
 
２２０
 前掲『封神演義』第九九回、七一三、七一四頁。
 
２２１
 前掲『満洲の街村信仰』五三頁。
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害忠を慎み、久しく安らかに長生せしめよ。」とあるのでも知れる。
２２２
 
 
 『封神演義』において、三霄娘娘は
趙公明の妹として描かれ、高位の仙人として扱われていた。実際には
瀧澤の述べるように
三清に比肩するほど高位の仙人ではないが、満州一帯においては、その
職掌
である子供の育成や子孫繁栄
、病気平癒
などは
人々の生活に最も重要な要素 一つ あり、多くの人々から信仰を集めていた状況から考えると、非常に重視されていた神仙に違いはない。
 
瀧澤によれば、三霄娘娘（娘娘神）は「五嶽真形図」において三清から子孫の安寧と繁栄の功能を掌る神に任命される。こ
のことからも碧霞元君や三娘娘はいずれも子孫繁栄、長寿、無病息災を掌る神として、ま 人間の全ての根幹である授産縁結の神として広く信仰されるようになったのであろう。
 
碧霞元君は
華
北地域を、三霄娘娘は東北地域を信仰の中心としていたが、いずれも主管する職能は同一であった。両者の神
格が同一であるために、碧霞元君信仰と三霄娘娘信仰が互いに混同される中で、満州一帯には三霄として根付いていった。両者の同一化過程の詳
細は未だよくわからない部分が多いが、いずれにしても同じ職能を有し、華北、東北で広く受け入れられ
た女神であることに変わりはない。
 
 
（五）
迷鎮山娘娘廟会
の現状
 
 
上述してきたように、各地からこれほど多くの香客を集め、満州一帯で最大の廟会であった迷鎮山娘娘廟会も一九四五年の
満洲国崩壊や一九四七年 解放戦争 より活動は完全に停止においこまれる。その後、四十年あまり廟会の活動はおこなわれなかったが、一九九一年に再び廟会が復興され、五年後の一九九六年に娘娘廟が大石橋市文物保護単位 二〇〇七年には遼寧                                        
       
 
２２２
 前掲『満洲の街村信仰』五七頁。
 
169 
省非物質文化遺産に登録される。現在の迷鎮山娘娘廟会は金橋区政府が主導する。
２２３
本節では、
一九四〇年に満鉄が撮影し
た当時の廟会のビデオ
２２４
と、現在の
復興後の廟会の様子を
比較しながら見
ていきたい。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
迷鎮山娘娘廟は創建以来、三度の破壊と重修がおこなわれた。一度目の破壊は何時ごろであったか不明だが、天聡九年（一
六三五）の「敕建重修娘娘廟碑記」
があることからも、それ以前に破壊されていたことわかる。二度目は一九〇〇年の八か国
連合軍の中国侵攻の際、ロシア帝国が大石橋一帯に進軍した。ロシアは義和団殲滅を口実に、
迷鎮山
一帯の集落を襲うなかで
迷鎮山
の殿宇
も破壊した。この時、娘娘廟や迷鎮山
山
麓の戯楼なども焼き払われた。三度目は一九四七年の解放戦争時期であ
る。この時に殿宇が、一九五七年に戯楼が破壊されてい
２２５
 
 
往時の娘娘廟の配殿は
次のようにある。
 
 
群がる群の中を分けて、無数にかかって居る露店の間を通り、急勾配の参道を上って行くと石段の上に第一層殿があって
、
喜神・哈哈の二仙が祀っ あり、次にまた石段を上ったところに第二層殿があって観音・地蔵・如来 三仏が祀ってあり、更に石段を上りつめると、いよいよ娘娘廟に着いて、正面に三聖宮と書いた大扁額を掲げ、中に螺祖元妃一姑娘娘之神位（福寿）苑窳夫人二姑娘娘之神位（治眼）寓氏公主三姑娘娘之神位（授児）の三女神の像が祀ってあり、授児娘娘の足許
                                        
       
 
２２３
 姫広諸「大石橋迷鎮山娘娘廟会的変遷」（遼寧大学民俗学科碩士卒業論文、二〇〇七年）に花会や廟会関係者のインタビューが見られる。
 
２２４
 コニービデオ有限会社「満州アーカイブス
 
満鉄記録映画集第八巻（全十二巻）」。第八巻には「満州の大豆」「娘娘廟会」の
二編が集録さ 一篇は二十分程度。一九四〇年に満鉄映画製作所により撮影された迷鎮山娘娘廟会の様子を詳細に知ることができる。
 
２２５
 班耀東輯『迷鎮山娘娘廟遺聞』（大石橋修復迷鎮山文化古跡組委会編、出版年不明）。
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には無数の土人形が供へられてある。
２２６
 
 山頂部分の娘娘殿は、まず階段を上りきると第一殿があり哈哈二神が祭られる。元々は木造であったが、後に壁画となった。第一殿をぬけると階段があり、その
上に第二殿がある。如来と観音菩薩と地蔵王を祀る仏殿となっている。第二殿のうしろは
再び階段となっており、階段の上が娘娘殿である。人々は、この廟を目指して山を登り廟の傍らにある香炉で紙製の人形や馬を焼き、子孫繁栄、商売繁盛など各人の願い 娘娘神に祈った。平地の露店などの人出にくらべると山頂に る娘娘廟まで参拝に赴く人の数は少 かった。
 
 
現在の復興された殿宇は当時の配殿とほぼ同様である。現在の娘娘廟は、麓から山
頂まで石段が整備されている。山は下層部、中層部、上層部に分けられる。石段を登り始めるとすぐに山門が
目に
入る
。下層部は山の麓付近であり、石段前の広場には戯
楼が
再建されている
。石段を少し上ると山門があり、山門の右手には海雲寺
となる
。
この海雲寺が
先に
引用した資料にみられる海雲寺であ
る
。山門を抜け再び石段を進む
と左手に玉皇宮へ通じる路が見える。玉皇宮には他に五路財神殿、文昌殿、西方三聖殿、慈航殿がある。玉皇宮からさらに石段を上ると老君行宮に到着する。ここには老君行宮以外に薬王殿、観音殿、薬師宝殿、地蔵殿、慈航殿がある。この玉皇宮と老君行宮が中層部にあたる。中層部を過ぎて更 上 といよいよ上層部にある娘娘殿に到着する。
 
 
娘娘殿は三層づくりになって
おり、
殿宇前にはブロックで作られた仮設の香炉が置
                                        
       
 
２２６
 前掲『満州娘娘考』二三九‐
二四〇頁に『満州民族誌』を引く。
 
 
迷鎮山麓の牌楼 
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かれる。これは通常の香炉では線香が溢れてしまうため廟会期間中だけの臨時
の線香置き場である。また香炉の隣に廟会事務
局があり、こ で入場券を購入する。入場券は平時は五元、 の五日間は十五元に値上げされる。香炉の裏にある数十段の石段を上ぼり殿宇に入る。殿宇全体を囲うように壁が作られており第一殿 天王殿が入口になる。殿前には数人の警察官がならんでお 彼らが チェックする。
またあまりに長い線香を持って入殿しようとすると警察官に没収される。
天王殿を抜けると大雄宝殿、その左右に地蔵王殿（左側）と観音殿（右側）
という配置になっている
。大雄宝殿の裏には鼓楼
と鐘楼があり、そこを抜
けるといよいよ娘娘神を祀る聖母殿に到着する。聖母殿前には三霄娘娘とかかれた香炉が置かれる。
これらの殿宇はすべて石段でつながる。
 
 
聖母殿に祀られる娘娘神は、中央に雲霄娘娘（左）、瓊霄娘娘（中央）、碧霄
娘娘（右）の三娘娘が配される。三娘娘の手には雲霄、瓊霄、碧霄と書かれた錫が握られる。三娘娘の左右にも女神が祀られる。左側の壁には海神娘娘、傘神娘娘、痘疹 、斑疹 、黎山聖母が、右側には眼光娘娘、胡仙娘娘 送子娘娘、子孫 娘、宝蓮聖母、女媧 が並ぶ。殿の前には二基の石碑があり、どちらも殿宇を重修したときのも
のである。一つは道光年間に建てられた。
 
 
満鉄
が撮影した
迷鎮山娘娘廟会のビデオは芥川光蔵監修で撮影された二〇分あ
まりの映像である。映像の冒頭では上述の迷鎮山三娘娘 伝承をナレーションにして廟会臨時駅から迷鎮山の麓の広場に向かう人々の様子が映される。
廟会を訪
れる人々は現地の中国人だけでなく、馬車 乗った日本人や軍人 姿も見られる。広場には所狭しと露店が並び、食べ物や紙製の人形（求子のための供え物）、玩具などが売られ いる。これら露店を囲むように幌馬車が止められ、さながら小さな街のようである。参拝客は麓のこうした市で一年 生活用品などを買い揃
 
娘娘殿の三霄娘娘 
（左から雲霄、瓊霄、碧霄） 
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るのが主たる目的の一つである。
多くの人々は買い物だけで山頂の娘娘殿まで進香に訪れないと言われるが、映像を見る限り、
山頂の廟を目指す人の列は途切れ ことなく、廟は人で溢れかえる。香客の中には紙製の人や馬の人形を抱えて
いる者も見受
けられる。人形の大きさは人間と同じくらいである。廟は三層になっており一層目から二層目は二十八段、二層目から三層目は十八段の石段
を登る。三層目が人々の目当ての三聖宮（娘娘殿）である。三層目に福寿、授児、治眼の三霄娘娘が祀られる。
娘娘神への祈りが終わると廟の脇にあるレンガ造りの炉で線香や紙人形など全 燃やす。廟の前に置かれた泥人形を紐で括って持ち帰る（拴娃娃）と必ず子供を授かるという伝承があり、多くの女性は大切そうに人形を持ち帰る。
 
 
麓の舞台では奉納の踊りがおこなわれ、広場の各地で高脚踊り（
高蹺
）や
太鼓、五虎根
や扛粧（高さ十メートル程度の棒の
先に化粧や服など綺麗に着飾った子供を立たせ、数人の大人がそれを持って練り歩く）
など様々な演武がおこなわれる。さらに以前に娘娘廟で求子をして子供を授
かった者は、お礼参りとして盛大な参拝をおこなっ 。
廟会は「市が立つから人が
出る、人が来るから市が立つ」と言われるほど盛況であった。
 
 
では現在の廟会はどうであろうか。
筆者が訪れたのは二〇一二年廟会の陰暦四月
十七日と十八日である。
毎年四月十八日が廟会の本祭にあたる。
十七日の時点で多
くの参詣客があったが、それでも参道は自分の思うとおりに歩くことができた。また各殿宇にいる「志願者」も暇を持て余している
様子
であった
。参道の真ん中には
「乞食」や「障碍者」が物乞いをしており、この物乞い達を挟んで往路と復路の人の波ができていた。
現在は臨時駅や麓の広場などは
無くなっているが
麓には広場の
代わりに長さ一キロ程度の歩行者天国となっ いる。 両端には屋台が軒 連ね、食べ物や衣服、日用品などを売 。さらに花会が演武をお なうなど、さながらビデオに映される往時の賑いをみるようで る。山頂へと
続く石段の
麓にある戯楼で
 
三霄娘娘を祀る聖母殿（陰暦四月十七日） 
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は隣の鞍山市の劇団が奉納の演劇をおこなう。
翌日の十八日は、廟会の
本祭であり前日よりもさらに
多くの参拝者のために道
を進むだけでも苦労するほどであった。山頂に向かう石段も人で溢れかえり、前日に見られた物乞い達が物乞いの場所を作る隙間もないほど あった。
 
 
山頂に近づ
くにつれ
参拝客同士で肩をぶつけるほどひしめき合う。
山頂の聖母殿は
、
十七日は
殿内に
自由に入ることができ
たが、
十八日は
殿宇の入口にロープが張られ、参拝客は殿宇前のわずかなスペースで進
香
した。そのため聖母殿前は石段から
人が溢れるほど
の
人
であった。
 
 
また廟会に参加する花会については、筆者が廟会を訪れた時は、小車会や太鼓会などわずかに三、四団体を見かけるのみで
あった。山の南側の麓を東西に横断するように走 道路には各種の露店が軒を連ねる。この盛況ぶりを見ると記録映画にみられるような往年 廟会臨時駅前に並ぶ露店の賑わいを思い出させる。この道路の途中には盛徳寺というラマ教の寺院もある。
 
  小結
 
近年、碧霞元君に関する研究は盛ん 行われており、中でも泰山や北京を中心とし 研究は数多く見られる。これらの地域
研究は、基礎資料が豊富に ること、さらに廟会などの現地調査を行 しても交通の便がよく、調査 実施しやすいなど様々な要因がある。
 
これとは対照的に東北地域の娘娘信仰 、未だほとんど手がつけられていないと言える。一つには基礎資料が少なく、
もう一つは残されている資料の多くが満
洲
時代に日本人によって書かれたものであるため、中国の研究者にとっては言語的に
も政治的にも扱いにくい問題だからである。そのため東
北の娘娘信仰に関する研究は僅かに廟会の現状を報告する論文が数編
みられるだけである。よっ 本章では奥村義信『満州娘娘考』を基に東北地方の碧霞元君信仰、とくに大石橋迷鎮 娘娘廟会を検討した。
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従来の碧霞元君信仰研究は当然のことながら泰山が中心であり、さらに華北地域、特に北京地区での碧霞元君信仰が中心に
研究
されている
。旧満
洲
においても、北京地区に近いくらい盛に碧霞元君信仰が行われ、とくに大石橋迷鎮山娘娘廟では妙峰
山にも劣らないほど盛況な廟会がなされていた。今後、華北地域の碧霞元君信仰を研究するにあたって、北京地区
の調査とと
もに、あらたに旧満州地域での娘娘信仰も視野に含め、この両者を比較することで、さらに研究が深化すると考える。
 
旧満州での廟会についての資料の大部分は満鉄の調査部によるものであり、当時の大石橋娘娘廟の廟会 ついて詳細に調査
がなされた。大石橋の廟会は半世紀以上前に一度途絶えたが、近年になり再び廟会が復興されつつある。今後、現在の廟会の様子と満鉄資料などを比較し がらさらに大石橋娘娘廟会について検証する必要があるだろう。廟会はまだ復興されてから日が浅く、現代的視点からの廟会の由来や意義 ついての研究が十分
におこなわれているとは言い難い。今後は、社会的意義や
通俗信仰の中での人々の認識などについて、廟会の発展とともに今後も注視していく と思われる。
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    結語
 
  
本論では泰山諸神の信仰、とりわけ碧霞元君の信仰状況を中心に文献資料と現地調査により検討をおこなった。
 
第一章では、東嶽大帝・炳霊公・碧霞元君の起源や歴代王朝の度重なる追号により神格が高められていく過程など歴史的変
遷を検討した。さらに小説や伝承などの故事に描かれる様子を探ることで諸神の神格や職能が民衆に
いかに
認識されているか
も考察した。泰山は人の死後の魂魄が集う場所とされた。それは、
五行思想では、東方は万物の発生を司り、太陽とともにす
べてのものは東方から生起する
ことに由来する。そのため中国東部に位置する泰山に集まった魂は新たな生命を授けられて生
まれ変わると考えられた。こうした思想に基づき泰山の主神である東嶽大帝に人の生命の長短を司るという神格が付与されるようになる。さらに漢代以降、仏教や道教 影響を受け、東嶽大帝は冥界の神とされた。泰山は人々の魂の集まる場所とされたが、
後代、
その思想をさらに発展させ泰山山下には
地獄が存在し
ており、
東嶽大帝はそこの判官であると考えられた。さら
に泰山南麓にある蒿里山は泰山地獄の入口といわれた。このよ に して人々に知られることになる。様々な故事や小説 描かれ 東嶽大帝も同様に、冥界の判官として人の寿命の長短を決定や死者の魂に対して生前 善悪を勘案して判決を下す。その後、晋か 唐代になると、天帝の孫として王朝から贈号されるようになる。天帝の代理者である東嶽大帝を主神とする泰山で儀礼をおこなうことは、皇帝の権威を内外 示すことでもあった。そのため皇帝は、天を祀る儀式であ
る「封」を泰山でおこない、東嶽大帝に追号することで、自らの権威を誇示したのである。
 
こうして東嶽大帝は、冥界の判官と天孫という二つの神格を持つようになる。だが冥界神と天孫では神としての格があまり
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にも違いすぎるため同一神でありながら、あたかも個別の神のように認識されてしまう。こうした中で明の太祖は度重なる追号を禁止する。これにより東嶽大帝は、これ以上の修飾をされることなく泰山の神と て扱われるようになり、人々の意識の中にも泰山の神であり、冥界の判官として再び広く認識されていく。
 
こうした冥界神である東嶽大帝の
神格を引き継いだのが炳霊公であった。炳霊公は初期の頃、泰山三郎と呼ばれ、唐代に威
雄将軍、宋代に炳霊公の封号が授けられる。泰山三郎の神格は人々に幸福や福禄をもたらす神として故事などに描かれていた。威雄将軍や炳霊公は冥界 判官として小説などに描かれる。その職能は東嶽大帝と同様に、 地獄で死者の魂 生前の善悪を鑑みて審判を下し新たな生を授ける役割である。炳霊公 宋代から明代前期にかけて広く信仰され『封神演義』や『水滸伝』などの小説にも描かれる。特に『封 演義』では黄天化として物語の主要登場人物の一人 して登場
ることからも民衆に知
れ渡った神であったことが知られる。東嶽大帝の子として信仰され いた炳霊公であるが、明代以降、その信仰は徐々に衰え、次第に泰山信仰の中心は東嶽大帝や炳霊公など冥界の神から碧霞元君へと移っていく。
 
 
明代以降、碧霞元君
が
泰山諸神の中で最も民衆の信仰を集めるようになる。東嶽大帝の娘と言われる碧霞元君は、起源が明
確ではないが遅くとも明代 期には民衆の支持を得ていた。碧霞元君は東嶽大帝 全く逆 神格を
有し
、育成神・授児神・福
寿神
である
。『醒世因縁伝』に描かれる泰山進香の情景からもわかるように、人々
は夜明け前に泰山山頂の碧霞宮に行き、夜
明けの開門とともに元君神に自ら 祈りを伝える であった。碧霞元君の信仰範囲は泰山 ど山東一帯にとどまらず北京など華北一帯、さらに 旧満州地域で 盛んに信仰された。
 
 
第二章では清代後期から民国期にかけての北京の碧霞元君信仰について考察した。北京の碧霞元君信仰は、明代中期にはす
で
に
皇室や貴族の婦女を中心
に
信仰され
ていた。その後、民衆にも信仰が広まると、
北京一帯で最も信仰される神の一つとな
る。妙峰山娘娘廟会では、香会が様々な方法 より娘娘神 敬虔を示すことで信仰心を表した。
これら香会の調査をおこなっ
た顧頡剛の著書『妙峰山』 現在でも当時の様子を知ることができる貴重な資料として、その価値を失わない。さらに現在おこなわれ 碧霞元君研究の大部分も『妙峰山』
に依拠する
。顧頡剛の調査は、当時の文化を知る上で貴重な資料であるととも
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に、近年復
興された妙峰山廟会との比較を可能にする。また城内
の主要な碧霞元君廟である五頂は、民衆の生活により即した
場所であり多くの香客が訪れた。それは信仰の場所であるだけでなく、春游や生活用品をそろえる貴重な娯楽
の場所でもあっ
た。このようにして碧霞元君廟会は、信仰
だけでなく
生活面でも人々の生活に深く根ざし切り離せない場所となっていった。
 
 
第三章では旧満州地域の碧霞元君廟会について考察した。旧満州での碧霞元君信仰は、満鉄の地域開発政策の一環という側
面を有していた。そのため鉄道沿線にあっ 迷鎮山や鳳凰山、北山などの碧霞元君廟は廟会期間になると数万人から数十万人ともいわれるほど多くの参詣客が訪れた。中でも 満州地域最大規模 廟会として広く知られていた。迷鎮山は廟会だけでなく、経済や地理、宗教など様々な面からも研究された。こうした調査は満鉄調査部などが担当した。
 
 
これら地域の廟会について筆者は現 調査をおこなった。妙峰山廟会などは、廟会復興後すでに二十年あまりが経過してお
り廟会の形式や内容などは ぼ整備されているように思われる。しかし、中頂廟廟会 二〇〇六年に復興されたばかりで、殿宇も未だに修復中である。このような場所では毎年、廟会の内容が大きく変わることもある。実際、筆者が訪れた二〇一一年は、地元政府の支援は かったが、二〇一二年に 地元政府主催により廟会が開催され 。そのため には多くのメディアが訪れ 花会の演武開始前には 雑技 披露 さら 廟の前の広場に貴賓
席が設置されるなど前年と大きく趣を変えた。この
ように地元政府の支援 有無や政策により廟会の内容が変更す こともありう
 
 
文化大革命以降、中国の廟会が本格的な復興を始め からまだ二十年あまりしか経過していない。復興過程において往年の
廟会の様子を知る人々も年々少なくなり、多くの資料が散逸している場合もある。当然、往年の廟会を完全な形で復活させることは不可能であるが、多く 廟会は可能な限り当時の 復興を試み いる。復興 地元政府や宗教政策との関係が必要であるため、やむ 得ず観光的要素が多分に含まれる場合もある。 客を集める めに現代的要素を取り入れるなどの試みもみられる。このように廟 復興から二十年以上経過してい
るとはいえ、いまだに復興途中であると言える。これ
から先、社会の発展や各地域、さらには諸外国との交流が すます増加す なかで廟会 どのような発展を見せるのか引き続き注視していきたい。
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中頂花会１１（高蹺） 
 
中頂花会１３（少年五虎棍） 
 
 
中頂花会１５（廟の向かいの広場） 
 
 
中頂花会１４（全会主による口上） 
中頂花会１２（中幡）
 
岱廟 
200 
                   
 
双龍池 
 
遙参亭３（送子娘娘） 
 
双龍池からみた遙参亭 
 
遙参亭１ 
 
遙参亭４（眼光奶奶） 
 
 
遙参亭２（碧霞元君）
 
岱廟 
201 
                   
 
岱廟２（炳霊門） 
 
 
 
岱廟正面（石牌と正陽門） 
 
岱廟４（寝殿） 
 
岱廟１（炳霊殿跡） 
 
岱廟３（天貺殿） 
岱廟正面２（正陽門）
 
岱廟 
202 
                   
 
岱宗坊 
 
泰山と岱宗坊（岱廟北門から） 
 
 
淑明皇后
 
泰山 
203 
                   
 
泰山奶奶（小泰山廟） 
 
 
 
 
 
遙参亭１ 
 
送子娘娘（紅門宮元君殿） 
 
元君殿（紅門宮元君殿） 
紅門宮碧霞元君殿の元君像
 
眼光奶奶（紅門宮内）
 
泰山 
204 
                   
 
眼光奶奶（斗母宮横） 
 
泰山奶奶（斗母宮横） 
 
泰山奶奶（山麓の東岳廟） 
 
碧霞霊応宮（水簾洞） 
 
送子娘娘（斗母宮横） 
 
碧霞元君殿（斗母宮横） 
泰山 
205 
                   
 
送子娘娘（壷天閣） 
 
眼光奶奶（壷天閣） 
 
泰山老奶奶顕霊宮 
 
 
 
泰山老奶奶（泰山老奶奶顕霊宮） 
 
碧霞元君（壷天閣） 
泰山奶奶（南天門）
 
泰山 
206 
                   
 
弘徳楼（碧霞祠南） 
 
 
 
碧霞祠１（泰山山頂） 
 
碧霞祠３（泰山山頂） 
 
碧霞元君（泰山碧霞祠） 
 
碧霞祠２（泰山山頂） 
泰山聖母（弘徳楼）
 
泰山 
207 
                   
 
送子娘娘（泰山碧霞祠） 
 
眼光娘娘（泰山碧霞祠） 
 
拴娃娃（一） 
 
拴娃娃（二） 
 
拴娃娃（四） 
 
拴娃娃（三） 
円明園・大観園・地壇公園 
208 
                   
 
大観園１ 
 
円明園３ 
 
円明園５ 
 
円明園１ 
 
円明園４ 
 
円明園２ 
円明園・大観園・地壇公園 
209 
                   
 
大観園５ 
 
大観園３ 
 
大観園２ 
 
大観園７ 
 
大観園４ 
 
大観園６ 
円明園・大観園・地壇公園 
210 
                   
 
大観園９ 
 
地壇公園１ 
 
地壇公園２ 
 
地壇公園４ 
 
地壇公園３ 
 
大観園８ 
円明園・大観園・地壇公園 
211 
                   
 
地壇公園６ 
 
地壇公園５ 
 
地壇公園７ 
天壇公園 
212 
                   
 
天壇６ 
 
天壇３ 
 
天壇５ 
 
天壇１ 
 
天壇４ 
 
天壇２ 
天壇公園 
213 
                   
 
天壇１０ 
 
天壇８ 
 
天壇７ 
 
天壇１２ 
 
天壇９ 
 
天壇１１ 
天壇公園 
214 
                   
 
天壇１４ 
 
天壇１５ 
 
天壇１６ 
 
天壇１３ 
東嶽廟 
215 
                   
 
東嶽廟６（高蹺） 
 
東嶽廟３（五虎棍） 
 
東嶽廟５（五虎棍） 
 
東嶽廟１（開路） 
 
東嶽廟４（五虎棍） 
 
東嶽廟２（開路） 
東嶽廟 
216 
                   
 
東嶽廟１０（双石） 
 
 
 
東嶽廟７（高蹺） 
 
東嶽廟１２（擲子） 
 
東嶽廟９（双石） 
 
東嶽廟１１（擲子） 
東嶽廟８（中幡）
 
東嶽廟 
217 
                   
 
東嶽廟１４（秧歌） 
 
東嶽廟１５（秧歌） 
 
東嶽廟１６（獅子） 
 
東嶽廟１８（罎子） 
 
東嶽廟１７（獅子） 
 
東嶽廟１３（秧歌） 
東嶽廟 
218 
                   
 
東嶽廟２０（罎子） 
 
東嶽廟１９（罎子） 
 
東嶽廟２１（罎子） 
 
東嶽廟２３（吵子） 
 
東嶽廟２４（吵子） 
 
東嶽廟２２（吵子） 
東嶽廟 
219 
                   
 
東嶽廟２５（槓子） 
 
東嶽廟２６（槓子） 
 
東嶽廟２７（槓箱） 
 
東嶽廟２８（槓箱） 
 
東嶽廟３０（太鼓） 
 
東嶽廟２９（太鼓） 
東嶽廟 
220 
                   
 
東嶽廟３１（岱嶽殿前） 
 
東嶽廟３２（瞻岱門前） 
 
東嶽廟３３（廟内の屋台） 
 
東嶽廟３４（指人形芝居） 
 
東嶽廟３５（指人形芝居） 
 
東嶽廟３６（輪投げ） 
東嶽廟 
221 
 
 
東嶽廟３７ 
 
東嶽廟３８ 
陶然亭公園・白雲観・龍潭公園 
222 
                   
 
白雲観２ 
 
陶然亭３ 
 
白雲観１ 
 
陶然亭１ 
 
陶然亭４ 
 
陶然亭２ 
陶然亭公園・白雲観・龍潭公園 
223 
                   
 
白雲観６ 
 
白雲観４ 
 
白雲観３ 
 
白雲観８ 
 
白雲観５ 
 
白雲観７ 
陶然亭公園・白雲観・龍潭公園 
224 
                   
 
龍潭公園２ 
 
龍潭公園３ 
 
龍潭公園４ 
 
龍潭公園１ 
瑠璃廠・蓮花池公園・雍和宮・頤和園 
225 
                   
 
蓮花池２ 
 
瑠璃廠３ 
 
 
蓮花池１ 
 
瑠璃廠１ 
 
瑠璃廠４ 
 
瑠璃廠２ 
瑠璃廠・蓮花池公園・雍和宮・頤和園 
226 
                   
 
蓮花池６ 
 
蓮花池４ 
 
蓮花池３ 
 
雍和宮２ 
 
蓮花池５ 
 
雍和宮１ 
瑠璃廠・蓮花池公園・雍和宮・頤和園 
227 
                   
 
雍和宮４ 
 
頤和園蘇州街１ 
 
頤和園蘇州街２ 
 
頤和園蘇州街４ 
 
頤和園蘇州街３ 
 
雍和宮３ 
瑠璃廠・蓮花池公園・雍和宮・頤和園 
228 
                   
 
頤和園蘇州街６ 
 
頤和園蘇州街５ 
  迷鎮山 
229 
                   
 
廟会入口１（四月十七日） 
 
西大廟１ 
 
 
西大廟３ 
 
楞厳禅寺１ 
 
 
 
楞厳禅寺２ 
西大廟２
 
  迷鎮山 
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海雲寺 
 
盛徳寺 
 
廟会入口（四月十八日） 
 
牌坊からの眺め 
 
麓の様子（右は海雲寺） 
 
迷鎮山娘娘廟牌坊 
  迷鎮山 
231 
                   
 
 
 
 
 
玉皇宮 
 
老君行宮 
 
玉皇宮前の進香 
 
山麓の戯台 
牌坊横の石碑１
 
牌坊横の石碑２
 
  迷鎮山 
232 
                   
 
娘娘廟前１（四月十八日） 
 
娘娘廟前（四月十七日） 
 
娘娘廟前２（四月十八日） 
 
娘娘殿前の香火２ 
 
聖母殿前 
 
娘娘殿前の香火１ 
  迷鎮山 
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聖母殿前２ 
 
聖母殿前３ 
 
三霄娘娘（聖母殿内）太極広場 
 
 
 
 
 
 
黎山聖母
 
海神聖母
 
傘神聖母
 
  迷鎮山 
234 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
送子娘娘
 
子孫娘娘
 
催生娘娘
 
眼光娘娘
 
痘疹娘娘
 
斑疹娘娘
 
  迷鎮山 
235 
 
 
 
 
 
女娲娘娘
 
宝蓮聖母
 
